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曾 告

創立11・五年記念事業計萱に就て

本曾は大正六年三月闘凶建築協曾と税し弧々の韓を奉げ大正八年一月、日本建

築協曾と改稿、大正十五年十月枇l調法人の認可を得逐年隆盛の 一路を辿り今日に

に及び今春は恰も創立尚廿五年相嘗す。

顧れば此間本曾がなし? こる諸事業は相官康範囲に百り枇曾に貢献せし所不砂も

就中都市計査と建築物法問題、住宅問題、 震火災Illj 題、防宰問題、建材| 問題職工

数化問題等は其重要事項のーにして、特に都市計萱並に建築法賞施は本曾努力の

結品? こり、叉住宅問題は夙に力を注ぎつ〉あるが大正十一年の交漣ケ丘に於ける

住宅改造大博覧舎の如き嘗時五拾高固のE 費を投じ多大の効呆を牧め本邦に於け

る此種催の日高矢 k す、更に関東大震災には調査員の波遣組立住宅の提供をなしに

る外各地震火災には常に献身的努力を績けつ〉あり、降而昭和八年関西に防空演

習開始せらる〉や卒先府!幌市と協力演習に参加し叉支那事接起るや南京上海の戦

跡視察結果の接表等爾来引績き防宰問題の研究と諸施設の促進に努力を重ね居れ

り。

一面曾誌建築と枇曾並に各種固書 出版其他各常設委員曾な どは年々不断の調査

研究を進め居 り之等事項は枚患に逗なし 、かくて昭和七、八年には創立十五年 記

念として各地に住宅博覧曾外各種の事業をなしにるが今や我帝閣は米英に宣戦を

布告し大東亜戦手五年 を迎へ至る 所大捷を博しつ〉あり、古今未曾有の世界大動

酋Lの異只中に直面して姦に廿五年の; 仕年期を迎え? こる本曾は囲韓として魚すべき

多くの任務と建築家として益々職域奉公の誠を地すべき事を痛戚し尤も緊念を要

する防空問題に一大重黙を置き 此の記念すぷき廿五年の事業となすべく目下夫々

計査成業主? 急ぎつ 〉あり。

然しながら本事業は相官重大問題にして濁り本曾のカのみにては其目的達成至

難にして大方諸賢の絶大なる網l賛同と御援助を乞ひ以て組閣日本の図土防衛に蓋

さんとす、卒ひ憂聞 各位の網協力と御鞭提賜らん事を熱望して止 まさ' る 所謂なり。

昭 和 十 七 年 二 月 一 日

置 土 閣 法 人
日 本 建 築 協 曾
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創立廿五 年記 念事業寄附 11=1込径fl 芳名

木合記念事業計葦登表するや各方面より多大の御聾援と 御賛同

を辱ふ しつ L あるが本稿締切迄に御援助を得て寄附金御 1:1: : 1込を受

けたる諸賢下記の通り左 り認に牟名を列奉し御芳志に到 し深甚の

謝意を表す
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月

四

200. 00 松 岡 工 務 山 殿

1帥 . 帥 日 本 電 建 株 式 合 j仕股

zω . 00 朝 日 乾 電 池 株 式 合 枇 殿

2 ω0 0  株式合m士池田組大阪支応殿

100. ω 林 組 殿

1帥 . 00 日本セメント防水部j 製造所股

5仰 帥 日本セメント防水工業組合殿

1.0! }O. 00 合 資 制Itt 駒 井 鍛 工 所 殴

200. 09 株 式 的 注 柴 田 組 殿

200. ω 閥城化製工業中米式合制: 殴

2. 即0. 00 三機工業株式合枇大阪支応殿

600ω 大 阪 城 口 研 究 所 殴

60! ) ω 中 松 組 鍛 工 部 殿

3' 00. 帥 合 資 合 祉 山 田 工 務 庖 殿

J. 00{) .  ｏｾ＠ 高砂媛房工事 株式令祉殿

1. 0加. 00 問 産 放 熱 捺 株 式 合 杭 殿

50. 00 UI  I場 前j 令 殴

5ω. 0)  西 原 衛 生 工 業 所 殴

200.00 ｾ￧ Ｍ Ｍ 工芸そ株式令枇犬 Ｑ ［ Ｎ反支応股

50.00 大 阪 可 能 降j 令 殴

30!) .  00 清城. f ii'i 子株式合枇大収支 l古殿

600. ω  株式令ili l : 桐岡商' ( 1 t 殴

30. 帥 玉 置 盟 次 郎 殴

30. ω 増 井 敏 克 殿



初 . 帥 烏 背骨 司王 殿 2.0:1 石 崎 千j ) 志殿

]0.凶 野 中l 柿 殴
2.00 I泳 村 正t i投

30.伺 ノ ト 北 乙 守 限
10.00 717 慌 繁 男 股

20ω 加 藤 特 有 f 役
2.00 谷 口 三?? 殿

20.00 池 rFl 存 久 守 殿
2.00 野 川 宗 主管 W1:

20.00 石 原 主主 併 股
2.  00 11' 村 円 強 l没

4.00 伊 藤 文 男 殴
40.00 村 山 士号 曙 殴

]5.帥 小 川 防 守 殿
2.00 堀 口 高 ｾ Ｈ郎殴

300 紀 平 ごtよ「ゐi Et1  4. ()O 尼 柳 徹 之 助 殿

]0.00 後 藤 雪長 殴
2.00 島 問 良 理 殴

3.(]{) 佐 々 木 源 之 助 殴 5.00 安 達 牧 I投

]OO.()O 清 水 釘 背 股 3.01) 主 川 正 殿

( 迫力H申込計 却O.開〉 2.00 木 村 要 蔵 殿

]0.朗 下 里 勘 右 衛 門 殿 10.0{) 後 川 卯 三 郎 殴

2 回 杉 本 美 夫 殿 5.朗 踊 問 恨 一 郎 股

2.ω  鈴 木 貫 殿 2.01) 撃を FI1 寓 次 殿

5 仰 橋 木 イ言 治 殿 4.仰 大 場 友 久 殿

]0.00 問 中 文 男 殴 10.00 前 ，)ft =;7( 良¥1 股

10.朗 棚 橋
号 ｵ ［， 士ｾ m之mえ 4. 朗 武 rl' 政 一 股

]0.00 友 「日 三度 殿 20 凹 岩 崎 県 太 郎 股

10ω 西 村 辰 次 郎 殿 7.00 岡 村 Jど、 殿

15.00 西 山: ! 1I J 三 殿 10.凶 伊 藤 武 文 殴

2.00 原 同 昇 馬 殿 2.帥 伊 藤 悲 殿

5. 0{) ヌド 問 長 弐 殴 2.00 岡 田 久 f没

]0.聞 前 IFj 松 浦 股 50.00 織 本 泊 三 郎 股

]0.叩 松 下 rll 磁 殴 3.  00 } 手 貞 一 股

20.01) 遣 問 泰 治 郎 殿 5.仰 平 野 正 男 殿

]0.00 日昭 ライト 工業株式令制: 殿 5.00 赤 江 久 存 7き 殿

2.帥 板 珂 嘉 殿 5.00 治 問 勝 巳 殿

2. 01) 青 木 康 純 殿

以上 本月計 ￥ 10，914. 00 

累 計 ￥160，694.00 

昭 和 十 七 年 二 月 一 日

枇図法人
日 本 建 築 協 舎
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E毎日車 ( 玄捌よ り〉

14 第 5. 6競 家 屋 背 聞 を 第 7 自主家屋右手切 jヨより見る
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貫 爆 j員 習 ｾ ｦｦｬ＠ イ系

ま へ が き

昭和 16年 9 月20 日即ち航空記念 日首 臼 「多数爆

撃 機の参加を得て爆弾投下の?貸手ヲを宜施 し一般 人

l亡診J し爆撃の宜相を正識せ しめ併せて a爆撃依壊に

よる 諸相の賀騒を行は んーとす J e の 目的のも とに

逆法制し上流深谷池附近究環 ゴル フ場下の河原に於

て賞爆演予1が賀施 され?こ。

本部習は主催一一大阪府、兵Hl鯨、大阪市、;1111
1

戸市、後援一一一陸軍航空本部、中部軍司令部、大

l仮帥圏、姫路印11園、 協賛ーーー大 日本防益協合大阪

府支部大日本防昼 i品 合 兵 庫 J際 交ms、日本建築協

合、祉国法人質J家 カ ン ツ リーイi只訴さ部の下に行は れ

＿こので あるが 、 技術剥奈良 とし ては ｍ Ａ 協同 ｾｲｬ ｪ の 主主

築放に土 木 、 以 降 ω 技術右左共 ｬ 乞 本 ｉｾＭＨＭ｜Ｇ よりも多

数参 加せ しめ極々 の訓脊 I" C市つ ?このである。本演

習の訓ＳＡｦＮの誌ｾｦｉｉなる結果 は 主催者の 了併 を得 て Ｉｩ 凶

技

日百

於

論? 者

和 1 6  

日 本 建

座

ｺ ュ Ｇｊｾ

員災

年 9 月 2

築 協 曾 陳

6  

列

盆r

E ヨ

日

室

次本誌J てに援載して戴〈議定であるが、何分貰験

項 目も 多|技tて渡り叉調脊員も各々その所属を異に

し相互の連絡K 困難があ り又 J -.司その，他への手続

トーにも色々時日 を要 する FIIである ので、l J X政へす・

賓肱直後各宜除項 目の調1 l f W"i J係技術者のお集 bを

胤ひ 賛 助 ｴ ＮＧｩ よｾ の概要 印 象 等を 座談合の形 式で護去

して諒いに。本文はその速記であっ て詳細げよる結

果後殺の議2蹴 とも 云ふべ きもので ある。

本記 事 を読まれる ｟ ｾ Ｎ Ｎ ｉＧｌ仮 Ａ 矛ｉｪと思五、 ので演習の 大

槌の要領及 び 誹ｾＳＡｦＮ の 分捨 ｋ 就て一 寸 ｩ 踊 れて置 〈。

参加飛行機及び投下爆 〕車数 Ａｊｾ 慎 一 撃 投 ＱＱ 華

( 内諜 3 機編 隊 l 組、7]( 千爆撃l{i. 機 8 蚕 、乏!:降 下

爆撃) 11: . して 15k;; ijl i140設投下こ の内 1;設は不設に

経る。亘爆殺機 5立は 水子爆 撃 に し て 50kg 6開

設 1ｏｏｫ ｧｾｗｬ＠ 4裂を投下し? こ。

賓毅供試設
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賞験家屋 としで木造平家建 2 棟、j f;: 1乞煉瓦造建

物 l 棟、 目標 となる建物としてパラック建 3 棟、

簡易防空譲3ケ所、弾J'I 臨護世 4ケ竹起爆居 l ケ、

硝子破損調奈川柱j数十何等であり狛防宰壕及木造

建物の内部 l亡設け仁科避所の内部に各柿: の動物を

入れて置い?こ。大韓 の配置は別困の如 くでめる。

調査の分櫓及びぞの人員

; j ，くの如〈でもあっ fこ。

投下爆弾々痕調奈 nil t戸市 20名

木造建物 被害調茶

} 犬兵阪月応i!燃係

30名

23名

煉瓦也護努被害調芥 ) 建築協合 お

硝子i波 奈

弾竹防片7起51爆防該・被護暦害壁被調被害芥害調調芥有 } 大|坂市 30名

動物貰験調奈 大阪市 ( 動物国長以下)

玉置一一御挨拶申上げ ますb 今までの爆弾に闘

しまする研究は、軍の方々及火襲撃者の極 〈少数

の人 々のみ K 限 られて居つ?こ のであ りま すが、今

日の如〈 、主互に第一線の戦場のみなら 今、 銃後が

空襲K 依 って職 場イじされる主 云 i 、時代に なります

し 爆弾に関する 研究 は、従前 の如〈軍の一部の

方々 及火襲撃者のみに委ねる こ 主は出来な くなり

銃後の者全部がそ れに封 して倒心 を持ち 、認識を

持 ?こなり ればな らな いや うになっ?この で あ り ま

す。 ｾが従前は此の問題が組く 一 部の 人 のみ ｋ 取

扱 はれて居 りまし 1=鴛 i亡、爆11111ζ 到する レポー ト

主言ひ ますか、色 々のデ { ターが一切明かに され

てゐない。 特 I' L軍の兵力I ' L Iij J係する所から 、爆弾

の こと に付 ては秘密事項陀属する こ とが多かっTこ

のでありま す。 Tごからして、今日 lて於ては、銃後

の者全部が爆弾I ' L i: t して大I ' L I*- J心を有fこなければ

ならな 〈 なつ に の で ありま す が 、 ｾ ［ 貰は さう 云よ 、

ｉｍｩ ｊ 係で 容易 ｶ 亡爆弾 ｉ ｣ｾｾｊ する知識を得る こと が ｉｉ ｾ 来

ないilk態であ るのであ ります。

底が、今回! J [ の方の非常なお力添へ l亡依 りまし

て、我が闘では未曾有とも栴すべき大賞騒が行は

れ?こ のでめ りますが、今miの賀験の結果K 依って

ーイ' d 5 ( 民衆の爆弾K1討する夕、11識を得られま しfここと

は拘 に注目すべきものがある と思ふの で あ り ま

1 1 2  

座 談 曾 出 席 者

伊藤平吋大阪市震築部 ) 附 秀 夫 大 阪 市 電 気 局 )

第一建 課 長 営 繕 係 長

f大阪府警察部) m!JlY ｾ ＭＨ 東亜高等 Ｉ
錦 凶 直- ，建築課技師 浅 野 新一 工業摩校教授

外山 中尉( 大阪師図司令i 島由

部 参謀附

享 f 大阪市輩技監窪/1  

k計 係

大 崎 祐 弘( 霊戸市建築詰} 卒 松 太 郎 ( 思 議 鰭 )

岡回醐( 左翼伊鋭) 菅 陸一ー/、建兵築庫係鯨瞥察技部師)

小合 中佐( 大阪師図司令) 1> 本曾側 4

部 参 謀

川勝 健一( 大阪府瞥祭器) 松 久 保

一 建 築 課 技
本協舎常務

玉置豊次郎' 大阪府後察部) 薮

、建築課技師

中 同 上

藤田 令ニ( 長星雲瞥翻) 北 垣 同 上

す。我 日々 頃共の針策を講じなげればならな い立

場に在る者K 於 きまし でも 、今回の賓験に依っ て

得 ましに共の瞳験は拘K 肝銘 すべ きものがあるの

でありまして、将来の爆弾封策 lて付きまし ては今

回の賞験の結果を 十二分1' Lr. r; さな げればな らない

と息ふの での ります。

きう 云」、: 怠味に於きま して、如 何K 今度の賞般

の結果を市外j するか t 云ふ こ 主は重大なる問題で

あると考へるのであります。就きま しては、我 々

切方に於 きまして技術班を組織して共の研究に首

つ? このであ りまして、何れ皆様方から 色々 レポ ー

ト をお ｉ Ｚｉ ｾ し戴 くこと になるのでありますが 、 差詰

め此虚に概略の結果を御護表願 i 、て胎{.K!: の針策 l乞

問 lて合し Tこい と思 i 、のであります。何れ後K 出 し3

て載きまする レポ ー トは極力精密なものをお出し

願ひ? こい 主考へるのでありますが、今 日は概略の

こu ごげ御蛮去を して戴 き?こい 主思ひ ます。

就 きまし では、お話をお閥ひする !i 国序な どもあ

りますから 、伊藤君を座長之お願ひ致しまして、

此の令の進行を闘って載 〈こ e l ' L致し?こい主 思ひ

ます 。共の賠惑からす・お含み置 さを願ひます。 ど

うぞ宜し くお願ひ致します。

では伊藤 さんどう ぞ・

伊藤 一一 それぢ や私、進行係 を勤め させて戴 き
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ます。

大誼此の問調j ! t の分措を定めましにあの順序K

従って、各調査班の責任者のお方からそれぞれの

御調査の結果を御報告して載きまして、最後にノj 、

合参謀殿から全盟の賓験に閲する御感想なり御講

評なりを伺ひ? こいと思ひます。

それでは先づ此0) 聞の順序K 従ひまして、市1
1戸

市の方から弾痕調査に何て御報告を願ひ?こいと思

ひます。

大崎 一一それでは去 る9 月20 日の航空日 の首 日

iて於げる爆弾投下の主催者側 の一人榊戸市左しま

しーて責任分捨を致しましにのは、投下爆弾の調査

主云 i 、名目でごさ' いますが、それに就て大韓の所

を述べて見度いと思ひます。御承知のや うに、 11t

日爆撃が始 りましにのは約 3 時 10分過ぎで、終り

が4時5分頃主云ょ、風に記憶して居りますが、 それ

から山を駈り下りまして、日浪まで の間大童に な

って極力弾孔を捜しでは以1] 霊: して廻つにのであり

ます。共の時警pjj 閣の方々 の適宜の御警戒に依り

まして、一般視覚者の悶入を防いで頂いて我 と々

して非常に測量し易かつに事は、宮時地元の警防

国の各位並兵庫腕吉; 局の方々 K 厚〈感謝 して居る

詩でありますが、爆弾の調主は此の前の打合せで

ものりましにやうに 、主主 して爆弾の落下位置及

弾孔の調茶に就てでよあります。爆弾の落下位置K

付ては私共主しては出来るなら一護毎K 調べ? こい

と云ふ希望ーでありまし? こが、 ぞれは到底笠現不可

能でありましにので、切めで県郡の泌下順位Tごけ

でも正確に知り? こい と思ひまし て、 さう ; 云」、調3需

をもやっ? こ のであり ます。先づI象備一調ヨ墜 と致しま

して 2 目前の18日lこ -度現場へ行きまして、既l亡

建も上って居る建物の配置並周閣のH犬況 lて付でi象

め出来る Tごり精蕊な測震をし? こ誌でありますが、

20 日の昔日も'爆弾投下が始る迄に 18 日に はま1. : 出

来上って居らなかっ＿こ防昼壕共のイ ｗＮ ［ｪｾ調奈のもの

を測量い? こしまして、大曜の基本図面を作製し、

それに依って調3時三完主を闘ら うとしに諜であり

ます。

孫下位置は、後備調茶vc於り る銃剣lの二見1か ら

iii 下着弾位置迄の距慨を測る こと に致しま しに。

それを後から F プロ ット」して作製 し?こ岡商が之

であります。背幻慢に して置きますと宜かのつに

1 1 4  

実爆t 賓室主!共試否定墨

賓爆演習投薄後費三月

のでありま すが、時聞が ありませんでし? こから 、

斯う云ふ風な原因Tごり持って参りましに。それで

私共の方では極力精密に調べて行つTこ語でありま

すが、第 l 回の爆撃のみは可な h離れて居つにや

うに思ひますので、レコードしませ んでし に。共

鹿に拾って置きましに分は、大瞳共の昔 日夕方ま

でに記録されて居つにものばかりでめります、其

の園面の通 りで投下順位K 就ては、私共の方で幾

分推測を加へて居るのでありますが、後程設明 も

致しま すりれども、それを見て故い? こら、大髄爆

弾の落下位置は分る諜でのります。

爆弾の投下順位は、あの山の上で御ィ子じのや う

な非常に 不適首な位置に於て1脱出い ? こしに語であ

りますが、共の固上l乞於ける 闘rI<JVC入って居る数



字が私共の方から推定しましに投下順位でありま

す。序に岡商の設l明石? 致します主 、約iい線で繋い

であるのは 15砥、太いのが50底、ハッチを入れて

ある分が 100 砥でありまして、斯 う:三五、風κ 私 共

の方では推定をし、医別して萱 いて居る 謹でごさ'

いま す。それらの陣の種別の判定 lて就 きましては

私共は素人でございますから、何鹿までも推定で

ありまして、 i71 ' 裂時の護煙量 t か音響 とか或は剥

脊し? こ際 l亡於げる弾痕の大ノj 、などに f{くって推測し

fこのであ ります。それで第 1 回から 8 回までは単

機で急: 降下爆撃をして、 大 韓 2 桐乃至 4 佃:為して

居りますが、 それは 15底部と私共の方では推定 し

て居ります。第 Ｙ 回 ｋ は Ｓ 機編除でよ ｩ ｅ 亦，ｾ Ｚ降下爆

撃をやって、弾は 4 殻落し? こ事になって居ります

が、是は 15砥か50砥 か私共の方では、はっきり分

ち鍛ね? このでありますげれども、多分 15JA-rごらう

と思ひ ます。第 10回目は 3 機で水平爆撃でありま

しにが投下抑数は 7伺で走亦 15砥と推定 して居り

ます 0-- 第 11 1豆lは重爆の 5 機編隊で水平爆 撃であり

まし＿こが、投下 ｾ Ａ￬ｬｪ 設は Ｕ 殻で 、 ＵＰ 砥と 記 録して居

ります。第 12回も重爆の 5機編除で、71<子で l 護

落しTこ切りでごさ「いまし? こが、走は 100 砥と推定

しにのであります。共の図面を見て戴〈色分ると

思ひますが、投下爆弾の政は悶上氏現れて居るの

は40設で岡 上を外れて、池 の上の方に i容も仁左想

像されますのが Ｓ 設でご ｾい ますから 線数 ＴＳ 殻ま

で私共の方で は分って居ります。附近のバラック

l乞開が中つ? こか中らなかっ? こかと去よ、こ主で大分

私共の方で問題にな りまし? こが、何分説家位置か

らはっきり見ることが出来ませんでしfこので色々

の意見が続出しまして検討して見Tこのであります

が、151;局あれは不明と云」、事 l乞な りましにので、

私 共の方ではさ う云ふ風K 取扱って居 ります。

大櫨位置の jJll J 1 ) 方に付てはさう云ふ風な} 伏況で

やっ? このでありまして、三次に開孔の調脊でとき' い

ますが、是は各弾孔lて付ーで は一々共の倍並 l乞深さ

或は爆破* 径の計 り得るも のは之を計 七 勿 論 カ

メラも併mしてiim夜の阿茶る Tごり正確なることを

] 到し? このでありますが、三千地陀硲下いTこしましに

爆 弾の痕 は御承知のやうに、一般的 l亡漏斗欣lてな

って居りまして、 rlJ 心部が最 も深 〈なって居りま

す。共の時特た感じ? こ のでありますが、中央部に

501担乃至 1米 位の白〈淡を撒いにやうな闘形のも

のがあ りまして、断 ｦ Ｖｩ ‘の屑の法りから ＲｾＴＪＱ ＺｶＺの

所が、爆薬焦げ と'.I
J しますか、黒 〈な って屑りま

す。爆 ｾ及破 片 の影響は非 常 に 顕 著な ものがごさ「

いまして、 供試建物や防弾壁 とか防 ｾ壕な ど ｉＧｃｾ 討

する影響に付ては十分他の附! 臨郁市で御調採にな

って居る事でとき「いますから、此鹿では共他の地

物即ち 樹木 とか捉防 k 玉三つにや うなものに針する

影響 ｋ 付て私共 の気 付い＿こ鈷 Ｑｾ (rj 拾って巾上げま

す し 翻祭場所から ー苓近い所に於て 、第 11 問の

50居間K 依るものと想像しますが、周 囲15米関内

の尉木は全 〈ーの生色もなしと云ふ程度ーに徹底的

に破壊されて居ります。共の| 司上に禁Vi線で以て爆

ｬ￦ｾ 三倍ｻｴ＾ ｩｬｲＺ いて居りますが、それが非常陀 ｬ リ ｪ 瞭に

現はれて居ります。同じく 11 回目の50屯爆弾が川

岸の佳から 9 米ばかり航れに所 lて議ち ?このが ごさ「

いますが、共の! 主lて生へて居る直径4寸5分位の松

の鮒が完全に折られて居ります。赴は; [ ; 1 、共の方で

は破j f の影響! として居ります。叉走は皆様もお筑

附になっ? こら うと思ひますが、堤防の直下約 3 米

程手前 の 所 ｬ 亡泌 ちに のが とｾいます。走は ｈ 佐 Ｘ 呑

Ｊ［ｾ で栗 石を純 りまして、簡 ＴＡＮＱＧｃ 砂止をやっ＿こと云

i 、j是防でごさ' いますが、共の針金がやられまして

内部の栗石が崩壊 して居るのであります。爆鹿の

影響左記録されてゐます。此の堤防は幅 1米高さ

ー米 位の ものでごさ' いますが、裏側の方には何等

の損傷も認められなかっ? このでありまして、耐 弾

的には ｾｭ う 云ょ 、風な繍遣 が 非常に有数でなかもう

か と云」、一つの例になる謹であまりす。 ;;j，くに 12回

目の ＱＰＰ 砥弾 ｬ 亡 依りまして 、 ＷｾＸ 米 離れ＿二位 Ｒ 乃 至

3 位 の樹が外方に向って一両に傾斜して居ります

それは"nかK 爆座の影響と考へるのであります。

斯う云ふ風な調奈結果を 集約しまして、大器共

のやうなことになって居ります。 即ち爆弾の大 き

さ及漏 ＭＧ ｬ 孔の直径並深さ ｵ 暴Ｏ￟ｾ径と 云 ｩ 、やうなも

の〉関係を見ますと 、 15砥陣で、孔の大 さ き が

ＲｾＳ 米、深さ Ｑ Ｐ ｾ ＵＰ 掘 、 爆鹿直径が ＶｾＸ 米主推測

され 、 ＵＰ 砥爆弾で、孔の直径 が ＳｾＵ 米 、 深さ ＳＰ 随

乃至 1米、爆EE笹 15米と推測されます。 100砥爆

弾にイ;]' ては もう _ -度行って調べて見・ょ う左思って

居りますが、- l在の郡j脊の上てずは孔の直径が 4 米

深さ ＶＰ 揮 で 、 協 ｾＱ 笠は Ｑ Ｖ 米主 云 五、こＯ［Ｚ !モなって居
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ります。 走で見ます し 100 砥弾の放果が案外ノj、

さいと A} . 、風に忠はれるのでありますが、笠i授の

被 害i伏況は机 i;t大 き し 附 近の例へば 60 椀離れ

?二倍 9 寸の; 僚が完全 lと引きちぎられて居り 、叉赴

は1波J 「で やら れに ものと思ひますが、 3 米1，2-. 離(，

て居る 8寸・偲の松がf ド分野[ ぬ切られて 、ちょっと

f頃い て居ります。向叉 15米位離れTこ芭位2 - 3寸の

松の校が折れて居ります。是も破)iーでやられにも

の と思うて居りますが、共の猛威は十分偲よくこと

が州予1<i 1このであります。

現 場の地擦は碕であり まてし、 大きな玉石、砂

利、砂と云』、やうなものをr混合しにもので、1'1な

る砂地とか土地へ説ち? こ例が杢 〈ごぎいませ んの

で、比較する 認には いきませんが、破壊三iご径或は

浸徹度の案外ノj 、きいと 云ふ耕か ら見まして、斯う

し? こ地慌が耐弾的に可なり 優秀なも のであると云

ふこ主 は|りj かである と思ひます。丁E広芝

しまし て、大玉石の直」上二I- C亡命中し ?仁こ のが l円5砥5弾箪の

中κ 見受けら れまし? 仁こが、石は勿論大破しま しで

も共の重 力に依る 浸徹度 と云つにやうなもの は殆

ど な い 10糎位であっ? こ主恩ひます。

もう 一つ 15kgの爆弾の 中でも不登j撃がありまして

是は重 力浸徹の非常K 好い例になって居 りますが

牛径45拠 、深さ 50樋位で止って居ります。是等の

黙から見ますと 、投下時は恐らく全部瞬 殻信 管で

あっ? こと私共は思う て居 りますが、地 商lてWHする

破壊力 は割合ノj 、さうごさ' いますり f ども 、地上! と

在る H暴露され? こ木遣家屋 とか樹木l乞主j する 被害は

相' 品・大 きかっ ?こ ゃ うで あります。是等は何れ他1ft

腕 l亡於ても詳細に調子主なさつ? こことでありませう

から、その方K 譲ると致しますが、要す るI亡話'¥1戸

市の捨蛍い? こし ましに調ヨ主要 目は、 それ自身とし

ての償値よりも、寧ろ他の調主主部門即ち各種の被

害拡況にま討する基本的の資本! を輿へると云ょ、黙で

重要性伝持って居 るので なからうと思ひます。共

の意味J亡於 きまして、出来 るTごけ忠、質l乞孔 を拾ひ

まして iU1憧; 製闘 して御参考に呈 しようとし? こ謡で

ありますか、唯弾孔調査に於て投下爆弾の浸f批 准

爆 ｩ 波 力と云ふものに就で共の作用 の一分野を ｾｪ 霊験

K 基いて記録いにし T二次第であります。

私共の方では今の所大韓此の桂皮で後程取組め

て報告書を作らうと思うて居ります。 是で終るこ
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とに致します。

イテ譲 一一ど うも千 Ｑ Ｇ ［ｾｬｴ うごさＧいまし＿こ。 ｩＡｩｬ ｬｬ 戸市 の

方の御捨 ｲｾ［ になりましに ＵＱＱ 孔の調 ＳＴＲ と云ょ、事は非

常 lて純回がF代 、 質 際御調布広告; つて は随分御囚

/.41があっ? こ事と思ふのでありますが、非常に精桁

なlill; 11耐を作って戴きまして 、拘に有縦うれじます。

大 崎一- ir，Jほ爆弾の大いさ: 並に泌下順位l亡就て

は初l乞rJ I しましにやうに飽までも推定でごさ' いま

すから ' 共の拙十分間l検 討下さいまして、 御批判

を掛けますれば幸にイF じます。

伊藤一一一向ほ今お話のありまし ?こ中で、;仮王1: の

バラックが視ｾ｜ｾｾから蔭になって見えなかっ ｦ この

で、 それにまJする弾着があっ?こか どうカづ|三常K 御

疑l I i J のやうでごぎいますが、走はノj 、合 5 んからで

もお話して戴けば、iJ itl l
戸市 の方も非常lてJJ)J から れ

るに らうと忠ひます。バラックが見えなかっ? この

で、 それに部が中つ? こか中らなかっ? こかを色々議

論があっ ? こじ云ふお話でありますが、IJ 、合さ んは

こち らから御5習になって、はっきり見えにと干( . じ

ます。

小合一一弾は合計 51 護?ごつにのですが 、 共の

中 1;護持って蹄り まし Tこか ら50設に なる のであ り

まして、不登硝 l 夜 、有主主49m- t と云ふ ことになっ

て居ります。

イテ蔵 一ー さう致しますし ｾ ｬｾ の 敢 に 於て大分聞

きがありますが・ ・..，

小合一一私共の方では 50設投下 をやっ? こ認であ

ります。大器同じ附近I'L l * ちにゃうでも赴が 2 殻

か 3設か中IJWTに苦むのが相21・あり ますから 、確信

を以て 中上げられない謹であります。

伊藤一一 一蒋仕舞に: 為ちましにのは・

小 合一一 最初の ｬ 設は之に ｾｉ Ｎ ｉ つ＿こらしい。

伊 藤一一手前 にあるのは "

小合一一ー此の木造家屋に 2 張 中つに のでありま

す。 1殻目か何設 問か2護之 l乞命中し 1=。此のパラ

ックl亡最初に 中って孔が努い Tこから I別| 涯です。そ

れから此底に孔が掘れて、爆風で屋根が飛んに、

これは各 2 登 命中して居ります。

大崎一一私共の 方で はパラック は之を 引繰返し

て見まし? こりれども 、こ ちら のやうに普通の欣態

の51i 痕と 云ふものはあり. ませんでし? こ。

小合 一一あれは屋根に中つに。瞭設でやっ? この



で柏、干しが大き いです。

外 山 ー一一一呑最初のは原拠へ r! - l って 、黒〈なり

まし? こ。

大 崎一 ー さ う 致 し ま す れ そ れに迫力Hい? こさな

ければなりませぬ。

小 合一一是は何慮から 1-1
1
11: /;>J: fI らぬが、 2 護目

で中 つ?こ。

外 山 一一元JEは殆ど椋の近 < Ｑ 亡 ｾ ｉ Ｍｬ つ ｔ こ 。

小 合一一 r!-Iらなければ、爆 風でi刊lれる のであり

ます。

外 山一一一呑最初J のは木造瓦茸 l乞rl ，1つにらう 、

山の蔭になりまし? こがね。

伊 藤一一あれは池K 訟がち? こ のがあっ? こと 言 ひま

すね。

小 合一一一池に:泌ち ?こ ら7Kが脱りますよ。

玉 置一一 水 は上りませ んから 、地の側 l亡一存 初

は落ちてゐますね。

大 崎一一視察所 から J て流の方(吃洛ち に やうに 思

ひ まし Tこ。

玉置一一要するに初のは 2 護泌ちまし? こがね 、

Ｒ 護ともズツと上からやられまして 、 Ｗｋ の ｾ Ａ ｬ へは

議ちて居りませんげれども、池の近 <rごつに ら う

k 足、ひ ます 。

小 合ー一 -7KVC落ち? こらズ ツと7Kが眠りますから

明瞭に見えます。

大 崎一一 明日でも 、 もう 一週捜して見ようと 思

って居ります。兎 !z:: iIj 共 の 日の ヰ1I Z::調子Fし絡らな

い正、 一般im究者が rll へ入って行〈と 、lJ)J) iが奈さ

れてしまひます。時の破j-iーを持って腕る人もあれ

ば、 lドl乞は1:J<. を抄ふて蹄る 人も ありますし 、跡が

滅茶苦茶i亡なってしまひます。併しさう云ふ 山の

手ならもう 一週行つでも分 るTごらうと思ひま す か

ら、明日行って調べて見ます。一全部で何珪l亡な

って居りますか、50設ですね 、不設を入れて・・

伊 藤一一 l 設は泌さ す' VC持って蹄られに のです

大崎 一 ＭＵｾｴ の 種別はど んなも のでごさＧいませ う

か、私 共の方で は 100庖 が 1 ;設で、50Itt が5夜、 そ

れ以外は15砥と思うて居りま す が

小 合一 一15砥40張 、50砥 6 設 、 100 砥が 5 登の

中 4 護しか孫さなかっ? この です。

大 崎 ー 私 共の推定と可なり喰i立が ある 課 です

ね。

伊藤一一若し /; ¥来ま し? こら、小合さんの方から

飛行除の方でも爆弾を浴 して行つ? こ )1民'位と共の祁

類をお問合せ｀ ｾへますし 調 べる のに非常に工合

が宜いと 忠ひますがー ・・

小合一ーさ うですな ア一一一あれは調べに来て居

つ? こから・・_ .

大崎一一 100砥は一番最後に l殻1': け、即ち12回

目の編隊の先頭の ものが l護泌 し?このが 100厄Tごと

思ひます。

小合一一先頭はやらない 、ダイヴ イングをやつ

にやっ1::. ' けです一一 一帯終りに泌し? こね 、100砥

はー .1ごから編除で来?こ時l亡3 褒 しか泌 して居ら

ない。

伊藤ーーー第 l 聞の編除の時vc 3登mして居る謀

です。

大崎ー一一躍がj kは私共の方で山のJ てから見て弾

の泌ちに瞬間に記銘し ?こ のであ りますが、共の記

銘 IC 掛って居つ? こ 2 人の数字が、第 11181目のは合

致して居るのであります。

伊藤一一あれ は5機浜して 100庖が混って居 りま

しに ね。

小合一ーさうです、混って居る。

外山一一一あれは 100 砥は能 〈見えまし? こけれど

も、 50砥は飴り見えなかっ?こかも知れ ませぬ.

1  00lti; 1': けは機甜から削れて泌ちて行 〈のも !りj瞭

l亡見えましに。

大崎 一 Ｍ ｾ ｴ の泌 され＿こ順伎と爆弾 の 大きさとを

計し ￭ｦｦｩｬｬ ［Ｈｊ，｜ 押 ｾ ｬ ｨ ｕｬ へるも の でし＿こら 、 お 問 合せ戴いて

お知らせ下さいますと 、大経紡挑Tごと忠 ひます。

伊藤一一一それに依ってチ ェッ クして戴〈とはっ

きりしますね。

大崎一ー ー私共の方では素人判断で、被害程度の

i長大のもを 100砥、 共の次の大 きさのものを50庖

破壊蹴況のｾ立も Ｏ ｊ 、さいのを ＱＵ むと云ふ風花見てや

って居つに詩です。

外山 一一貫ｼ 際 あ の ｽＺｬＡ ｬｊ ｉ ｾ では椀 測 は な つ かしし、 で

せ うね。

伊 藤一一あれはやはり技術員を三方の山に分け

て配置しなげれば、 ちょっと無理ですね 、急; ( C彼

院へ鑓つ? こから殆ど4三分見えなかっ?こですなア。

大崎一一結局牛分はIlIJ i主ひないに らうと思ひま

すがあとは推定です。

7  "  



小合一ー まあがl勤 馬民で撮っ ?こ のがあ りますか

ら、 ぞれが/ 1' ，来まし?こら、見 て戴りば、はっ きり

して米る だ らうと思ひます。それは順次 lて撮って

居 りま すから 。

伊藤一一結局弾痕がi張り はっきりしなし 、から 、

色々 爪動幻毘を見?こ り何かしてチェックしないと

なかなか商問ですね。

大 崎一ー さ う 云ふ必要があら うと思ひます。今

日はさ う云ふ下打合せの令介と思うて問りましに

伊藤一一向今お話の徐のi針のやられにのは、 こ

いつへ一新l亡入れて置いてJ ' U、方7)¥宜いと jt ひま

す 。 あれは 他 の調不 ｮｾｦ では調べてない ｔ ご ら う ど 思

ふの であ ります。

大 崎 一一そ れも思び まし?こ のです。 私共 ヨ〉方は

何しろ 40授の部の痕を 2 時11¥1桂で拾 うて ill つにの

で、殆ど安':' .1.1で 、大縫忙し かつ にも ので あ りま す

か ら、他の被害拡況は分らす忙 過 してしま っfこの

であ ります。

伊藤一 一一番えらい仕事 をやって裁きまして 、

お気の毒であ りま しに。

大崎 一一 明日 行つ でもま ｴ ｾ 分る ｔ ご ら うと思 ひ ま

すから 、 もう一度行って 11' ，来る Tごり拾ふて 、 それ

へ入れて修正して置 〈こと に致し度いと思ひま

す。

伊 藤一一ー それでは開孔の方は是位で止め まして

次に木造家屋の調夜に付 て、是は大阪府 と兵}i]1)際

と合同 でおや りにな って戴い? こ のですが、 どなに

か一つお願ひ致 します。

川勝一 一簡 j' ji j t C御報告さ して戴き ます。その前

lモ供試家屋の中、煉瓦遣を除 きまして木4i l i 5 戸k

f i し私 共の方で勝手lて符放を 附けまし?こ ので、此

ｊ ，ｾ ｾ で 巾上 げておきます。ゴ ルフ場 の 方から行って

一番手前 の瓦茸を l班、速 いのを2披、最 も近い方

のパラ ックを 3披、寵 ，1.1の板茸のパ ラックを4班、

一呑速いパラ ッ クを 5 披 とし まし?こ か ら左様御承

知 を願ひます。 さうして初め打合せの時lモ申上 げ

し?こや うに調交班は五五の第 l 披 Uf; Z競に各5班

を置 き3 腕 4競 5 競の各戸に 1: r 涯宛置 きまして、

村局 13班.になって居 り、 調捺員の数は1象定では綿

数30人で し?こが、都 合で33人 l乞なっ て居 りま す此

の，1:1 9人が 兵庫腕残徐が大阪府から の調抗員であ

りまして、 筒下各i賢から報告を1[;(. 縮めrl : t であ りま
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すが、今迄 l乞集つ?こ範 !¥t lで大砲の御報告をし よう

t 思ひます。 1，'，11まtrc 1  ｾ白の 一 番手前の ｊ ｌ ＳＧＩ［ の 報［片

は大|波 J(f 阿川抜仰にお日罰金し、ド，J じく un ｾｾの窓

及宗 l川町作所付て兵J i HJI 係の7庁技r : ili から続L、て御‘以

イ!?を了間」、ヰH乞打合せて居りますので、残りまし? こ

Ｒ 脱 、 Ｓ 脱 、 Ｔ 話 、 Ｕ ｾ 慌に付て私から ｬｒｩ 甘させて抜き

ます。

Ｒ 乱ｾ e  rll しますのは 、1j 士官官 rl l しましにやう lて、

_.  Ｎ 得 ｩ ［Ｑｩい池のｾＡｬ ｬ の瓦訴 の 家でごさＧいますが、待 ｪｊｾ ＧＺ￭Ｚ

のや うに倒民し? このであり ます。倒右足方向 l立大韓

南西とえふことになって居りまして、恭1箆が故大

京ZJ 5寸-1ft 西の方 l乞寄って居りまして、屋根は大韓

元の位世より凶方 ｉ｣ ｬｬ 尺位 ｾｩ￰ Ｚ つ ｦ こ 所Ａ と落ちて居り

ます。此の倒壊がどうふ) 1 国序で倒壊して行つ ?こか

と云ふことは 、私共の方から見えなかっ ?こので、

よ 〈分らぬの であ りま すが、倒壊し てし まつ に跡

ぞ見?こ所 lて依 ります と、蹄は命中してゐない ので

ない か と云よ、風K 推 定 して居ります。 つ まり附近

に落ち に聞の爆 風で倒れ?こ様 です是も明日も う一

編行 かれ るや うですから 、 よく 見て戴 き?こい と思

ひますが、屋根なんかの落ちてる 航 況を見 ます と

開が貫通し にや うな跡は今の底見附かつて居 りま

せんし各瓦φ立立ぴは割合K 整然と して居 りま すの

で単純K 爆風で倒壊し に もの と考へて居 りま す。

3 競 のバラ ックは北京の陥桂より約 2 米 位の所

へ聞が滞ちて居りますので、共 の柱が蹄片 の貫通

の?こめ 肝I 損し、貸重の一部が破損し に程 度で霊物

ｾ ｛ ､ Ａ 組 の 傾 斜 は 全然 無 か つ ＿ こ 様 です。

r. ll 央・のパラ ック4 披は、御存じ のや うに倒壊 と

r! l しましでも 、東側の監が倒:賎 しま し?こが他の銃

fl 萱は大部分残 りまして、屋根が全部監績の 中へ直

下 に落ちて居ると云よ、AA態で、2Eは恐 ら くr. 1: t へ爆

弾が入つに ら うと 私達 も想像して居るのであ りま

す。 外肢が全郊外へ向 って傾斜 しで活 りまして 、

外へ傾斜 して居るも のですから 、自然屋棋が其の

ｬ 翼 ｲＮｬ ｬ へ 落込んで居ると云 ふ や う な ｬｔｾ になっ て 居り

ます。

5 枕 の方は主髄構造l亡は大 し?こ被害はな くて 、

破片による 被害は殆 ど無数 と云つでも 良い位 あ り

ます、rl.l l' Lは石}-，-が飛ん?ごと 考へ られ るもの も相

常あります、先づ大韓 こんな程度でありま す。

結論的K 私 の今回の笠股 よ り得?こ感想、を中上げ



ますと、始め; { J . . 共が後想、し計 繋致して民りまし ?こ

爆;曜の被害稜度が爆撃後の'l' M況と比較 して非常な

ｾｦｬ￬ 立があっ＿こ の であります。つまり私共は爆風 或

は姉j - ji とよる被害を 今か ら巧へま す と非常に大き

〈見積って居つにので あ り ま す 。 そ の? こめに都

l 競第 2 競家. 屋の如きは可成り の 人員を配置し fこ

の ですが結果として は その必 要 がｦＮ Ｑｾ かつに棋で 、 す

e Aょ、事は結局爆弾の木造建物I'C及ぼす 災害 と云

ふものは非常にノj 、さい、想像以上であると 云ふ感

じをう V1 1このであります。

岡田一一只今のお話の木造弟 l 競家屋に付きま

して簡' ，j' l ( て御報告- を Ft 上 げます。御報告の純て の

材 料がま Ｑ ｾＧ 揃って居りませぬ の で 、 完全には 巾 Ｑ Ｍ Ｎ

げられませんが、大器建物の大きさは1I日口33尺 l亡

奥行27尺南向 の千家建瓦王，j: の建物でありまして 、

東側 と南側が 1f ，r J @り下2誌になって居ります。 耳元

きは椋で約 15)そ、軒高 11 尺、下家部分は約 8 ) ミであ

ります。ゴ二章 、桂. 桁等は杉押角 3 寸 5 分、梁は末

口 Ｕ 寸 絵丸太 ＮＺｴＧ ｦｾ って手 ｮ 小 照 とし、艦、筋 ［ 立 、 ｩ 車

貫はありますがn日柱は入って居りませぬ。そして

主な柱は短柄入れですが大低の箇所は突付り 4 吋

釘打叉は鑓止め の組 〈粗雑な建て方であります。

それに木舞を強いて荒壁仕J.. げ と し 控の厚さは

約 l 寸で外部窓下約 3 尺は下見仮を張つでありま

して、 板の厚さはJ F . 4 分 、幅 4 寸 5 分で 5 分Tごけ

羽車ねになって居れそれを河原の石塊を や 〉ヱji

坦にい? こしましにJ 二に廷 でにも のであります。

大積さ う・云 よ、風 Tよ構浩であ b 与して 、共ω被守

の ｾ長 況は 、 命 ｉ Ｍ ｉｊ 柿もごさＧいません の で、軸 ＱＵ 日は何

等境化を認められませんでしに。 壁世に bききまし

では非常に搾 山な開の破片が rl lって居 りまして 、

ー1番 多 〈ヰ1って居りますのは*il1lJ の方であります

が、共の正確な報告はま 1: 手許l亡汁1て居りません

げれども 、約50出i所あつにと 記憶して居ります。

ぞれから入 口のあっ? こ南側は 17例所西側の方は 19

桐所北側 の方は是 もま 1: 報背 を得て居りません の

で、正 確 には ｲｾ 上げられませ ぬが 、 割合 ｉｌ 教 が 少

<  ＱＰ 筒 ｆｦｲｦ 立と思って居ります 。 ｾｭｊ 干は殆ど全 部 貫

通して居ります。 1語り 大 きな孔はありませんけれ

ども、 共の貫通して居る 事は先程の人馬殺傷用の

聞であっ fことのお話で、成程 と釘! かれますし 、叉

爆風に依つて の被 害がi訟り認めら れないと去よ、こ

とも了解し得1: のであります。我々 の最初考へて

居りまし? こ のは、非常広大急; ぎで建てまし Tこ建物

であり 、位 もゴド常l乞ぞんさe いな仕上でごゴいます

から 、 設 なん かヲ ｉ ｾ んでしまふ ＿ ごらうと思 うて 居 り

まし? こ底が、共 の貼大分irt; って居りまし ?こので、

多少疑問を有って居つにのであります。部片の大

部分が壁ｾ貫通すると 云 ふことを会 ＱＱ りまして 大層

よい参考 lてなつにと思って居ります。叉屋根に於

きましては 、北側の方K 瓦 4 枚付: の大 きさ の孔が

ありまして 、是が何で出来fこかと 云ふことは、 そ

れ を調読 し? こ受持の人色はっきり分らなかっ? この

でありますが、rll の方を調べましでも 、別に大 き

な姉JI もな L 、。 /J、さ な抑)， はありますが、共ω弾

)'，で出来fこ孔とはちょっと考へられない。孔の大

きさ か ら見まして何か石でも飛ん1: のでないかと

思ひますが、共の石も中には殻見する こk がI-IJ，来

なか っ7ごと 云」、河ーであります。併し御承知の通 り

彼鹿の土問は石塊の土問でありますから 、官つTこ

:f i塊が土問へ縛って行つ ?このか も知れませんし、

或は うまい工合l亡窓から耽け ?この でないか k 云よ、

やうなことも話して居りまし ?こ。

大趨軸部、壁盟、屋根の部分に付きましての被

符えた況を簡単に申上 げT二次第で ありますが 、あと

の窓及省内閥係の こe l ' L 付きましでは背技師の方

から御報 告 を ｾｄＧ ｩ ひ＿こい と思 ひます 。

菅一一それでは同じ< 1披家屋の窓の調主主 主袋

内作挫所のことを簡単K 御報告申上げます。

先つ' 窓に付て可干上げまと 、窓は御斑になって御

承知と 思ひますが、 1  tJ売家屋の入口は大鑑南少し

J R: I ' L ・振っ? こ方向になって居つに と思ひますが、出

入口 の外 K 窓が 2 箇所、共の左右の横 側 に 同 じ

<  2 筒所、装側も 2 但i所、合計窓が 8 筒所 でHi 入

口が 1ai所 あっ? 二課ーであります。

それで調子主報告と致しましでは 、前の 日に賓測

をしまして、お毘も撮り 、叉後から可な り綿密に

質測しまして 、共の被害を全怖に付て検 討 し?こ詩

であります。f i ' ，Hま*01かい数字も l:flし、製固なん か

もし居りますが、今此鹿で皆様に御. T 2 1 ' L 入れる程

深山な部教が あ h ませんから 、之 を御党に 入れる

ことはむつかしいのでありますが 9 概略の結果を

纏 めて市上げますと、硝子別に Ｍ ｾ統計的なもの

を取って見? このでありますが、御承知のやうに、

9  11 



硝子には何も工作を施してない普通の硝子を 入れ

7こもの し セ ロファンを張って有n強しにもの或は

日本紙を張って補強しにも の及び網入硝子の 4部

類ありますし、又窓の装側"L !leとか襖のやうなも

のを打附けて保護 し? こものと 、全然何も してな い

も のと分 れ て居る需であります。 ｾｪ Ｎ，Ｚ の各 Ｑｩ 白 子を＿結

果に於て完全に成つにものと抱裂を生じ? こものJ 、

叉落下しにものと( それは窓全瞳が外れて落ちに

ものと硝子? ごり がltf ちて原形を保って居るもの と

を一緒にしにのですが〉完全に砕つ散つにもの 、

即 ち破砕し? こもの 、此の 4 fl1 f 類に分りて見? こので

あ ります。市 して結局人命を傷りる ー蒋危険なも

のは破砕である主云ふ考の下に、 1政fif; 率と云ふも

のを取って見? このでありますが、 さうしますと 、

普通硝子の背後に保護のあるものは 32 ・5% の破

砕著ｾｾ有って居り 、 背後に何も施してないものは

50μ の破砕率を有って居ります。 53くにセロファン

張で背後l亡保護のあ るものは20% の破砕率で、何

も保護のないものは 66 ・7 J'oの破砕率を有って居

り、又日本紙を張つ ?こ ものは、全部背後l亡保護の

あるものばかりでありますが¥ 25 ・2 % の破砕率

であれ更に網入硝子は全部保護があっ ? このであ

ちますが、ゴJ!こは全然政砕しませぬ 、llju姉痕が徹っ

て、 ぞれに依って共の附近が組裂が入つにと云よ、

程度になって居ります。1 nj l ま全髄としまして 、保

設のあるものと保護のないものとの差は非常，c 顕

著でありまして、背後! と保護のあるものは全閣を

通 じて 28 ・6μ で、保護の ないも のは61・3% e 云

ふ破砕峯K なって居ります。之を要約して見ます

と、 之には私1rli l人の判臨Ir が大分加って居る のであ

りまして、多少大路lζ 思ひますが 、結論をけl 上げ

ます し 硝子の彼陣! 防止には、全! 出を? 通じて網入

硝子が一帯理想的であり 、共の: : } ，くは日本紙を張つ

に もの 、ヨたはセロファン張と云ふ11国)='cでな いかと

私は認め? 二次第であります。叉装側 l乙{米穫を設り

に ものは非常に有炊であり 、 就 ｬ ド ＡｦｬｾＷｊｻＭＭ 呑宜かつ

にやう K 思ひます。勿論方向 IC依っ て多少爆風の

鹿 力 も注ひます し、 是は官会 b籾断な;汚へ方かも ?:11

れ ませぬが、雨戸はふっ飛ん?ごものが大分ありま

し?こが、盤は釘が外れに程度で残って居ると云ふ

誇でありまして、 ゐ〉云」、日iブJ のある投を甚:1'1:張

ると云ょ、こ t は可なり有放でないかと私は巧へて

"  1 0  

居るやうな誌であります。叉視には弾nか11}{}- ，か

ちょっと ，分らないのでありますが、何しろ大きな

孔 が穿いて何か 過つ Ｗ こ ｾｬｩ がありまナげれども 、 網

入硝子を入れTこ窓のj珂でありまして、 1ij'j 子の7;:I Jれ

に粉なんかがそこら κ 止って居 るやうな形跡があ

りましに。あ〉云』、場合装 l亡保護しであれば相岱

干i 款でないかと想像しにのでありますο

ダくiと爆風l乙依る 硝子破片のヲ111散i伏況で あ ります

が、 あれは何護かの爆115の落ち ?こ結果を綜合して

見? こ誇で、はっ きりし7こ答はlれない のであります

が、装側 l亡保護のあるものは別として大韓窓の雨

1!!1J It: m' 子の{vJOi -が務ちて居るやうな航態でありま

して、a克も共の距維は雨側の凡そ l 米内外の11111t:

限られて居つにやうに見受り? このであります。肉

ＱＱＱｾ で見える程 ｕＩ ｬ 淡 ｊｉ は飴り速くへ は飛 んで居りま

せぬ。次 ｬ 亡壊れ＿こ Ｑｩｪｾ ｪ 子の破片の大きさは 、 日本紙

を張つ? こ場合は非常! と粘り強〈 、書IJ れでもひっ若

いて居ると云」、やうな i伏態でありま して、 大 きな

破 ｊ￮Ｍｾ 有って居ります。セロファン張と普通硝子

の差は もっと見分り9 ' .ql ' かつに のであ りますが、二

、三の例から見まして 、多少セロファン張の方が

数県があっ? このでないかと思ひます。イ) f : し共の差

は 比較 的少いや うであります。向 ｬ ま ｱ Ｎ ｾ 陀西 側の窓

で附子が落ちて居るのに 、 日本紙 を張つ? こ附子は

や ｬ れす Ｇｉ ｌｾ ｾ の ｦＮ ｾｲ 落 ちてゐ＿こと云ょ、やうな ｩ 伏 態であ

りまして、 日本紙 を張つ にも のは非常に冶・放であ

ると云ふ ことを注目しに やうな弐215であ ります。

向ほあの1 ' r般の特殊事項に属することでありま

すが、パテで. J l ・めであつにものはパテが十分間っ

て居りませぬで、柔軟性があっ 7こ|銅係か 、石13子が

外れかけになり乍ら制れ今1Z:: 1とって居つにと云ふ

やうな例もありまして 、貰際 I' C [ 邸周出来るかどう

か知りませぬが 、 何かの参ｾぎになるのでな い か と

想像しにのであります。例へばゴム のパ ッキング

を技んで ［Ｑｩｪｾ 子を止める主云ふやうなことですが 。

それから釘で止めでありましにが、釘11- : は一番

冊子が割れ易〈 、 日本紙会張つ? こ附子でも主J の所

で害IJ れて居ると云五、例がありまして 、釘で止める

こ とは一番惑 い と云ふｽＡｬｬ｜Ｎ ｾ｣ 考へて居ります。

大韓さう云ふやうな結論であります。

伊藤一一 どうも荷主任うごぎいましに。

菅 一一向ほ走はホンの宜験 月1 f t : 過ぎないのであ



ちますが、1.1"へ作りまし? こ防護用の待出' 設備の結

果を簡単 l亡申上げますと 、 あれも御3をになって御

承 知 と思ひますから 、制かい黙は1"ill !l h 、? こします

が東北部 ω 外壁を利刑して梨 ｪ 、行 の ｾ ｉｬ へ 石塊を入れ

てそれを 10筒積重ねて壁を作1 ) ¥ ｊ ｉ ご の上側主 ｾｧＮＯＺ

5 枚を累ね合して誼って置い? 二課でありますが、

共の結果を?見 ま ず し 質 は 質験 して得? こと 言ふ程

に至らぬ のであ りますが、何等; 爆風の;影響も感じ

て居らなげれば、あの梨子摘に中つ? こgl 'j l痕さへも

一 つもないと云ふ ｈ 犬態で、日佐 ｲｾＧ 外 ｾｾＩｌ 全部で Ｓ 但 ｩ

の弾痕がありまして、 1簡は貫通して居りましに

が、 それも /J 、さな弾痕であつにのみなら争、更に

梨 箱ω向」、( nIJ の方K I'j .l つに痕跡がなかっ? このであ

ります。さう云 i 、7状態でありまして、所期の費磁

の目的は達しなかっ? このでありますが、強 ひて結

論を::， H1すとすれば、外壁を利用するやうな作品11所

は危険でーある主去っ ｦ こ やうなことがｾｊｊｩｊｻ言へるの

でないか主思うて居ります。

伊 藤ァー有難うごさ' いまし? こ。今のお話" の rll

で 2披木透家屋の倒壊j伏況が観察所 の方から見え

なかっにゃうでありますが、走は大11瓦市役所の者

が誰か l 人甲r J 11亡上つつ居つ 7ごと云ム話でありま

して、ｾｊｬ山から は よ〈見えにらうと思ひますから

それにー肱どう云ふ風な欣況で倒壊し fこかを聴き

合せに上でお安11 らせ し? こいと思ひます。

それから l 競家屋の北側の l翼rドの1ii'i 子戸が 1枚

質 験 前l亡許肋イ四っ て壊れて居つに。是は1法り調奈

lて影響はないかも会11れませんが、序 lと御報告して

置きます。

それで は次に煉瓦家屋の調読 と附子のWJ Wであ

りますが、石i).子の方はさう大し? こ影響が現れませ

ぬでしにし、向 lま/J 、合参訟殴のお話で は、最近に

もう ー 編 ＱＱ ｊｩ 鹿で、爆薬 ｾｴ Ｉ， 、て硝子 ｬ て ￮ ｦ する 試験を

して戴〈やうに承りましにので共の結果もう少し

はっ きりしにものがl刊るにらうと思ひまナ。附子

の方は簡単? ごら うk 思 ひますげれども、被待以況

の御報告をお聞ひ致します。

浅 野一一そ れで は煉瓦家屋の被害調脊の概略を

巾」てげます。資料が漸〈昨晩集つにやうな詩で、

資料の全部が充分調子主整哩出来て居りませぬから

或は後で多少修正するや うなこと が起るかもタ';11れ

ませんが、共の結後めお含み置を願ひまナ。

投下爆開の rl -l煉 1 - [ 治安陪! ' C姥近して: 本 ち? このは

私達の班で山の上から見? こ所では 6 1m日から 10回

目迄のf 1.rJで あります。 ;!11! 1戸i [i の方がお調べになっ

?こ のでもやは り6 回目と 10同問が煉瓦逃の近 〈に

落ちにと云ふことでありまし?こが 、共の貼大組合

って居ります。共の ｩ Ｇ ｬｾ でも煉 瓦迭に被害を興へ ｔ こ

ものは、 10同 日の煉瓦遣にー呑緩近して溶ちに弾

でもあらうと考へます。それは私共の方で測つ fこ所

lてよ りま す と北側の来四の方向になって居ります

監 l百を引延して、5. 7m煉 瓦家 屋 か ら 西 方 に 離 れ

て訴もにことになって民りますが、 それ?ごりが主

な被害を興へて 、他のものはど被害を興へな かっ

? こものと思はれるのであります。此れは域瓦遣が

非常にマツシヴなものでありますから 、爆 風の被

容と云ふものは殆どないので 、主 lてi政Ji に依る被

告: でありますが、破 Jj ・の方から言ひますと . p! i 北の

角から JK西方向の壁n f J を引延して5 ・7米隔つTこ所

lL i存ち? 二時が主と して被告: を興へ? こと考へる ので

あります。此の時iは私共の方でも 15砥にらうと推

定い? こしま すがそれが、主 として被害を興へて、

共の他のは興へないと考へ? このは、西の方の壁高

は西北の隅のズツと下の方の地盤に接近し? こ:方が

非常に損んてー居りま して、共 の壁踊ｾ南の方 ｋ 辿

って行 < I' C 従って破片痕が到にズツと上って行き

南の角の所で非常に被害を興へ、此 の一番高い部

分で大きい被害を輿へて居ります。 それで之は弾

が 作 裂 しまし? 二時に 、 その周悶 lてリング献のエナ

ーヂー府とでも云ょ、様な居が 11¥夜、 共蕗の所へ特

lて破片が多 〈集中して 、 それがズツと. 1 : . へ向って

或傾斜を以てコ ーンj伏K 飛 ぴ、早〈接偶し? こ壁JI 'ii

では低い所を傷け 、爆強位置から少し距般の大き

〈なってゐる 壁商部分は接慣が遮れ? こ鴛に 、 その

騒が先I ' C11¥1ぴて来て高い所を傷げられてゐるそし

てｾ Ａｾの姿勢 も着弾 ｋ 際して鉛芭で はな 〈て多少東

北鉛直 ￯ｾ￭ 内で東北にイ ｴｦｩ いてゐ＿このに ら うと 考へま

す主設IlJ jがつ 〈からでありま す。

角の所の壊れ方を見ましでも 、やは り斜 l乞破片

が Ｑ ｦｾ て壊れにことが ｬ 切に認められ南 の 方には殆ど

被害はあ りませぬし、JKI ' Cもゴじにも別! と被害はあ

りません。J R : の方はズツ主高いガラス張の脅s分、

監商より 上 の部分 I' CI J、さいも のを三つ程見ましに

が、 それはやは り61m日の弾で、監f留の京北の角

から 20米ばかり離れ? こ所へ落ちに弾、之の影響で

1  t  11 



ないか 主思ひますが、併し斯 う云よ、のは取る K 足

らないものであります。〈註J 与の後の調奈か らWJ t

ると此の傷も第 10回目の弾の破片が内部から打も

抜い? こ と考へる方が至首である) さうして 10回目

の一番近接して落ち? こ爆弾t灯火って直線的( 1 ( tJ !IJ っ

て一番距離の近い出 入口 の左の方の扉が右の方の

扉より 比較的大きな底力を受け 、叉内側であるこ

主もあり 、1M伺Utt Ｑ こ破壊ｾ犬 態を見まず し上程の

厚い大きな二枚柄が竪紅花入って居 b共の部分の

断面が非常K 損o! >られ、非常に弱くなって居りま

すので、 そこで裂けて居ります。下側の方も木製

の レー ルがあって 、此の上を戸車がとるや うな式

になって居りまし? こので、 ぞれが直きに外れ、又

上主同様に断商が傷められてゐるのでやは り、枢

が裂けて居 ります。それから腰板も内側へ外れて

居ります。斯様な詩で此の戸は爆風j I [ { 火って内側

へ吹飛ばされ? こ。瞬間的( 1 ( ｾｊｬ へ爆風を字みまして

中から硝子が破壊されTこ。それで‘ 南の壁l商のー呑

来の方の窓は外側に竹製のシャツグ ーがあります

が、爆風が内側カ 3 ら硝子を倣って、直ぐ K 影響を

及ぼして外の方へ外れて居ります。叉共の直ぐ

隣のものはシャツタ ーが内側にありますが、 それ

を見ます色、シャ ツグーが内側の方へ外れて居り

ますが 、 そ れ は施工も非常ＨｉＨ ｾ｡ 雑でありまして￼Ｇｬ Ｇ

極 l分長さ 2寸5分位の釘が4本打つでありますが、

下側の方は間隔もあらく打つであっ て、 1--の方は

多少それより密 iとなって照りますが、それ等がノj、

さな木煉瓦でな〈木栓、之を煉瓦のrJ 1へ埋め込で

んある所lZ : 打込んであります。 二むもそれは打込ん

である積りでありますが、 それが一つも刺さって

居りませんで、外れて居ります。 一つ ＱｾＧ け Ｑ Ｍ の 方

のが刺さって居りますが、 それもズツ色紙の方

K 刺さつてのって、一向効いて居らな い。併し そ

れK しでも中 の座力が高かつ Tこら外れない告: であ

りますが、北iJ1IJの方iては別 lて障碍物があ りませ ぬ

ので、この方が時間の差は非常lて僅?ごと は思ひま

すが幾分南より時間的に述〈 壊 れ共の方へ眼力が

減じ fこので、 ホンの瞬間的ですが、内部の南の方

の壁面 l乞滑っ?こ方が座力が減じて外部から川され

?このでな いかと 思ひます。或は放出され? こと言つ

でも宜 い と思ひますが、 さう云ょ、風になって居り

まして、 それ程抵抗力がなく 、直ぐ制がれるやう
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なfIk!芯になって居? このであります。共の矯に外の

硝子ーもその! 際直ぐf哀れ? このでもあらとう 思ひます。

又同時に .11へ瓜を字ん1:.' 時に多少屋根治す上の方

へ起 上 つに。それで ｌｩ ｩ ｾＺ｛ｾ の被害欣態ぞ見 ますと椋

の所で二箇所少し ? こるんで、瓦が少しづれて居

りましに。 fむほ北側の斜而i e 雨側の斜商を比較し

ますと南の方(1( -1' L の設みが多くなって居ります。

それは南の方(1こ深山開が落 ち? こ其の僅な差異が1+¥

て居るのでないかと思ふのであります。それで共

ω霊るんで居 る所は トラスが三つ掛って居ります

が、共ω トラス左下ラスの 1+1間の一番? こるみ易い

丹rr になって居ります。ですから最初 l乞上へ起れ次

の瞬間内部が低l曜となって逆に外部から躍されに

錆であらうと考へます。そこで此の様な被害ｾ長況

を見てシャツグ ーは外へやっても駄目7ごから 、内

へやっ? こが宜いと思はれる方があるかも安nれませ

ぬが、是は/ J ' ，入口なんかの構造か悪かつ? こ痛に 、

内へ直ぐ爆風を字ん? ご結果中のものがやられにと

考へるべき翌日 iJ Iが相官にありますので、簡単にき

うも 言へないので、やはりシャツタ ー江外側へや

るのが本官1:.' らうと思ひます。さうして寓ーを慮

って内側へ破片除けに投なり視なり何なり二重に

やるのが宜いのでなし、かと思ひます。叉1 - 1 "，入口な

どの砧=迭は レールの上を戸車がとる 、あ〉云」、方

法は全然いりないので、戸の外れないやうな構法

l亡しなければならない。それで結局強い暴風κ 笠J

‘すると同設な施工にしなりればならないと思ひま

す。暴風に封する場合でも同じことでのりましで

あ、云ふ11¥入口や窓などのおli 部の構造が非常に大

事で、 さう 云ふや うな所を忽l乙しにら、本悼の方

が如何l乞丈夫でありましでも、必す・非常な被守-ST

受る出入 口や窓の締法を飴程工夫してやらなげれ

ば、在来の i苫ではいげないのでないかと思ひま

す。窓の大きさなども非常lて影響すると考へて居

ちます。叉硝子は周 思 Ａ の村 ｬｾｩｴｾ 完全に して 、 Ｉ ￮ が

外れ fこり 、がTこがfこし7こりすることがないやうに

施工 しfこ方が宜いと思ひます。それで素人の人な

どは共の被害拡況を見て 、煉瓦迭はしっかりして

居るので、却て 、窓冊子がよく壊れると云ふや う

なことを言って居る者がありましにが、 ぞれはIlrJ

迷って居ると思ひます。

z  ｩｌｉ［ 局 Ｑｊ￭Ｇｪ 子のＧｅ ｦ 験の方は 、 距 ｾｍｾ が速 くて 、 あれで



は何とも言へない t 思ひますが、大きさが厚味K

3討して割合I' [ / }、き〈て共の鴛に被害が少かつ fこか

と思ひ ます、今後明子の大きさ k 厚味とは相閥的

に研究を要す ると 考へまし? こ。叉煉瓦迭に損傷を

興へ? こものは 、大抵は本12・の爆弾の破片であ って

石片と云ふやうなものでは蝕り損傷は輿へてない

のでない か主思ひます。之は鯨ての貫通孔が劃然

とし?こ矩形をしてゐる事からさ う考へる のであ り

ます。f古11まmきさの一帯深かつ にのは 6糎位のもの

でありま して共の黙から言へば、厚 1 ［ｦ� ｾ 牛の煉瓦

壁Tごと 15庖のものが 5. 6米位の所へ落ちても、 壁

を破片で貫かれる心配はな い主思ひます。併し唯

一回の質検でもあ り周囲がTI:i l寺地と 比べて大分開

放的にちなって居りますので、査しはっきりし

fここと は言へないの でありますが、大開あ〉云」、

開放的な所では、瞬設性15庖) 慢ならば、15米 も離

れて居つ にら 、構造物に釘しでは殆ど被害を興へ

ない左思ひます。尤も煉五浩のやうなものでなか

っ?こ場合には 、中 に相首破片が入り ますから 、危

険でありますが、煉五迭のやうなものであれば、

先つ' 出 入 口や窓さへ丈夫にやっ てあっ? こら 、中は

何等被害ｾ奥へないのではないかと思ひます。共

の他爆弾の落ち? こ痕も質測しましTこが、捨首の分

ｴ ｾ げ申上げて 置 きます。

外山一一屋根は一編む〈れて、下つにのでない

か k 思ひますが、瓦の割れて居るのは、 大趨東西

の楳G) ' 部分の東寄の方でありませぬか。

漫野一一束の鬼瓦は無 くなってゐまし? こがあれ

時初から無かつにのです、あれは演習の始る官官に

私が見? こ時既K 除れて居り まし fこ。此の鬼瓦が河

原 l乞落 ちて居り まし? こがあ れは爆撃で飛んTごので

はありません。

伊 藤一一それでは次に、防弾塀 t 防2さ壕及起爆

構造の三つに付て大|京市の受持ーになって居ります

が 、 共の中の起爆 Ｑｾｾ ・迭 と云ふものは全然損害を受

付て居りませぬ。もょっと離れに所へ爆; 翠が落ち

て、 共の破片で上に標識に置いてあっ? こ涯が若干

損ん ｴ ｾｴＺＺ けで 、起爆の方は殆 ど 影響を受 けて居りま

せんので、是は御報告する程の こと もなから うと

思ひ ますが防益壕と防弾堺iて付 てー肱御報告を闘

います。

島一一それでは私は簡易防空壕に付て御報告巾

上げま す功、 是も大 し? こ被害はごさ' いませんので

多少私の感想、を取入れて断片的I'C I村上げます。 先

づ第ーに供訊壕の型及び数を巾上げますと内務省

案の 10人牧容の掩蓋型宇地下式のものが 2 箇所 と

凶西防宰工業所の 12人牧容地下式のものが 1箇所

の計 3 筒所であ ります。

次tて慣習終了後警戒員の配置が大鑓遅れTこ錆K

Ｑｮｾ 統 ＺＡ￬ ｩｊ ｾよ群衆の先着者が多かっ＿こので充分な る原

形を認められな くな っ? ここと が私共主して最も遺

憾は臨であっ?このであります。 53〈に投下弾の落下

位置と大きさ即ち砥教が私共の方の調奈では、は

っきりしませんで し? こか ら、此鹿で詳しく 申上げ

る課に行 きませぬが、f五，11ま共のー土κ 築造が請負工

事に掛つ ?こ駕に 、工法が杢 〈博覧合式の其場限 り

で何れ(;;1爆破されるものであるとの考へから貨に

お組ヲ1くな仕事であっ? こが?こめ K 之等の被害も遁礁

に知る こと が出来なかっTこのであります。

ヨたに壌の被害航況及供試動物の首時の模様を

l披、2披、3披と分げて御説明致します。先づセン

ター西北部寄りの方の壌を 1蹴とします k 、其の 入

口K 向つに15米50の所に一つの漏斗孔がありまし

?こ。 多分其の爆弾から受げ に破損でないか k 思ひ

ますが、扉の上左側に相首大 きな弾片及弾痕が一

つ入って居ります。それが篤に扉が中側に折れて

弾片 と風塵の需に特に Iドに入つ?こ結果蝶番が飛ん

?ごのではなから 争か、扉が大破して骨組が全部ば

らばらになって居つにのであります。先程申上げ

まし にや うに、私共調奈員 より前K 他の人が入つ

τ 居りましにので、扉の倒れ? こ方向や模4剥 f はっ

きり 分らなかっ ?このは残念でありま す。それと入

口の左側の柱が 3寸5分角と云ふのが殆 ど2寸徐の

桂しか使ってゐなかっ ?こものですか ら、 それが下

から 3 分位の r'gで折れて居つ? このであります。是

も雨側に盛上げてゐ? こ盛土が大きな石でありま し

て、 共の石の関係色体っ て、 コンデイツ シ ヨンが

多少泣つ に需主 思ひま す。中に兎 主鳩を入れまし

?こが、鳩は甚Tご健全でありまし ?この に 反 して、

兎は鼻血を出し て居つにゃ うであります。 扉の外

へ猫を置いτ 居りまし? こが、是も鼻血を出し て居

つ? こ程度であります。ヨたに関西防宰工業所の 色の

でありますが、走は近 ¥1て爆揮の漏斗孔が見附か

らなかっ ?このすあ ります。 I!住何鹿から飛んで来Tこ
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か、入口査の左! 亡破片が一つ入って居つj ご? ごりで

あります。 共の主主が飛ん でゐま しにが これは爆風

のにめの飛散か人が扉を開けて飛んでゐ ?このか、

私共の行つ ?二 時ではキIj然 としなかっ fこのでありま

す。 1' 1.
1
1て似1.: ;:式動物として! 阪を入れ て置 きましにが

阪は 至っ て暢筑で人を 食つに顔全して居 りましに

向こ の;壊の南側倒木 の蔭l乙鬼 伝繋いで置 きま し?こ

が之も何等異欣はありませぬ。 un 蹴 l 希求の方

にありまし? こ壌は内外共共の近くに は時痕が な〈

是も何等具Ｑｦｘ Ｚ ま ありませんでし ｔ こ 。 中 ｴ 亡犬ｾ入れ

て置きまし? こが之も 自主? パチ クリし てゐ fこ程度で

別1'[ 異-!utはありませんでしに。 それから間白い事

賀が一つあります。この 3 悦 の 防空壕の頂上に私

の方の調夜員が試しに末 口 3 寸の丸太長 さ80憾位

の棒を突立 して 1)、石を 2. 3 1，凶立かげでゐ? こ所不思

議にも何の影響もな く倒れするK 棒 立 ちに立ってゐ

Tこ事 賀であ ります。

それから特に感じましにことは、首日 (/) : 宜験K

f 1 { りまして、簡易防 空壕 K 於 ても上層部 1'[ 或程度

の起堪層を設けにならば、或程度の直務弾も受け

得られるのでないかと云ふこ主を感じ? こ者であ り

ます。却も簡易防空壕構築の必要4条件は十分構 造

を堅牢に し，まして、地下式の掩蓋 型にして今回の

第 l 披の如き直撃を受 げないやうに入口に完全な

防弾壁 を造りさへすれば、あ〉 云 』、簡易防空 壌即

も待避壕主難色相官安全な ものでなからうか k 思

ひます。 それ等の闘係から見て、結局私は「爆弾

恐る〉に足らす・ i: J の感じを得? このであります。

是は目，のあ? こ1 ) I乙貰爆を組、被害調脊. の結果之を

判然と認識することが出来? このであります。私が

軍部築城本部共他関係方面からの蒐集資料に依っ

て研究しましに結果から見て、時) ，紋片の殺傷威

力園及爆風1盛殺傷威力闘等は大差なき結果を見る

こと が出来ま し?こが爆撃目標種類である地盤がコ

ンヂシ ヨンの異つ tこ石蝶上であっ ? こが? こめκ 、爆

議威力牛佳、震 蕩威 力牛径及侵徹量等は全然共の

正確きを知るこ k が出来なかっ? このであります。

ー向ほ壕内の供試動物は、本 日動物園 長K 艶きま

し?こが、今試験中であ りまして、昨日兎が一匹死

んTごと 言って居りましにが是は私共の所謂第 1鋭

に入って居。? こも のでなから うかと思ひます。共

の時の闘長 の 話では、 1  i ! 昼間程経過を見? こ上で供
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試動物を全部解剖して御報告市ートげますと 言っ て

居 りまし? こ。

最 後t陀て首つて1お，，-飯制iひ lけ巾|いl 卜- げて置き? 仁こ! きき貼は機合

ある際 t'CてL 、軍部 t陀て於かれ ては宜

日椋租駆: 類である対地巴盤泊が; 我大i阪仮即l府向払、兵凪庫i豚 等の市f街考

地の3業主な、 即 ち尋常土、一般硬土叉はコン クリ ー

ト上等の地 上K 依 って貰演して戴〈機合を得られ

〉ば大捷結構 と思ひ ます。

福知一一防弾堺の貰験の i結果を御報告中上げま

す。是; は十分打合せて居りませんので、はっ きり

し? ここ主 は 11J
上 げ られませんですが、弾痕共の他

f[ 付て大館お話 rf! .卜.げ ます。

板及角材を丹j ひTこ単なる防弾塀は、共の弾痕か

ら 言 ひ ま す し 大 館 3 尺か 5 尺位上の方のみに 困

って居りまして、話11
1
戸-nr の調査に依りましでも、

共 の周囲 lて徐 り爆弾の落ちにやうな形跡もありま

せぬ。叉スロ ープになって招ーりますから、 川の上

手の方は地形_ j -. 爆 弾K 依る影響と云ふものは全然

考へられない程弾痕も何もありませぬ。 l准下流に

於て、 :落も? こ爆弾陀依る破損が板 K 於て 6 箇所 又

角材に於てもやはり 6 箇所位ある程度でありまし

て破片に依る 貫通の損傷と云ふものはて角材K 於

は認められなかっ? このであります。板K 於 ては貫

通しに e 思 はれる所が 3 筒所 k 弾痕のあっ? こ場所

が 3 箇所あっ? こ程度であります。施設の周囲の防

弾 塀 として の効果を狙って建てられ? このであらう

と思ひますが、私 の考に依りますと 、是は建物 の

周閣に設けて戴 き?こいと思うて居ります。それで

なければ是の効果が無いやうな感が致 しますし、

共の背後K 於ける被害欣況が是ではさっぱり分 り

ませぬ。共の背後に硝子窓があっTことして、それ

に損傷が なかっ仁左 云ふや うなことを見るのにち

役立つ1: ら う主恩ひま すから、此のヨたに賓験をさ

れる機合K は、斯 う云ふやうな防弾塀は家の周囲

に遣って戴〈 事が結構fごらう主考へて居りますo

次に中味のあるものに付いて乙れは貰際現場の

施設は桂 の間隔が少し密である色の と粗であるも

のとの泣い のや うに見受けまし? こ。私共の芳の調

資 K 依りますと 、大 韓 2米近〈 に落 もにも のに依

る被害 が 最 も大き〈ありまして、 l 寸板の上の方

u婦の方が全部非常に政援さ れて居ります。叉弾

痕に於ても隅の角材を貰過して居るのもあります



し、壁主 言ひますか、1反{ t > 突張って土砂のI! -IIて抑

)iL. が止って居るの も多々 あつにや うに思ひます。

共の他の爆弾Ki i しては飴り効果が観 l函でなかっ

? こやうに思ひます。其の) 呑ひどかっTこのは、前

述 の *の隅の方で約 2 米位の所に落ち? こ Y らうと

思はれる爆怖に依って共の近設が全部損んで居り

ます。赴も大韓背後に山がありますし、ゴ止は少し

効果があっ fこやうにも思 lまれますが、此の程度で

あれば、私共の視illlJ 所から見えませんでし? こが.

何砥でありましでも. この艇の燥514は大位凌げる

? ごらうと思ひます。

大閣こんな程度で御免毅ります。

伊藤一一有難 色うごtf いましに一一大韓是で報

告の概要は絶つ? 二課でありますが、 f品JI ま今品京ーか

らお話のありまし? こ動物質! 肢にイ.J- ては、 13t'!1!1¥1後

解剖して から でないと 、 ホ弘ｾが介らないさうであ ，

りまして 、何れ共の結果が分りましにら、叉報告

を集め? こいと思ひます。

それでι . i 一つI} 、合参謀から大館の宜戸験K 針す る

御感想なり御講評なりを伺ひ? こい k 思ひます。

小合一一綜合的に結論を申述べ? こい主思ひまし

＿こが 、 ま Ｍｲ ｾ も う 少しはっきりお聴きしてからでな

い 主結論は得られませぬ。今後の調子主の御参考に

なるかも知れぬ主思ひますから 、 ちょっ k 巾上げ

て置きますが、弾は瞬裂性の ｾＡｩｩ でありまして 、 弾

片が笠になっτ 散ると云i 、やうな弾で、 2 階でも

貫〈主云」、やうな爆弾でなかっTこと云ふこ主であ

ります。 1Mほ信管は瞬設であ りまして、ホン の軽

微なものにぶツつかっても破裂する闘であります

陥って彼鹿の本蛍 ｋｾｾ い家の一審上の椋 ｉ ｚＺ中つで

も、下t亡落もぬ先に破裂す るfごらう主思ひます。

共の貴例は丁度目標の 1巽西に在つに建物に孔が、

二つ穿きましTこが、 ぞれが次に溶もない先lて政裂

して居ります。ですから 、下へ務ちて爆護して孔

が穿〈のでなく 、蹄設で腕時に孔が穿〈 、 さう云

」、性質の闘であっ fこk 云ふこ左右T頭に置いて御調

芥を願ひます。

そこで線開的のお話をすれば 、 皆さんの御 ｾｉ 担奈

の如〈 、 目棋を定め℃爆撃すれば相官;正Tl'{li lて落ち

るk 云三、結論になる のであ りま すが、併し爆弾投

下は本賞fZ: 目標に接近してや らなければ _ 100%  

の効果は出ない、離れて居つにら大分違ふ。共の

結果は各方商l乞現れて居つにゃうであちます。特

ｬ 亡 Ｑ ＰＰ 砥 赦までの開であつ にならば 、 ｾ･ 維が述 ぎ

かれば ｟ｾＺ ｉ 亡効果 が 低 下する のであ ります。弾痕の

佐世 t j Cの建物なり色々の施設の欣況等を十分例

究し、比較検討して行かなければならぬ課であ り

ます。

防空壕! とイ・j きまして は、動物質験の結果が非常

に参考にな るのでありますが、最も場所に依つて

は脳民盈位は起して居つ ? こ・のでないかと思ひま

す。特ｦｌｾ手 ｩｎＧｉＧ 上の疲努は非常 ｩ 乞大きいものがあっ

Tこので ないかと考へます。それで爆風及音響の入

閣に放す障碍と云ふものは、仔細に研究して行か

ぬと結論を得られないのでないか主思ひます。是

はそれぞれの専門家に依って仔，tIUIC研究して戴 〈

必要があるのでな いかと考へます。特に鳩は比較

的強い動物で・ありますが、 l 羽死んで居つにので

あります。叉) 氏が暴れて蟹が下敷になって居つ? こ

らしい。さう云ふこともありますから 、結合しに

結果を調子主せぬ主 、本首のことは分らねのであり

ます。 f五nま動物K 依つては、馬の如〈 王手を慶され

て、非常な障碍を起すものもありますが、豚な ん

かはどうかと言ひますし耳石? やられでも平気で

ないかと思ひます。さう云ふや うに動物l乞依っ て

五感の中どれの影響が一番多いかと云ふ比較も取

って見ぬ主 いかぬのでないかと思ひます。すると

長いこ k 置いて見れば、段々差異がIIJJ I ' L なって来

ゃうと考へます。

あ k はもう少し研究しに上で申上げにい主 恩ひ

ます。

伊藤一一有難とうとまいましに。も う時間もあ

りませんが、玉置さんが何かあー話があるさ うであ

ります。

玉置 一一希望 主言ひ ますか、ちょっ主一言申越

ぺ? こいと思ひます。

近代戦争の特質、ネ干徴は何か主去』、問題に なる

し そ れは火難Tごk 思ひます。結局より優秀な火

柴をより多〈持ち 、 より巧 〈それを利用する方が

戦さ l乞は勝でありまして、如何に兵隊の数が多 く

あっても 、火繋がなければ仕様がありませぬ。将

来殺人光線である主か或は遠方から火難を爆設さ

せるやうなものでも護明きれない以上は、今後も

火薬は戦争を左右 すると 言へるのであります。そ

1 5  11 



れ位火柴は戦争 l乞重要な地位 i ' >占め て居る のであ

りますが、共の火薬が今日の如〈重要 な地位を占

めるまでは色々 の歴史があっ?こ や うに思うて居り

ます。 或は 火薬を研究する鴛t亡、研究し に本人が

爆死し? こばかりでなく、 波放全部が;爆死 しにち 或

は村全閣が潰誠しTこやうなことがあっ fこ。それで

是ではいかぬと 言 ふので、途に火難の研究者は 一

人山 の中 K 閉能 り、 或は 1也Fζ 舶を浮べて研究し、

椴令被害があっても、自分一例? ごりの被害で了ら

しむると 云 ふやうな研筑方法 も行はれにのであり

ますが、"ft - 人ノー ベル と云』、人が幾多の犠牲者

を尻自に掛りて成功し 、 彼は 他 の 人 が失 目えＺｾｴＺ失敗

を重ね て居る i百1f t : 自分が一人成功 しTこ:需にE 高の

富を積み重ね ること が 出来?こ。 そこで熱々 思ふ

I'L 、自分が今 日の成1) J '5了嵐ち得るまでには多猿の

犠牲者- があっ ?こ。 共の犠牲宥の盤を慰め 、E つ綿

来自分の護見 し? こ火薬の篤iて何億 主云ょ、人が死ぬ

かも知れない。共の罪滅 し主 云」、立味であの ノ }

ベル賞金 主云 」、 h のを創設 し? こと 云 i 、こ主であり

ます が 、 今日の如〈火薬が車ｾ ｱＡＧ の 勝敗を決する 王

者の位置を占める 迄 には非常 な犠牲者雪山して居

るに拘らす¥ 叉時i乞火薬の被害を少なら しめる針

策会、j 講す・る需に犠牲者- が出? こと云ふ著名な話 を鈴

り聞かない のであります。今日 の火裂が護明 され

るまでには幾多の犠牲者が出? こと同じし之が針

策を議十るが鴛には叉幾 多の犠 牲 者が 出る のが ｾ ＱＺＱ ［

然であり 、幾多の犠牲者がIHない以上本常の針策

は/:1¥ない ものでゐる k 確信す るのであ ります。彩、

等 は今まで火災剖策を講す・る 鴬l亡色々の111門的研

究を やって来 ?このでありまして 、1..1(.1時に は専門の

消防夫がｾもさ う 云ふ こと は 無疋 ＱＱＱ ごと 云 ふやうな

こ主も 敢てやって来Tこのであります。共の結果が

どうで あっTこか主 云ふ こ主 は、第三者の批判に侠

?こな ければならぬ主思ひまナが、臨時輩J策 ICイサーで

責任を負はされTこ此鹿 l亡集って居る 者は、勿論各

々爆薬の犠牲にな る主 云 i 、先悟でなりれば本訟の

針策が誹ぜられないのでないかと思ふのでありま

す。それで貰は我々も絶えす・共の部りで居つにの

であります が 、 傍て愈々今回 の ｪｬｩｲ 習 が ｾｦ￬ りま す と

その間際 tとなり ましてから突然iUψ j技術本部をTiff

くこと にUとめて居つに。例の大 きな石のあ る111か

ら危険? ごからと 云ふので追ひ山さ れて制測に非常

11 1 6  

l乞不便な{立芭ーに技術本部を移動せねばならん こ主

になり王し Ｗ こ。 ｾｬｪ￢ｊ ｉｩ ｊ 位置が中注で経り まし＿こ鴛

K 技術司I ' J jif l ' L 大謎支陣営 きに し式して、 その烏

現 ｬ 乞 Ｏｦ ｾｉ Ｑｊ ｊ の 問題 ぷ Ｒ Ｎ 3 御座い ます。布、はこれ を甚

ｴ ｾＧ 遺憾なことであると 思 ふて居 り ます。 ｊ 少々危険

でも究悟の_1-. であ りますから 、もっと爆撃目棋の

itllJ まで近寄って観測 し7こかっ1このであり式すが、

最初決定して置いTこ技術視測場所が何か演習規定

にそぐはぬ ものが ある とか云ふ ことで あ りますし

飴り無理を 巾上げて質際軍部の方々に御迷惑を お

Ｎ掛けしては相桝ま んと思ひまし＿こし、 叉 ｾｩｾ 賀我 々

の身悼のことを考へて危〈ない設にし てや らう t

去よ、組切な御注言でもあっ 七のですか ら、私も引

退って居つ にのでありますが、併し本首: I ' L 腹の底

をぶち; 判って rl リt げますと 、我々は非常に遺憾千

高でありまして、何時でも完全な防岳会I策の登見

の篤めには犠牲 にな る位の究悟 を有って居るので

あります。それで今後も佐々色々 の賃験を きれな

りればならぬと思ひますが、我々の方も共の位の

究悟で臨んで居るのであ りますから、軍部の方に

於かれでもさう 云つ にや うな研究方法の 11¥来るや

うな機併を興へられん こと を牌来の質験の需に只

管希望す る次第であります。どうぞ宜しくお願ひ

申J -_げ ます。

島一一私も向感であります。此の感想、手記にも

書 いて居り ますが、最初許されてゐ? こ技術調芥本

部川? を投下爆開の威力を はっ きり知り つ 、あの遠

隔地まで診し? こと 去よ、こ主 は我々敢闘精ijI ll l l ' L燃え

る技術調守需品i として甚-r: 遺憾に 思ひまし?こ。

伊藤一一ど うも荷R41
oL うとぎいましに。 皆様の

非常に熱心な御: rJ f F究に封 しまし て、時日の非常l亡

不足 して居つ にと 云ふ こ と し 質般の供試材が非

常; I ' L 不備な猷態K 出来て居つ 仁左 云ふや うな色々

ω低! と陥が ありまし? こに拘ら今、宜験班は相首 1i. 成

果を事げ得? ここJ : H jf信 して居ります。是 も皆様

の御菰力I ' L 依るものと厚 〈お般小上げます。賛験

本 Ｑｾｻ［ｾ ，己Ａ［ｉＧｌ ＺｻＺ多 Ｊｾ ｩ し＿こ こ と は我 々賓 Ａ説委 員主して非

常に 残 念なこ主でありまして、 ｾｴ の訪 日まで 皮ん

小合参34il 肢にもお的1ひし? こ のであり 二すが、主主i乞

御聴許にならなかっ? こ ωであ ります。大鑓の建物

の配世なども貨験本部から 一番制祭 し払い や うに

して居りま しにのが、危J てあ 〉云」、風に縫更にな



つに ｾｦ 亡 、 殆ど Ｔ 三分は見えなかっ ｦ こ。ＩＧＲ［は費Ａ扮班

主して甚Ｎ，ｾＮ遺憾なことで あ りまして 、 もう少し時

円がありましにならば、Z3口l1JEを 四方に分けて泣

くと云」、や うなこと をしにならば、 もっと効果が

めつにら うと思ひ正す。今玉世さんからお話ーがあ

りましTこや うiて我々質l践に' おる宥は多少の犠牲を

抑つでも 十分の貫験を しTこいと 云ょ、積りで居りま

すので、ヰ後何か斯 うiえよ、風な似しがありまし?こ

|時に は、' e f 験員に到して軍の方から特別の御配慮

御言JA力をお閥ひし? こいと思 うて居ります。

それから只今お持寄のお i毘は何れー純 めに しま

して 、軍の方の御』創沼を願ひ、護表して宜いも の

と惑いも の k を整理 し、‘ 又今日の速記銘もー肱軍

紫畑室御投稿に就て

のブJ でお目を過し て戴ぃ fこ上で、 建築協千: 干の雑誌

に瑳表し fこいと思って居ります。それに付 ては各

Jtf! 1思雨i li それぞれ御了解を得て泣いて誠き fこいと

思うて居ります。尤も正式の報告書と云ふものは

的販制i li 之を纏めておイ1'， しになる に らうと忠ひま

すりれど も、差詰め今 日の辿記に依って、間来れ

ば之を協子? の雑誌に H1 し? こいと 考へて居りますか

ら、共の貼御諒併を願って置きますの

それでは本日 の報告令は赴までに止めまして、

あとはも う少し時11 1 ] もありますし、 フリー・トー

キングとして、色々宜ー験上の :h・話を肌0' "こいと思

ひます。どうも有維と うごさ' いましに。

〈終 り・・・・昭和 16年9月26 日夜〉

τ年 詐II 投稿が最近少 〈なりま しに。令員諸氏の論文、研究、随筆、等 是

非御投稿を願ひます。

会 御投稿は な るべ< 16字誌に聞ひます。

カ 搭載が都合で遮れる場合で も別 lて御通知は致 しませんが御諒承願ひ

ます。
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鳴 尾 に 於 け る 賓 爆 実 弾 投 爆

自 衛 消 防 演 習 に 就 て

序

先般の逆瀬川に於げる爆弾投下I'C困る筑屋の被

害貰験並lモ火薬力K 因る硝子の被害責験 l乞引績き

10月げ 日時恰ち昭和116年度第 2 ::: 火防空訓練の笠施

ｾ ｬｬ ｬＧｌ訪れ I鳴尾競馬場に於て、エ レク トロン焼夷

弾投下K 因る家屋の被害責験並に消火器i習を下記

計茜の下l亡催し 、陸軍航空隊の絶大なる御協力を

得ながら議期通りの結果ーを得るには至らなかっ? こ

が此鹿に共の記録を報告し今後何等かの参考K 供

し度主思ふ。

( 1 ) 日 時 昭 和 16年10月17 日午後 1時

Ｈ Ｒ Ｉ 場所兵 ｊ Ａ ｬｩｾ 採限 前 Ｑ ＱＱ 鳴尾競馬場

( 3) 主 催 大 阪Uili 圏、姫路山li 闇

大阪府、兵}ij:iJ係

大阪市、神戸市

( 4) 後 援 中 部 軍 司令部

大阪毎日新聞nlt

目 的

日本建築協令

日本競馬台 ｬ 坂 ｾ ｉｉｉ

競馬場

近来空襲K 封する各般の研究

が重ねられて居り 、焼夷弾投下

‘の仮想の下に火災質験 も既に数

多〈試みられて居るが、今迄の

ものはその何れもが防火改修家

民の防火力貰験であっ? こ。今回

は米改修都市が貰際K 空襲 され

＿二時 ｦ ｌ ｾ 撚生十べき 、 近 後 数 ｾ ｾ

屋同時設 ｾ ｬＨ の 欣況を現示し、之

l亡' tJする隣組1立に警防閣の泊、火

賞演をなきしめ 、防2主戦闘を認

識せしむる主共K 敢闘精1111[1の昂

揚を目的色 し?このである。

日 1 8

九 州

ｅ ヨ供言式ｾＩ 圭

イ J 忍え寺島

ロ J 量 fr.. j 事

ハ 一 般ノ事

シ 主 主 宝

勺 取 』

演習本部調査班

供試t 屋の椴要

此の度の質験 は飴りにも 急速に計部され場所の

決定を見? このは 10月も 10 日近〈 、而も 12 日迄は秋

季競馬 ｴ て使用して居る事とて準備すらも出来 ＭＹＧｾ

13 日から 4 日間の突貫工事で現今の持務者、。資材

運般難の折相聞に合つ?このが不思議な位の電撃工

事であっ? こ u 従って施工K 無理があり思ょ、様な設

計計ー副: をなし得なかっ? こ の も己むを得ない事であ

っfこ。

( 1) 配 世

競馬場中央東西 13問、南北 11聞の土地を敷地主

し、夫々 2 戸長屋 A 椋及び B 棟を北向I ' L C 椋を西

向 ｬ 乞 ｄ 棟を南向ＱＧｃＡＱｾ 2 闘の如〈配置建築し建物I 1 J l

k は板堺、板切戸を設け 、こ の部分を市街地 の イ

阪 神 宮 尾 競 !. J義足 取 回
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2.  

IJ 、ハ 、ニの 4 隣組の合合製1; e 怨定し 、A 、 B 、

C 、D 棟は夫々ィ 、 IJ 、ハ、ニ隣組t亡腐するもの

主し ?こ。

( 2 ) 各戸の用途及び階数3ltuて床l印干点

( ロ〉J g. 3.  

制4 ヰ昏f庇
用 途 | 階 数 1

I階 商 積
1

2階面積|延床面積

住宅 7. 

部

7野.50 

主事

12. 75 20. 25 

A  

2  R詰底 2  12. 75 7. 50  20. 25 

3  住宅 18. 00 18. 00 

B  

4  工場 27. 00 27. 00 

ー・ .. ・

う 間底 9. 00 18 .2う

C  

6  尚信 2  9. 25 9. 00 18. 25  

一
7  商肱 12. 00 12. 00 

。
一 一 一一一一一一

8  工場 22.  25 22. 25 

合 計 い23.  25  I  33.  00 1 156. 25 

Ｍ Ｍｾ 一 一 昨 一一 ー ー一 ー一一 一一 ・一_ ._，- _. 日

第 1 表

IJ 1 9  

車交工町立工

( ノ、J策 3.

( 3) 各 j寸の村主31主

'"t吋;]-1は!'11角 3 寸5 5トを三i : 材と する砲lit e しみと火

の去に示す如〈大館外陛は救出り、内部の位鵠は

Ｑ ｾｪ［ 然倣限 ｾ ￨ し、 校盟主＿全て セメ ン ト ｩ Ｇ ｎｾｴｬｬＡｊ 毛塗



工

@  

甘 向

(J) 

仁と土竺土: は二十・ー十円竹

⑧ 主: neLJiJ二一 @  

'7" - -t- - -0--- ー・ ・

l  2 1  t l¥-骨壷"'2 .，<t 

yzt 

;雰

。 受

; 痩

1 2  

h・千

⑦ 

芳一

床

: L 

了

1

2

1
ふ

|

|

ぷ

l

L

料。h .cー十刊十'.0-1-3.0-4 ぅ。+- &，0ート司b-I

一
ヱ
一

。

間

園

3.  Cニ〉

4， 平 面

f列一一一 一 凡

府木(木)
ー信

W

H

( ノ、)戸板( イ)

府f氏( カ)ノレ
プア( テ)戸子事包( ガ)

ノレ ー フ イ ン グ(1レ)子椅( ョ)忽子草色( マ)

屑板燃不( モ)箱駒
-F  

( 下)子障f正( シ)

費量5賢1I1 シ流( ナ)襖( 7 )  

東亜. L l i l U-

北東側面圏

豆、側面園

5  

6  

___It___j i lよ且L

2 0  11  



一 二 階 平 面 図7. 
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他は全部瓦茸 とし fこ。

( 4) 各戸の燃焼物

是は火災宜ー! 験fごか ら特別 lて燃え 易くする fこめ 1<:

仕上ーげと し? こ震建 〈から はモル タJ レ控の様に鐙裁

よく見 えにこと〉思』、。天井はテ ックス張り 、屋

根は工場建物 lて生子J夜、波型スレ ート を使つ? こ

考

一

、

壁

健

ハ

外

部

モ

内

部

モ

間

仕

切

控

モ

皆

セ

メ

ン

ト

波

仕

上

グ

ト

λ

一

、

板

、

不

燃

板

、

テ

ッ

ク

ス

何

レ

モ

突

付

綴

-

一

シ

テ

隊

問

多

シ

一

、

各

戸

ノ

界

盛

ハ

天

井

迄

ト

シ

天

井

袈

ノ

一陣

笠

ナ

シ

外 外 商 | 内 壁 商 | 間 仕 切 壁 | 天 井 一 一

板張 |天井下部分ノ |不燃板 l 枚張 | 便 所 ナ シ |玄関 庭 土 問 !とメント|

嬬 22引 ミ不燃 側 I( 枠制 開放政 l iFEid M 

一 一 一 馳 テ ッ ク ス | 其 他 ム 1__1合

一 向上 戸 | 向上 |同t I付 書 ) 土問| 石 | ト

鰐ZG} 板 狼

其他 昼 敷

トーート一一I I  I  I  

F3) ナシ lbE浴室)高

押 入 叙 張 |押λ 、 廊下 } 板

随 所、便所 j 張

其他 テックス |其 他 感 激

備床

表

棟

2  ｾ＠

モ

板

庇

ト

ス

A  

向上

不燃板 l 枚張天井下部分 ノ

ミ不燃板張

但廊下便所浴

室炊事場ハ板

張

2  

板張

但正面妻都分

3  I 不燃板張

田町長綜 l i Lii d会}「

一 一- - - - - - - - 1- - - - - - - ー

B  

生 子 板

?令 部 土 問全 部 ナ シナシ板張

4  

C  

向上 |  ナシ l 板張 [:: ::ス|其:ff 問 |広 |

同上仙宮 、 l底、玄関庭 l 土

話長j ナ シ |裂、入 口 j 問

| 炊 事 場1 板

押 入 板張 IZ;; -:t 7 ' "  r.r; ｾ＠ ｾ＠
l押入、 便所 j 張

不燃板 l 枚張同よ

D  

れは賞|捺には/ 1-'，来Tよいので、多少は家具も集めは

しTこが紙屑、木屑、悲Jl 語、水利等を衣類家具の代

)  rj ri ，'， e して53ヒ表に示す通り入れ? こ次第である。従

ってこの訟は家具や衣類の表 l乞相首するも のであ

って、可燃性品ではあるが普通取付 げである盟、

建具 は 含まない のである。 即ち 表の島建具は ｾ｡ｻ

代用主して使用しに量である 。

入れ るのではな い。どん な建物 で もその ｉｾｬ には箪

持、机、木和から盆、椀そして衣類、平ri 圏等々色

々な 家 材 、 道具があり 、 ｰ， ｾ ｪ ｊ 苫 で は更に ｰｾ ・品 、 工場

では材料、 製 品其の他ど の建物でも可燃性品が貨

に彩し〈入って居る のである。いさ'j同居 主云よ、と

きは l 家庭でトラック l乙2事はある と思ょ、。 3まは

その泊り色々な品を入れて質験すべきであるがそ

2 2. 

"  



梯 子 2 筒 、第 6 競家屋の背面jl ても持首長28枚 ル ーフ

イング28平方尺を置い?こ。

向建物外部に於ても却 l 競 家屋背 [ 討に茸探 7 枚

板 jヨ3 枚、 trn 披家屋背商 tz : 茸旅 10枚、第 5 競 家

屋 の 背l商lて茸燦 40枚 、ル ーフイング30千方尺、

表

家 屋 1，九 JA L日211州 竺|!日22iI 乙t Iｾｮ ｴￆ＠ I  ｾ竺

3  

'" 

2ク

l 、

1. S:-

2  2  2  5  2  

3  2  2  10 3  

う

3  
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卓

鉢

笥

3  ｾ＠

1if. 

火

燃焼物
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茶

食
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机
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11. ( 3) ( 4) 披家屋燃料1 ! 2置圏

10.  ( 1) (2) 滋家屋燃料直E置踊

J  

凶

寸

J

明

以

可

。

l

閉

謝

副

m
町

J

矧

l

刊

日

門

川

判

i

d

『

咽

1

J

羽

l

倒

「

圃

1

l

J
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d

圃
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斗

1
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d
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姻
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A

叫

叫

l

d
可

制

I

A
1
判

ぺ

叫

1

A
叫

l
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吋
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剖
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吋
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凶
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計

判

J

司

恥

恥

ド

b
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( 5) ( 6) 隷家屋

燃料I ! Qt置困

13. ( 7)( 8)妓家屋燃料I ! QI霊園

令官ｾ

演習賀施計藍

今回の質験、泊予子の 目的は既IC述べ? こ泊りであ

るが、 なるべく多〈の宜¥験、宜演を示 し糊29t の認

識を深くし度主思つ.て次表の賀施計

1 1 2 4  



演 習 経 過

此 の 門 天気 晴朗 、 西 風 Ｒ 米乃 王 Ｓ 米 絶 好 の笠 ｾ￺ｾ

H 手11で あっ ?こ。各 戸 lて4-' [神 の 7k聞 を2. 3mi宛，肥え

四次 戸 寸 賃 施 項 目

自時分

1. 00 

数家屋同時火災 = 針ス

ノレ隣組消防活動

至

次

1. 30 

一 | 自 I  IZ庖 貧 燐 矧 小 ノ レ

- 1  1.30 

隣組及1，!i ' 防悶 ノ沿、防活

ヨた

至 | 動

2. 00 

2. 001  2. 低賃施演習 = 封 スノレ

解説蛇 = 注意事項

次

至 3.飛行機投下部 = 針 ス

3. 00 ル説 明

四

自

質焼夷5111 ノ1投 F ］Ｍ ｾｦ ス
3. 00 

多t

至

ル隣組消防活動

ラ.30

?こ 。 腕川 ポ ン プ、 パ ケ ツ、シ ヤ ペ J レ、中弟子、 火汚3

ｴ ｾＺＺ 、 ｉｴ 口 竺 ｩｊ ん の ｭｦｬＮ も配備さ ， Ｑ Ｇ 1二。

Mjif 工 兵 隊 の 乎K 依 っ て部 1次 Jt 険 の え(，備も 整

|ム武家屋| 設 備 概 要 |  

第 2 ｽ［ ｊ ｾ＠ 家屋

第 4 銃 家j霞

第 65究 家 屋

第 71涜 家 昼

地 上 投 下 部

J伏 況 現 示

J向

Ｕ 活 ｃｉｾ 色 Ｕ 筒〉食焼夷恐ＺＱ Ｒ 1  1 飛行機長誌上ニ来ノレ トキ

階 ιｉｪＺｾｩ 天 Ｚ ｊｲ ｆ =- 装置 |  鈴夷ｾｾｻ ニ 電気ー湾、数 火

5庖焼夷筒 トl砥Tr 焼夷海

7 工場 中央部 = 装置

5M; 焼夷筒・トl庖貸焼夷 J 草

ア階段下J甲入=袋 i詑

う 互主焼てお符 ト Ｑ Ｑ｛ ＱＱ 賛成 Ｑ ｾ 引事
ア回 i<<: 14. Ｕ Ａ ｾｬｩ ｾ 長ニ装ｴＱ

?li 王焼夷筒ア第3.8統家屋

入口 前 = 装置

ｩ ｏ 瓦 音響ｾＡ￭Ａ 1  0ケア泊所 ニ

2.[ 占火後 爆 音

3. f.'!; 組員ノ、第 1. 3 . 5.8 !皮

家 校 二夫 b イ、口、ノ¥

二往1二分 レテ千寺J箆ス

4 隣組 員ノ、組 長 ノ合 図 =

f f ( リ山動

う. #，先況 =- (:夫 リ型車防図 /:Ii 動

ｾＡｂ 援 ス

屋 = 命中スノレ如 ク装置

第 H 虎家屋双方ニ供試家 1 1. 会員一 時安全地域 = 待

機

1l i 1 筑焼夷孤 l箇

l庖黄燐焼夷惣2筒

Ｓ Ｑｔｨ油脂焼夷 ｾ ｜ ￟ 2筒

( 内 l箱ノ、爆宮量生)

l庖貸焼夷郊 10筒ア飛行

機 ヨリ 投下 ス

投 下ノ、 3時20分 ョリ 命中

スノレ迄連線 ス

自

五 3.301 数家屋同時火災 = 封 ス

ル隣組及若手防図 ノ油、防

至 |  活動

次 4.00 

第 l 波家屋

第 3 銃 家 屋

第 8 鋭 家 屋

地 上 投 下 5率

先 走 況 現 示

10砥 ( 1庖 10箇H f 焼夷聞

:1 2 階天井袋へ装置 ス

10砥焼夷筒ア押入天井泉

へ装置 ス

10庖( う底2筒少シ離 シテ〕

焼夷筒 ヲ装置ス

21ff i 告書夷筒う筒ア露: l : i I l ノ中

央及入口 4 ケ所ニ 装置 ス

10瓦 音 響 弾 10ケア適所 ニ

動

防

活

桃

園

員

、ジ

組

賂

時

桝

ニ

ル

ヅ

況

移

先

山

肌

ニ

後

リ

動

火

診

活

貼

-
一

図

ワ

ん

此ノ i司ニ身内怒理

活動貝 ノ、一 時待避 ス

第 1;火 ニ幣 ジテ 質施 スFレ

モ駄火後相i Z r . 寺顎1):1経溢

シ火災 !I先況著明 ニナ リテ

ヨリ活動開始

5車ハ貧?翠デ、 筒ノ、防空演習等 ノ際使用スル f¥;; 用品デアノレ。

.I¥'l. =- 貨焼夷開叉ノ、焼夷筒 トセルノ、夫々「 エ レク トロン」 焼夷如、 エレク トロン 焼夷筒 ノコ トト ス。

つ ＿ こ。ｾｾ 2競 家 屋 2 附 6 ｾ ｾ ｩ の ｱｬ 鳥居に板槻を ｩ 度 し ｬ

砥 質 焼 夷 弾 5 簡 を 1東 に して 載 せ 茸慌 を l 板 添 へ

?こ。テック ス張 り天 井 の下約 1尺 で あ る 。 都 4、

Ｖ 、 Ｗ 競 争反尽 Ｚ Ｑ 乞も仕掛け に 。 Ｗｔ 斜 ｾｾＡｩ ｩ も 数官 ｩ ｩ 所 へ 、 鉱

工 8枕 家 屋 の前 而 l乞 2 Tif; 焼 夷 何 を -ttl ぃ ?こ。更に釘

Ｔ 披 家屋 前 商及 ぴ 第 Ｘ 披 家屋 側 ￎｬ ｾ Ｚ Ｇ ｌ 100 五回形策

色 礎石? 装置し?こ。

定刻 1n寺ぞ過ぎるこ 主約40分 、 ]j:[ の 笠 lど 1;段、

2;様 、 3段近 づ 〈 と 見 るや機首を下 げ て急; 降 下 、大

許搾と 共 に杢 醇 爆 裂、青島白 い 火 花は 四 方 へ飛 で 散

り流 石 l乞 賀 焼 夷 弾 の 威力物 凄 〈、周 回 は 諜焼 、木

屑 、紙 府勾: 何れ も 燃焼 し易 い もの ばか り 主 て 、 見

2 5  "  



る見る Ilnl Z : 燃え・腕り僅か 10秒! 亡て焔と煙は屋内に

光出j する有獄、夫々第1、3、5. 8披家屋に待機 I! .I

の隣組員が組長の命令ー下活動を好i めに のは鮪火

後約 ＱＰ 秒 であっ＿こが 、 ｾｴ 燥を主題とし ｔ こ燃料は火

足謹〈勇rid果 敢 な そ の 活 動 も . 屋外の 2 筒j珂と

第 Ｗ 悦家屋のみを治火し、 ｾ ｾ ｲ ｾ 2.. 4..  6  Ｇ ｕ ｢ ｾ 家屋は訟

に黙火後 i 分 101'少の警訪圏、 2 分 10抄の消防隊の

援助を安ーするに至つ? こ。 - 1@{鎮火し? こtl P 披家屋

も亦第3、5披家屋 から の延焼で再び消火に従事し

なげればならなかっ fこ。賀! と延焼が述〈我々調茶

rz : 首つ ?こ者も余り ｬ 亡早い火勢 ｬ 乞 詳細な 記 録ｾ作る

眠もなかっ? こが. 大略の経過 を記して御報告 と致

し度い。

( 1) 第 l 次賞 験

( イ) 第1 . 2 説 家 屋

第 2 披家屋 2 階天井裏で殻火を想定し Tこも

のである。質焼夷弾 5 筒は凄じい 火 力 で あ

る。10杉イ立で2階は l支紅の焔がすっかり舗がっ

て居る 。隣組員は勇敢l乞表側から梯子を掛り

窓から突入して消火を始めに。火は錠々燃え

描って行 ¥0  IJ、屋組 の火であ るからなかなか

泊し難い。 50秒迭に火焔は窓から吹出し ?こ。

警防閣の臨援 が馳け つり る。 一同必死の消火

を続ける。その努力効を奏して漸次火力も衰

えて米る 。然し第 l 説家屋 との界壁不完全の

? こめ第 l 蹴小屋 l亡火が入って盛氏憶をあげて

居る。 2 分30秒に は第 1R虎家屋 2 階にも火焔

が見える 。 続 いて 西側 ｾｊ 妻 部分から出火 亡。

その頃は既に消 ｾ ｽｪ 除 の熔援もあ り Ｔ 分 ＳＰ 秒頃

r: c は大きな焔は見られなくなり 、 9分漸〈鎮

火す。

( ロ) 第 3、4披 家屋

可燃物の散在する製箱工場内で の強火を想

定し? こも のである。第 4 競家屋は27坪の建物

内l亡全々間仕切なく 、是 lて茸探共他ω燃焼物

を撒き散しであっ7こ事とて護火後也 もに延焼

隔てる何物もない屋 内とて忽もに して燃え績

がら 一両の 火の海の去を主す。隣組員懸命の

努力も 益 しく火勢愈々甚 し し 50秒f'7: ｾｪ 熱気

で近づ〈事も難 〈消 火 主 主々困難となる。身ｾ

蔭にする間仕切壁 1つな〈且屋根は鏡板葺と

てＺｊｩＮＮＮ は屋 根を抜き得子、 家ｊＷ ｾ は 曙射及び劉流

11 2 6  

の熱の fこめ に隣組日、警防圏員では 入る事が

出来十全 〈焼け るrc委せる? ごりである。屋内

一杯K 蛸ヮ? こ火で は手押ポンフ.は効某殆 どな

い。火は屋内! て充満 し第 3説家屋との界壁上

部板限り の弱盟簡所を街 き 1分30秒には l '(l， ¥ 

もJlt 底1) >t  ＱＺＨｾ＠ 3  t: 虎家屋l亡延焼、天井へ廻つに

火 は ｕｾ 17 蹴家屋の火勢 l乞煽ら れて居ること〉

て隣組[ 1の乎では泊、火容易ならす" ， 1分40秒

tとは天井一杯の火となる。 2 分 10抄消防隊出

動 命 令 あ れ そ の肱援を得て 5 分30砂漸〈火 ・

勢哀 え1t'C ｈ ｊ￪ 家 屋は Ｘ 分 ＲＰ 秒 、 ｾ ｮ 披家屋は

9 分 40秒後鎮火し得?こが家屋は何れ も全焼し

Eさつに部分 は第3披家屋正面壁掛高官官、第4競

家屋は外部桂と屋板錨板のみと云ょ、AA態であ

る。

( ハ〉錦 5、6 家 屋

第 6 披家屋 1P71可燃物の多い押入からの護

火を想定しにものである。押入K は空白援を多

ｾ ｾＺｬ て 入れてあっ＿こ。従って延焼の早いのは勿

論であるの市もその押入が階段下であっ?こ事

と第 Ｕ ｾ 虎 家屋 との界駐 に 隙間の多かっ ｔ こ事は

2 階への延焼、第 5競家屋への延焼が平〈忽

もに してJ-，へ蹴・へ燃え掠っ て35秒でパ ラペ、y

ト から由 同月Ｂｪ Ｇｌｾ手り結いて焔さへ見える有様。

之も 瞥防園、消防除の援J 1)J を科: つより仕方が

なかっ ｔ こ。 一 時 は 物 凄 い火 勢 ｾ見せて居＿こが

消防隊のm躍に依り 5分後に は下火 となり 9分

には全〈 銀火しに。

( ニ) 第 7、8 琉 家 屋

第 7競家屋居間盤上で蛮火を; 旬、定しにも の

である。焼夷弾に近接して延焼し易いものは

少 〈僅か 11: .r;rc JiIf ｾ少量散らして置い ＿こに過ぎ

なか っ ＿こ の で ， 他 ω 家屋の Ｇ ｾｮ < 黙火後直ちに

燃え 揃が ることはなかっ? こが、隣組員の消火

作業 をまＧｦ ￬ め ても火焔 は勢 ｾ Ｉｊ ｉｬへ ＲＳ 秒頃 は 最も

猛烈であ っ? こ。然し日頃の訓練に依 る荊動は

その効果 を事げがj 1分で火勢衰 え室長防園の援

助7よくとも消し止める見込が立つ tこ五つに。

然るに l 分 15秒には米側地羽に第 5 枕家屋

から延焼、 ｬ 分 ＲＰ 秒には北側 ｪ 軒先 ｬ て ｕ ｾ Ｓ 披家

屋か ら延焼し始め ?こ。 何れも露地内であり隣

家LH孟炎中 るし て板塀の邪濯物もあり、注71¥



立の如〈ならす・一時は燃える lて委せる7 u¥態と

なっ? こが、消防除の活動 iて依って 8 分には下

火となり 9 分には鼠火と認められる主主になっ

?こ。第 7披家屋は庖舗を残し主主投、議所部分

を焼い? こが、第 8 披家屋は茸降し部分の一部

約 3坪を焼いに のみであっfこ。

( ホ〉 屋外焼夷筒

;おま路. 卜J て詐も 7こ場合を想定し?こも ので、

第 3 披家屋前面 2 米の箇所へノj 、さな木箱に載

せ北向とし、他 は ｕｾ Ｘ 披家屋前 ｦ 出 ｬ 米 の筒 所・

へ果物箱K 芳賀屑等と ー粕 l亡入れて置い 7こ。

賄火後10秒夫々口、二隣組員 l計六る席、砂 、

水の消火作業が始められ何れも 20秒乃至30秒

で完全に泊し止めに。

( 2) 第、2 ｾ突貫験

此の賃 ｬｦ 金 ｬ 引吏 ｭ する ＱＲ 砥賓焼夷弾は ｲｆ 裂と Ｚ Ｉｾ

l'C .3 筒の焼夷弾が猛烈な勢で飛ぴ川す親子焼夷

ｾＧｬｩ｛ｃ 子持焼夷弾Ｉである 。都 Ｔ 蹴 家庭Ｊ 北方 ＴＰ 米

の所 l亡i置き、子供の焼夷弾の何れか刈共試家尾

群の何廃か ｬ 乙命 ｲ￭ｾ するであらうと設定し＿こので

あるが、全部命中せす志賀識に止つ?こ。

昨裂と同時 lと飛ぴ1- 1¥しに焼夷弾は一つは約70

米 飛んでおＨｾ 1  ｾ古 宋尾 前 商 ＲＵ 米 の筒 所へ、 一 つは

欠張り約70米飛んで第 2 披家庭前前 4 米の筒所。

へ、3返りの一弾はぐんと飛んで供試案屋群を越

えて 約 ＱＵＰ 米、ｴｩＧｾ 8競家屋西南約 80 米の筒所へ

落ちて火花を散らして燃えて居る。やすれも隣組

日! 引火って完全に消火せられ1: 。

( 3) 第 3 次 賓 験

ヲi級事各種焼夷5ii iの2度前である。

( イ) 1  1i : f ; エレクトロン焼夷抑

1J t i ; と云つでも流石に質抑である。 5 1tf; 焼

夷併j 以上の威力がある様f:: 。火花は高 さ3 米

同へ 4米位飛び散る。 殻 火後数秒の頃もう 一

度パ ツ主ノj 、爆破 し火花は勃を もりかへして四

散す る。

れ ) I 紅葉燐焼夷11li.

型出火後約 ＳＰ 秒パ ｻツ主 ｉ ｾｪ 煙の尾を号 ｼ いて ｪｬｾ

び散 ろ黄色の火花は美し し、。こ の時の火花の

FIj さ約 5米、前へ20米 i&:t 亡しか思はれなかっ

＿こ が ｕＺ ｾｉ Ｇ ｃ は ＵＰ 米或は ＱＰＰ 米も飛 ぶ こと が ある

との事、先づ50米は飛ぶもの と忠はなげれば

な るま L、。

(( . )  3砥泊)m' 焼夷弾

家 ?々 こる 黒煙を伴ょ、のを特色とする。 10米

i訟の黒悼の cl -1('C紅蓮の焔が 2 米徐 りあがっ て

居る。夜であっ?こG火の恐怖を一府に示すこ

とであら う。

( 0 )  3 屯油脂焼夷弾( 爆設性)

大臨前半; 0; 同校 なものであるが鮎火後30秒

伎で爆護する。 一層焔 をあげτ 延焼力を増す

であらうが、消化 lて馳けつりに人建が一瞬俳

易か十るを得な いにらう。

( E )  1屯エレクトロン焼夷弾

A と同ーのものである

(  4  ) 第 4 ｾ 火賀験

此の貰験は航空除の方にとっ て誠 K 無理な計

訴であっ? こ。既 I' C 御承知の通り 焼夷弾は都市の

様な航汎な土地へ散イji するのが目的で、一施設

を狙って投下する Tこめのものではない。従って

150叫 に も足らない建物を円棋とし て投下する

飛行機もなりれば設備 もな りれば訓練もされて

ないのである。それにも拘 Uす・軽爆機上から 一

時宛手投することとして御承引下さつ? こ航空除

l亡深甚の謝意を表する 次第 である。

(  5  ) 郊 5 ，;，く 賞 除

残イr家屋で以賞験不可能の fこめ中止する。

賓験結果に就て

第 1 Ｚ 弐賞 験の結 果 ｕｾ Ｓ ， 4蹴家屋は全焼し共の他

も殆どそれに近い迄 l亡焼失し? こことは、多 〈の糊

衆 l亡焼夷抑 l乞因る火災は隣組消防・で は消火し得な

いも の と印象つ' りて しまっ? こかと 思ふ。然し是は

そんな K 簡単に思;伝してよい fごらうか。次にその

原閃を少し 〈考へて見度い。 即 t

(  1  )  供試安原は屋根茸材料以外は全部可燃性

物でお1; 成されて問?こ。

(  2  )  壁盟、天井の突付接は隙間が多かつTこ。

(  3  )  天井裏で各戸の直垂がな かっ Tこfこめ延焼

を防ぐ何物もなく四国へどんどん延焼 し

火勢を? とみに煽つに。

(  4  )  第 4 競家屋は生子板茸であっTこので火は

上方へ抜げ十側方へ允焔を吹きつけに。

(  5  )  燃料 ｉ ｾ こ乾燥し切っ＿こ味線を多量に使用 し

fこ。
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( 6 )  賀焼夷開 ｾ Ｚ 焼夷向左右＿抱合せ殊ーに ｬ Ｑｴｦ［ＱＧｲ

焼夷弾 Ｕ 筒 Ｍｽ ｾｈ 亡し＿こ威力が大きかっ＿こ。

以上. のこ t が事げられる。i 1 1rl -1一般の家屋を芳

へてみるに外壁IUI 仕切共壁樫は何れも l茸壁で、あっ

て、 この供試家屋程のパラックは光づあるまい。

この寵壁部分K 不燃板を代用し? このであるが不燃

板主は栴するもの〉その宜質は綾燃板である。殊

に本工事に使用しTこのは品質組悪でセメント液塗

としても未t: 不充分な品であっ? こから、防火の役

には余り立? こなかっ? こと思ょ、。板よりは増の程度

である。何分 lとも 4 日間の工事で はこれ以上の純

工方法もない。そして ( 2) ( 3) の原閃も亦工事期間

少なかっ? こにめで己むを得ないのである 。せめて

牛月の飴裕が荒壁位はつけられ、それ? ごり不燃材

が加はり叉消火、陀際して火除盾ともなって呉れ? こ

らう 。 その上 l Jit 宜焼夷弾5筒叉は 1砥貰焼夷弾 l筒

U 1i : f ; 焼夷筒 l箇を抱合せて同時護火するのである

から通常投下される主思はれる量より 多かつ? この

である 。燃料は第 3 表 に示す通り設として は少い

こと はあっても決して多〈はなかっ? このである 。

普通の家屋には 究 旅 程 " j 然え 易い品が此の霊14

K は入つてないかも知れないが、 要するにより燃

える 4条件が多かつにのである 。一概陀隣組消防で

は消火し得ない色決めるのは早計であって、現κ

第 7 披家屋は隣組のカで消火し得? このである 。1I 佐

東京の捺に外周が羽目板張りの家屋の密集都市で

1 1 2 8  

はこの賢験が警鏡主なれば幸甚である。

」比虚に問題は第 4競家康である。間仕切のない

建物、金属板封: で火が上へ燃え抜けない建物、是

は火の廻りが有1. < 消火活動範聞は捕がり 、火元へ

注水どころか火に迫はれて屋外に逃げ出す事主な

れ隣組では勿論瞥防固でもかj 火間航で兎角大き

な火元 lとなり易い こ U ' l : 留意すべきである@

結 論

本質験が工事を完全になし得なかっfこ需に、所

期の結果を得られす' ( ' L 焼失し fこことは、他商から

考へるし如何に申分な 〈多〈の水槽を設り消火

七ツ道具を整備しでも、肝腎の建物に何の考慮を

挽ょ、こ主な〈延焼し易い位にしておーいにならば、

折角の準備も努力も報いられる事の少いのを裏書

するものである。きうしTこ設備も必要ではあるが、

それ以上に建物自鵠の不燃性を; 喰すこ左右? 考へな

りればならい。即ち防火改修{ Hi 3 封に必要であっ

て、燃えてから消すことを考へるより燃えない建

物を、せめて燃え難し、建物を造る事が先決問題で

ある 0 ・

今迄各地で行 は れ＿こ改修家屋の火災 ｲｲ ｾ 蹟 が金々

消火をせ今とも隣家へ延焼せすもに鋲火して居るの

し 今 回 の 第 1:失責験とは質によき釘皆既をなして

居ると思ょ、。 終り

〈演脅本部調脊班〉



内 南 洋 方 面 の 建 築 事 情

1. 前がき

2. 筑 象

3.  地質及刑瑚撚

4. 建築材料

1. 苅 が き

目

昨夏 、 協令から南洋方面の建築 ＴｾＧｭｾ 乙就いて 、

執筆を乞はれにのであっ? こが、azt 時総行中であっ

? こ? こめ、共誌を果し得すも残念に思つ? こ。その南洋

特軒続( 昭如 16年 8 月競) は、森 悶慶一氏の内南

洋の建築、島元夫氏の南洋方商の建築事情等多数

の南洋記事で美事l乞飾られにので、敢て自分の駄

文を加へる必要はなかっTこのであっ? こ。然し、更

に協合から執筆ーを目立められにので 、前記の記事に

辿れてゐ? こや うな事柄を纏めて 、紙町ぞ汚すこと

にしに。

自分の南洋への放は一昨 15年の瓦であり 、時局

は共後念速度に進展して行つに。それで護表を差

控えねばならぬ節も多〈 、叉記事も古〈なってゐ

るこ ￨ｾ 御諒承閥ひ＿こい。

内南洋主標題に断つ?こ様 t亡、以下の記事は、委

任統治領から一歩も外に出てゐない。それは自分

の雄行の範囲から制肘せられにのである 。

2. 気 象

南洋群島はその位置赤道1て接 し、全領内悉〈熱

帯圏内K 在るをIぷて、温帯地の如き四季の別なく

ー年を通じ所謂常夏の闘である。然しながら各島

骨太洋中 1'1::射て1: せる 小島なるを以て 、四商海風絶

えす'烏上を吹 き渡り、純然?こ る栴洋性気候を現 は

し、 設夜の別による筑象の鑓化も亦悩めて制， <、

気候は概して遁順である。

(  a )  気堅、 各島i k も低偉度 K 位する ?こ め一帯

近 藤 泰 夫

次

5. 住宅建築

6. 南洋建築に於げる特殊事情

7. 結 語

ｬ て策 ｛ｲｾ は低 い 。その 一 初 ｪ を示せば、 ｈ 召手 ＱＱＶ 年 Ｍ Ｑ Ｐ

年の 5 ヶ年聞の記銘によれば、パラオI ' L 於て年平

均756. 26mm、サイパンに於て742. 29mm k なって

ゐる。

( b )  風向、 東西2700浬、南北 1300浬と云ふ腕

範聞の而宥't l ' L 散在する島唄なるを以て 、風向亦自

ら一定でな い。 大閣に於て毎年 11月より 翌年 4 月

頃まで北東乃至来の風( 所謂貿易風) で、 5 月 ~

10月には所陀より風向を異にし、西部諸島では西

乃至南の風、 その他は束乃至南の風等直々であっ

て、 ｐ 住之が交替期に暫時無風よ伏態ｾ呈するを常と

する。

( c )  風速、 風速はサ イパン附近( マリアナ群

島) I ' L於てや 〉強 〈、 4 月又 は8 月- 9月に弱< 10 

月 ~翌3月に強し 、。昭和6年- 10年の記銘によれば

全年平均風速サ イパンにて 4. 45m/sec ( 最大が8月

の26. 7m/sec) 、パラオにて2. 02m/sec ( 最大が 1月

の17. 2m/sec) である。

( d )  気温、 サイパン島を除 〈の外、各地共温

度略々等し し 平均気温 26
0

- 2 8旬、 最高平均

29
0

- 30
0

C、 最低王子均24
0

- 25
0

C を示し 、 最高

32
0

C 以上最低 20

0

C 以下に昇降する事は玲んど

ない。

従って l 年を通じ、気温の鑓化は組めて住t し

がn 日の高低差も約3

0

C ｾ越えな い 。

昭和 6 年- 10年の認鉱K よれば、パラオ l乞於り

る全年平均気・温 26.88
0

C ( 最高平均はー29. 7
0

C
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最も多 〈、 ポナベに て4，0∞- 5，000、パラオにて

3，000- 4. OOOmm I' C 達すること珍らし〈ない。尚

之が年内分布!'C就ては、乾i然期の劃然しない所も

あるが、概して 7月- 9月を多雨期 c し、 l 月- 3月

を寡雨期 ζ 看倣される。

多雨期に於ても永〈降り鍛< rf : i は殆んどな い

主 h して短期間の豪雨が多い。所詞熱帯特有のス

コ ール ( Squall ) が月んど毎日 1- 3 同来 るを常と

し、 このHlftt は. $ < ないのが普通である。

;放行中、テニ アン品 l亡於て、昭和 15年 7 月げ 日

午後 3 時より 担割 4 時迄rc 277mmの豪 j:Ji 営髄験 し

1: 。この雨盆は10年摂りと の事である が、記録κ

於ては l 時IUJ 100mm， 24時間300mm、 3 日IUl 500mm

と云ふ数字が後見され る。

最低平均は 24. 63
0

C  ) 、サイパン l亡て 25. 56
0  

C  

( 最高平均28. 39
0

C 最 低平均23. 36
0

C ) にして、

大韓民於て4月- 6月l亡高し 1月- 2月に低 きを示

してゐる が、大差は無い と考へて間違ひはな い。

( り濃度、 島唄は何れも 高漁民して、年平均

82% を示 し、 一般に 5 月- 11 月の聞に高きも 、地

域により差があり 、叉年内鑓 化 も少 し 最 低60%

ｾ示す こ主も極めて 稀である。昭和 Ｖ 年 ＭＱＰ 年の

i[1己銭によればパラオに於ける さを年平均滋度81. 6%

サ イ パンに て ＸＲＮＲ Ｅｾ 示す。

(  f  )  雨量 雨量は各島何れも極めて多 〈、年

j:n量 2，OOO- 5，OOOmmの聞にあり 。之 を平均し て

年3，OOOmm以 上に達するを見る。就中サイパン島

lとや 〉少 < 2，000- 3， OOOmm、ポナベ及 パラオ島

Jr_ 

;If<、

・."

ま 〈 島 南'ldn

- 2一 一 一 一 一 一 一 一 主 回 共 性
一 一 - ー ー

日ｾ
，
プ

一

¥

ぢ

y

/
刀

γ

一 - Ti 10

九二 7( 点J

マ

ーJ

ヤ

J レ

終 : 2

島E 守山・ト ( e;

トラ .. 7. ・: ポナ句

者 ロ ・) . '/ 群 島 '

i' .;. ｾ＠ .. 

イサ Ｎｴ ｾｾ Ｑ
32 - ，L'  

//  

J コベイ ( e)

F h 亡
。司 、 台 ¥

園地浄1 南

3 0  11 



( g) 地 震 地震は こ' :> 10年来あまり大きなもの

は記録されてゐない。有感地 Ｇｾ ｑ が年 ｬ て ＱＰ 四 位 無 ｊ 感

地震が月 vC 10四位ある が、構 造物 lと被害を及ぼし

? こ様な大きなものは未ピない。

テニアン烏 lζ グガ族遺跡 e fi J } する石柱鮮があ

る。 ＱＮＵｭ 角 、 長 Ｓｭ の角桂の頂 ｶｃｻ ヰ ｾ Ｒｲｮ 程の小球 Ｉ Ｑ 手

石鉢を |て向き lモ載せ fこも の で、 1565年四現IE牙の史

家 ミグ J レロペス 、 ラ、 グスピ氏の蛮見し? こ常時 lと

は、6基 宛2州 l乙並立してゐ仁左 :i.ミ』、。それが 1742

年 lこ2基 、 1855年 t乞1基 、 1900年 vc4基 、 1902年 に

3基が倒麗し、現 在2基のみ停立してゐる。倒覆の

!京国は尉風及地L廷に因ると仰へらる 〉のみで、詳

細を llj1かにしな い。且つ石 柱の基 艇は充分i紘賓 で

あっ仁左は認められないか ら 、地 主Ｚの震度を推ｾＷＭ

する資料とはならな いが、 iι ，乃一)j汚，巧草

し＿仁こものでで司あること は推元定 ｾ ｉ川ＱＧ ， 冴※七る 。

( h) 暴 風 雨 南 i洋枇巴は内地主 潤 を 襲」、蹄J !tの

護 生地である が、 その低気lf躍は、米 t:.' 幼 年j明K 属

するも の多 〈、 暴風の程度も 内 地、琉球に於ける

如〈 激甚なるは稀で ある。然し航範囲に散布する

島興よりなる 故に、時κ 暴 風 j: 同l亡裂はれ、 被告: を

受 〈るこ左もある。ポナペ島では 1905年 K 大 暴 風

雨があり 、 向島 の卵子闘は 殆んどｻ 主 ， ｾ ｩ￮ｾ し 仁左 云は

れる。叉我が統治以後 l亡於てもヤル ー l 、ヤツプ

パラオ等に大/J、10数回の製被を見Tこ。最近の大な

るものとしては、大 1E 9 年 ヤ ツフ・島、大正 10年ヤ

ル ー ト、大 正 14年ヤツフ¥ トラッ夕 、 ポ ナペ各島

昭和2年パラオ島、昭和7年ト ラック島を製つ7こ暴

風 雨が奉げられる。

3.  地質及珊瑚磁

3  パラオ島牧場風景

2  テニアン島にある先住民族夕方「践の遺跡

f  
(仏a) :!:地也質 赤迅道-より以以‘ j北とロ22

0

N迄、 l日30
0

E )ルUヨ主

lげ75ヂ。E のi陪問百山iκ 占撒l世並在ナる大IJト、l仁， 40ω0 の島唄よ り成る

r市)も有i:l ‘ ¥ 洋.

UωJ ヰ中1リたと lバ45ヂ。 E )乃D至l円50
0

E にUぬさて弧をを?雷雷i 苦きi て南南.北 lにこ

走行するぶi知溝線 3を? 境界 として 、東西耐群島 l乞分 つ

を促 とす る。

その東部群l!o ( マ ーシヤル群島、カ ロ リン群町

，:!.，央群品〉は恭慌手?玄武岩とせる沈波珊瑚礁であ

って 、 ｾ ＼ は大 Ｏ ｊ 、 ＰＩ 環礁をなすを特徴とする 。

又回剖l群島( マリアナ群島、ヤ ツ プ パ ラ オ群

島) は、 小笠 原 火山帯 の 雄績 どして、脳行的配列

をなせる品世IJ であって 、基盤を安山岩及石英粗 耐

えせ k せる隆起刑J，VJT!(( fが主 である。共の内 特異の地

質を有するものはヤツプ島 であって、 向島は角閃

岩 、 班riVi¥和、 I，XJ緩む の如 き古期岩類 より 成 り、其

の 上 ＿と ｾ ｮ 期ＧｐＮＮ Ｇｲ Ｑｊ岩 、 砂岩 、泥 Ｑｊ＼Ｎ 岩が あり 、 更に

共の上 に第 4. j明石次岩が載ってゐる。

( b) 珊 瑚陪 Vanghan 氏 l乞従へば、珊fl i J j 礁主は

石 以 質の丘陵或は 山脈で、 その表商は7k間近〈に

あり、或は少 くとも 、 その生成官; 時はあつにも の

で、主主してl I l !l llJ J等 の 生物 櫨 よ り分泌されに茨猷

カルシウムより成る と定義されてゐる 。

乙れ 5を，， 1'市b

つて新程の 2 1にζ 分分. iちう得られる。五j珊君tiii(!; はun 期

の生成であって、師 l乞石次岩に移過し 、 石;偲均

であり 、 何 れも Ａｬ 提起して 、 ＱＰＰｾ 150mの墓地をな

してゐるの多〈西 部 ｾ ｬ 下 ｉｾＺｽｾｌ 認められる所である 。

;新珊JmT; ({i は現代の生成 lと凪 し、河Ul m及刑瑚 砂 よ

り成 るものであって 、所訂jj ヰ礁珊 JIJJ と栴せられ、

主と して紘 布 類 Mandreporari aで、 樹 枝i伏、球献、

3 1  "  



盤j伏、盃AA、葉欣等の1伴盟主? 篤すもの〉外、雨弁

介類、有孔品類 、石1 ; < . 誌類を交へて生成さ れるも

のである。特に海中の浅き所K あって は、乾燥に

耐える力の強 い主 云 は れ る 石次藻類( 主と して

ｃｯｾ ｬｉ ｩｮ｡｣･ ｡･＠ ) が最も旺盛に繁茂する。

珊瑚礁の形態は、次の 4種に分類され命名され

る。 E! Pも

( 1)  夢前提 ( Fringing reef) 島 111奥又は海岸に着生

するもの

( 1)  盤礁 ( Barrier reef ) 島唄又は大陸との 11¥1

に礁湖( L agoon) を挟在するもの

( 1 )  環礁 (At olJ reef) 環ifkのもので 中央に礁

湖を有する もの

( 阻〉 卓礁 (Tabl e reef ) 潤立せるノj 、珊瑚礁で

礁上に普通 1箇の刑瑚砂島を戴 〈もの

以上の 4 誼の外、そ の中間の生成があって 、例

へば裾礁 と海岸 主のrmv亡、 幅 1m位のノj 、水路を生

す・る ことが多〈 、叉盤礁の中央屈に裾副長が出来る

こ主があり、 ( 後者を内礁、前者を外礁と云 i 、〉

礁の礁湖岸に有孔品砂、珊mJ 砂より成る砂演が

卓Z存

4  D町刊日沈降設による主主磁型式回鰐

"  3 2  

護達し、外洋岸に海岸線陀平行に漂礁丘があれ

その下K 砂演が設建す るを普通 k する。

( c )  岩石 _J:: 1i 己のが1<西部群島は多 〈隆起却1]

瑚礁である 16M係」二、基盤を安山岩及石英粗商岩と

し、共の上 I'Ctf C3 期 より現代迄 の石h < . 岩が載って

ゐるものであるから、是等の各種持石が群島の各

地より 産出し、 各種目的に利用 される。

今主要なる 2、3の島腕について 、産出する岩石

を列記すれば次の如 し。

ザイパン島 本島は主として隆起石次岩より成

るを以て、その分布亦最も肢い。サイパン鴻王荷主

栴せらる〉ものは、石/ j ( _岩( トラパーチン〉であ

って、 共の量多 〈種類に富み 、色彩 も鮮かである

が、裂蹄が多いから 小形の装飾用 K 利月j せられ得

るに過ぎな い。ガラパン町背後の丘陵上より産す

る石次岩は、上層は竪硬であるから、砕石として

利用せられ、叉裂蹄の少い部分は建築 石材として

も利用出来るが、下部は砂質又は泥次質で、 (こ

れをカスカウ主云よ、) 道路J散布用姉石として利用

し得るに過ぎない。

ヤツプ島 本島は南洋群島中唯一の古期岩類よ

り成 る所謂陸島であって、他の諸島に見ら れる隆

起石右足岩は全〈有在しない。島人が石貨色して珍

重する大理石は、パラオ島より持来れるも のであ

る。本島中央・部丘陵地及西部波紋墓地には角閃

岩、角閃片岩及陽起石片岩並びに之等の碑石及礁

が存在するが、何れも砕石と して利用し得る以外

建築石材主して利用することは問来難い。

バラオ諸島 コロ ール品の京牛は、隆起石次岩

西三ドは安山岩、砂岩、集塊岩、凝茨岩より成る。

;東部 アルミ ーズより採J[元さる硬質石灰岩は、現に

コロ ール ・マラカ ノレ連絡道路の港橋の親柱共他の

装飾部材に用ひら れて居り、その他道路鋪るとし

ても利用主れつ〉ある。

新生珊瑚礁も強度を要せ まる構築用石材として

全群島を通じ随所に使用されて居る。例へば騎手

なる球秋をなすハマサンゴ Pori t es は、大なるもの

は直偲 1ｾＲｭ＠ I ' C 及ぶものもあるが、質が比較的竪

硬である のでこれを池宮に害IJ 9  ，壁鵠n - J 又は石垣

石材として利月l される。

Ｈ ､ Ｉ カスカオ 隆起石火岩の砂質Ｉ ｾ 至泥次質 ｬ 乞

風化謎質せるものを云ひ 、白色乃至ぷ白色を呈す



る。埴時々商材料として利用されつ〉あるも、麿

減速かにして、乾燥f I 寺には協挨を瑳散し ¥J忠治の

方法を誹す・ること の必要が認めら れる。内務行土

木試験所 にて試 験せる結果に よる と、珪|酸菌遣を

締合材ーとして透入せしむるとき は、相首の強度ーを

示すが故 t亡、之を路盟主し その土: f L乳剤j鹿 理を施

工せば可なら んと の ことである。

4.  H築材料

( a) 石 材 既 K 前官iIf"[; ;己しにる 虫u< 、石灰岩 の

或極 の ものは建築 用材ーとして利用し得 る。 隆起石

荻岩が、 トラパ { チン化せる もの 、仮1) へば既記の

コロｽ ル 品 ｦ Ｂ｛ｾ 出 す る硬 質 石 衣 場 の 如き はこ れ で

ある。

コンクリート用官'材として 、:{:i 1;J(:Ji.十昨石カ;組骨

材 K 、海岸砂( 刑瑚礁砂) がffim' 諮材1亡使用されて

ゐる が、特 に後者は その粒皮 が車1111放に過ぎ る?こ め

使用上特別の注意 を必要 とする。

( b) 木材 南洋群島 は 日光と降 j:f:i e  i'Cil 知事K 瓜

まれ、樹木の生長vct . J しで は著 し〈賞f 僚 件 に あ

る。然る l亡甘lW、以梨等 の栽 培の?こめ に無統HIiJ1.よ

る開墾を なし、管ET事? こる原始，&，: 林ありしを伐採し

て焼梯ひ＿こると 、 日［，ｦＨＨ て愛 林思危ｻなしｾ市上必

要なる建築舟艇共の他の用材は随時随所より濫伐

して楠植村3林 を矯 さY りしe ( 'C よ り、漸次林相の

貧 困を来 し、特に樹 木が主 K 雑木の混滋林で、有

用樹木の佐!i かりしと相侠って 、現在 にては殆んと

有用材の諮fjl を失ってゐる k 云 ふも過言 でない。

南洋産樹種 lて閲しては九州帝大金子亮三氏箸南洋

群島植物誌に詳かである 。

南洋に は四季の匝別な きに め、木材には l明かなる

年輪 なき を特徴とす。

島民の使用すあ木材の種類を列奉する I"C

家 屋建築 用 錦木 タマナ( サイ パン 、 ログ 、ハ

ラオ〉

カノ ー

タマナ ( ヤツプ〉

紅樹、林投其他雑木( ヤル ート )

グマナ ( ヤツプ、 パラ ォ、 トラック

ヤル ート 〉

ウカ ｾ ｊ レ

¥ンノキ

セタ ック、

( パラオ)

( トラック、

ート)

ポナペ、ヤ ル

トーン ( ポナペ)

5  南 i羊科紅会景

i除 街榔樹、15々御子、紅紫樹、紅樹

宣告持 ウカ ー;1.- 、パンノキ

上i! 1己各.rm木材中、興味ある l 、2につ き設明者? カ11

へや う。

鈴木 Iron wood と栴するは 、勿論共の硬さより

名づげられ? こも のであって 、種 類は文献によれば

80後種に及ぶi : :i 辻、。唐木の l 種に餓刀木( タガ

ヤサン) と栴するも のあるも 、 これは装飾材であ

って 、 芸蕗 ｾ ｶ｣ ヱ宗子は」ふ 、色財〈 の ｬ内 Ｑ有 ｔ抗 ｶ｣ 乞は ｅ嵐島せな ｌい、、。 家崖建 築

T用丹空笥等苦宰; 陀}附!円j Jふ、るも のは太

内南南‘洋諾諸4 品、比符;賓 、ボルネ オtて産出すーる。白蟻

の容を受りさＧる をヰ ， Ｇｈ ｾ￨ す。心材は 深 紅初色で Ｕ 火

山lて|暗色となる。比重は 1. Ｒｾ＠ 1. 51"[ 及び逃?ご重〈

竪ffi なれども弾性少 〈、加工困難である。極めて

イT川なる材なるも諮材は既 i乞少 〈なっ てゐる。南

洋語1[1枇枇殴建築 I'C川ひ? こるは、この餓木であって

その耐久性が認められにるに よる。 太平洋鍛木の

外 ｬ 亡 、 錫 ｲｾｾ 鍛木 、 ポノレネオ鶴木 、 交枇支那鶴木 、

ピルマ鍛木、滋ザ+1鋭木等の種類が傘げられる。

校洲餓* は叉木麻黄( モクマオ ー) 主 云ひ、華

滑 にて は これを小笠原松と云よ、。一見松葉のf明石?

呈するも 松 le非す' して澗葉樹 である。明治29年始

3 3  
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めて小笠原島 より 塞 漕へ移 入し、現在叉華漕 よ り

南洋 l亡移し、防風林 )IJ 及新茨材として盛んに槌え

られてゐ る。 南洋興費合枇テニテ ン製 植所 K て，は

皇紀2600年記念事業: と して遠大なる浩林計ー誌を樹

て昭和 15年度 K 於て造 市費2寓2千闘を投 じ、70高

本の植村 を完了し仁左云五、。

紅樹〈マング ロープ) は南洋特有の景視を呈す

るので観光者の 眼 を惹 〈。 系統 上金 〈異なる 数種

を混じて紅樹 と云 よ、。 何れも礁原の登達せる海岸

水中 に 根 を扱げ 、 叉 無根を＿生 ｾ てその枝は海面 ｊ て

に管蒼 k 繁茂ず。近時 タンニ ンの含有量豊富なる

を以て樹皮を剥ぎ風乾物となしてI!T:I易ーに出す。 H

慣の内、 建 築fHとして最 も多〈利用さ る〉もの を

ウルル と云ひ、材色暗褐色を呈す。叉電柱、 土ユ;

用材として も使用せ らる。そ の特 に奇異 とす る所

は種 子は親樹 K 着 きTこる催にて登芽 し、 撚る 後観

樹より股離して海 中 l乞謀ひっ 〉遁鹿を得て根を下

す のである 。

5. 住宅建築

島民が替む住宅、集令所、I1I11刷 、 カノ { ノj 、屋君主;

の建築構造の詳細は、低i ' CfI' l 年 8 月批 lて森問博士

が棋記 して居らる〉から 、r Hc は岳民札喋陀附係

し? ごこ t は一切省略する こ主〉し、以下専ら穆佐

内外 人K 閥係 し?二位宅建築のみ K 就 いて記述する

こ左 〉する。

調 乙人がヤツ 7・島を買牧 し? このが 1899年 ( I!月治

32年) 我が海軍南遣支除が、向島を占領 しにのが

大正 3 年 ( 1914年) 、 その間僅 か11: 15年でヤ ツプ

島に現存する龍信局、倶楽部、官会等の鎖骨建築

を建て? こ のであっ fこ。記銘に よると 、調 乙がヤツ

プ品を 中心 として海底電線を抜設し?このが 1906年

ヤツプ品 lて無税電信所を設置しTこのが 1913年とあ

る。従って電信局の建築は 1904年( 明治37年〉で

あっTこかと 思 はれる。是等の建築は何れも鋭骨也

クリンフ1銅 lJ入コンクリ { ト で壁及j末を作り 、屋

根 は鎖骨 ・ト ラスにチ ｻ ク材の霊木を Ｉ ｾ ｊ ひ 、 装放の

上 に石盤石を貼つにもの であっ ?ごくこの石盤石は

大 正14年の暴風に吹飛んで、現在の トタン浪棋に

改められ? こ) 。今 日官時のイ兵柴部〈現在のヤツプ

尋常ノj 、製佼う の鋭背組床の下 に 入 っ て 見 る と、

Dudelingen  NP36 と駅刻しTこ工形鋼梁は既に錆孔 ‘

がー・商にあ いて、心元ない構造i ' C思 はれる 。郵 便

局も何度か布n強 し修繕しにものであるが、現ず巳或

程度の鎖骨及鋭網の錆による亀裂が認めら れ る。

6  菜建築間取及直射日光投入国

1 1 3 A  

巳



この海風 ￨ ｾ 民度の高 いヤツプ の重要建築 ｬ て鵠骨露

出の構造を敢てし?こ認識 不足も 、北は 式( uj、さな

窓を作つ? こ事 も、今日から見れば笑話の種に過ぎ

ない。克も日本側で建て? こ木浩建築は全部大正 14

年の風で飛んでしまって 島氏 の笑草 となり 、 その

後K 建て? こ錨 筋 コンクリ ー トの建築は、屋根や壁

厚が部かつ仁左見え 、南洋の酷暑に過つては耐 え

難〈 、叉屋根からの雨決りもあって、J. I : むを得す'

陸屋根の上に更 に屋根を架する不始末になっ? こと

の噂話を聞い? このであっ? こ。

熱帯建築の民髄を把撞し得? このは南洋施政15年

の経験に負ょ、所である。南洋E長官会建築は防暑を

主目的に採り 、 先 づ株主 Ｇ＿ＪｦｉＮｾ Ｈ亡し 、 米 凶 ｾ差益 ぎ て

朝夕 の 日光の入射を 避 け、南北 Ｚ［･ ｺ さげて迦風 ｾｩｬ Ｍ ｉ ﾭ

ｨ 又 Ａ 布告＿深〈して北側 ｬ とベラン ｬｦｾ 設り＿こ。床

を 高 ¥ 1m位に して 、京桂 をコンク リートとし 、

湯気 と白蟻の容を避りる注意を初IJつ? こ。屋根は一

般に ト タン 浪板を ｭ ひて 、スコ ー ｊ レが ｬｾ ｦ らす天 Ｗ ｊ｜Ｎ

:;e集めて飲料及雑用の 7J ¥. { I L 供してゐる。トタン屋

根ではある が、天井 板を張・り通風K 留1ましてある

の ｫ 絶え十 微 風 があ り 又スコ ｾ Ｉレが度冷凍製す る

ので、弱気κ ↑j込む不者1¥合は無い。窓金」もは殆んど

例外なし に ホイトコ開窓 金具 ｾｾ ｭ してゐる。 こ

れ はWhi tco= Vi ngent  Whitney Company， Fr isco の時

都であることは読者の既I ' c御 承知の事と思五、。南

北 の窓から 東西の風を取入れること は普通の窓金

共では出来ないがホイトコ金具を使へば南窓から

東風も西風も部屋の中へ入って来るのである。

トグン屋根のペイント 、特 に 防益金料lそこは少 か

ら十 頭を ↑鈴まして居らる、。ｩＧｬＧ ｪＷｫｾ 飲件主して佼

則する? こめ 、鉛毒のないことを要し、南洋の紫 外

組主絶えさ' る降雨との? こめに塗料の耐久力 は牛減

し、叉 トグン板の錆が用水 lて入らない? こ めに度 々

ペイントを塗る必要があれこれら の4条件を制す

ペイ ント は中々出来期. い主 の事であっ?こ。

住宅建築Icl 刻する記述を絡ちんとするに訪れ

現在南洋に於て建築されつ 〉ある民間l建 築の大 勢

を判断する最も興味 ある資料 として 、南 洋1ltf. {ILて

殻羽iせ る市街地家屋建築心得を下 に掲げる 。向市

街地住宅建築心得 k 云ふのもあ るが大 同小異でーあ

るから f行目告する。

市街地家屋建 築，心得

J. 巾員 H 円以上ノ 道路ニ i百スル家屋ハI町ー先庇等

突出向 ｬ ヲ貸付地境界線迄 Ｓ 尺ノ距自 ｦｾ ヲ世キ道路

ニ併行シテ建築スベシ 尚道路ニ商セザル建物

ト雌貸付地境界線 ヨリ相訪距離ヲ置キテ建築 ス

ベシ 但高層叉ハfi 由民耐火建築家庭ニ 附 シテハ

日Ij ニ建築総及基礎設計等ヲ指定スル コトア J レベ

シ

巾日 311¥"1以下ノ i草路ニ同i スル家屋ハ前項 ノ距離

ヲ 4尺トス ベシ

2. 家屋ハ地税ヨ リil汗桁f : ili官迄 10)ミ以上. ノ高サ l、

シ下家放附J f1建物等ハ 8 尺以上ト1 .0スペシ

3.  道路ニ阿シテ辿築ス Jレ家屋及附属建物ノ地盤

ハ道路i白[ ノ高サニ 地 均 シテ錦スベシ 但 シ地 部

ガ道路l凶ヨリ 者シク i会iキ場 合ハ迅ー路 i剖ヨリ 2 )¥!. 

迄ノ i手-，tj サト需ス コ トヲ得

4. 家屋ハ幼1¥立 匙 ト翁スベカラズ

5. 家屋ノ械浩 上 重要ナ ｊ レ ｭ 材例ヘバ ｊｾ 語 、 柱 、

桁等ノ ;如キハ角材ヲ佼 JiJ シ見エ掛 リハ可成鈎街Ij"

ヲ錆シ外槻ノ l謹裁ヲ損スベカラズ担 l シノj、屋材

等ノ :如キ見ヱ陪レ ニ使月Jス)1.- モノハ丸太材ヲ依

JIjス J レモ差支ナシ

6. 家屋 ノ外壁 及雑作建J t.等ニ ハ柳子葉ノ類叉ハ

竹iil 張共ノ他荒削リ板若ハ古舘板等不臨裁ノモ

ノハ伎町 ス ベ カ ラ ズ 又 屋根 、外 壁、建具其ノ

他ノ見エ掛 リニハ金色醜キ色彩ヲ 施シ環境 ノ風

致ヲ損スペカラズ

7.  { 話根ハ不燃焼物ノ材料ヲ使 )-tj スベシ イE シjfJ '

銑 板 共 ノ他不謹裁 ノモノ ヲ使fIJ スベカラズ

8， 便所湘t対等ハ耐水材料ヲ以テ逃 リ地上 l 尺5寸

ノ高サ トシ汲lfx_ ロハ地上 5 寸ノ高サニ設ケ且麗

謹ヲ矯スベシ

9. 物置、炊事場、浴室、使所等ハ道路ニ絞セザ

J レ箇所ニ設置シ又公衆 ノ目ニ協 ル 、場合ハ障壁

叉ハ目隠等ヲ設ケ風致ヲ損セザル様施設スベシ

10. 家屋ト迫路トノI 1 J Iニ通路ヲ設クル場合ハ左記

標準ニ依 リ設計会必ズIH願 ノ上許可ヲ受ケ施工

スペシ

道路沿下水ヲ蹴断シ通路ヲ設ク) ¥. . - 場合側壁ヲコ

ンク リ{ ト辿叉ハ粗礁石練積 ト鴛シ下水謹ハコ

ンク リート 又ハ鋭板荒ハ厚板逝 トシ之 ニ排水接

関、 ヲ設ケ路商 ノ排水及下水ノ i疎通ニ支障ナカラ

シムJレコト
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此の心得 中貸付地 主あるは間有地貸付 の立であ

って、品民有地 は長官の許可を受 〈るにあら さ' れ

ば、i :t見、譲LJiJ 又は捨{ 米の目的l亡41: する契約を締

付するこ左会禁止して 、以 て一方島氏の粧出( 1' . ) 、

法 Ｇ ｗ 的 智識の飲如 ｬ 亡 依 り 、有 ｾｩ ｝Ａｩ ｊ の 叫 告Ｚを交 〈 るを

後 ｾＩｪ し 、 又一方従って 、 ｊ Ｚ Ｚｊｯ也 ｬ 亡 闘する脱利を ［ｪ ￬ｬｊ 限

する形となっ て居る識である。然し今日嗣f[ 地 t

民有 地 ｢ の境 界 は概ね ｬ り ｪ かでな し ｲ ｾ Ｑ 下土地調芥

事業主? 賀施中である。

6. 南洋建築に於ける特殊事情

南洋』て於げる是喋K 闘輸して官; 然考 l叡せられね

ばならぬ 2、3 の|問題につ いて記述する。

( a) 防暑建築 前簡に於て南洋に於りる 木匙建

築の防省ー方針を述べ fこ。木浩以外例へば銭筋コン

クリ ート 建築に於て は、防毒占の fこめ毘根を二重』亡

し、 壁厚を? 厚 〈し、又は壁髄 lて日光の直射を: 祉げ

る＿こめ ｋ ベ ランダ を居室のか ｊ ｾｉ ［ ｉ ｉ 亡設 げること 、 記

風 {f充分 K す るTこめ に窓を充分大き 〈とる こと、

東西の 日射は完全l乞遮断 して室内l亡入れな い桜花

配置す るこ とが必要である。 T背yft とは煉1[ 建築は

ダftん ど見首らな い。 然し、サイパンのチヤモロ，日

比 の石地 主 住宅の防呆建築を純 例 ｉ ｃ ｾ 来るなら ば、 あ

なが ち不適首の ものとも 思はれな し、 。但 しこの場

合世出は最小 30cm ｻｦ 必 要とする。 ｘ￭ＡｾＩ 事＿を設く

べき位 ｻ丘を 、 その土 地 の恒風の方 ｪＧｾ ｊ を巧 へ て ｪ 頭 、下

l亡世〈 ゃ うIC考へねばなら ぬ。

南洋l乞も華碕 主同じ 〈出仔脚を? 泣くべ きで ある

と思|はれ る。

( b) 高温 高濃による木材の腐蝕。南洋に於 て

野外に堆積せる木材は、高出l e出掛 との影響によ

り、 容易に種酔作用を起し、牝樹、i弘憾の被害を

受りる 。 その程度は 内地の梅雨j閉に比 し吏忙大で

あり、且つな 激である 。南洋服産業試験場( 現熱

帯産業研究所 ) fC於 て賞施 し仁木村何桁及防悩試

験の是主果によると、 総1括的に 内地材は故も: i l ! I < 附

朽し 、群島材鶴木、紫閥、 テ リハ ボクは 一 番 ilj:

い。防 ｩ ｾ 話剤 ｕ￨ し では 、 コ ー ル ター ｊ レ 、 ク レ オソ ー

ト の塗 ｾ ｬｬｊ が設 も 有数であるとよミよ 、。

( c) 白蟻の被害及議防法。南洋K 於 ては、白峨

の容は悲 し し 殊 lモヤツ プj誌に於て叫しい。 肝類

はヤマト シロ アリ を主 k し、イ ヘシ ロアリ 、ヒ メ

シロ アリ を混じてゐる 。

.， 3 6  

白蟻の被害は、内地漆松、杉及米松等 l亡於て最

もi1:t.: し し 餓木、 タマナ等は犯されき' るb対話であ

る。煉瓦制、 コンク リート 浩君事弘 、共の J組織が粗

午11なる場合 l亡は、之れ K 娘道を設けて; 回路左し 、

ｘ 石 ＯｊＨｊＧｻ 分ｻｦＧ，Ｇｾｾ剖 Ａ ぜしめて峨 ｪ 立を作る。 材料 がｾ

1ill!共他の迎 ill fC より fdす こと能はさ' る場合には、

ｪｾ の表 ｩ￺ｩｬζ 砂質材を以て ｩ 娃泊式蛾遣を築設して 、

容易 ｬ て柿浩物の 上 ＱｾＱＱＱ て到達する。 由 蛾は釘Ｚ年 ｉ Lm 

(ヤ マト シロアリは4、5月頃の升IlH、イヘシ ロア

リは7、8月頃の夜間] ) 羽化飛却して拶到し、新1こ

に ｩｩｌ を替 ｴｊ ｻｦ以て 、 地 ￯ｭｬ 亡援せさＧる榔起Ａ［物 Ｎ ＱＭＮ 背 ｾｉｬ て

於ても 、 その寄を泣 くるこ とは山来な い。

白蛾:像防の方法 としてi ' l ' Jひらる 〉ものは多 〈は

防蛾朔j を捻ギj'j又は浸漬して品詰: を巡りんとするも

のであるが 、 その ｩ 通達せ玄る Ｑ ［，Ｑ ＮＩ 告 ＱＱ は踏 ｬＭ［ｾ 子を避け離

し X 乾燥、がI[ 張、流失して効力金夫 ふものが多

い。ｾミ類ｻｦコンク リー ＱＮ Iζ てf F l J ! l f 弘容をJ i l l りんと

する工法が肢 〈用ひられて居るが、 その去i耐に麟

遣を設りて診勤するもの 、定 中より移動する もの

はi l l 1り刻れ 、。

特許松平式的蛾殺減Jg，防法は 、Jl: の装世 11: 貰刷

新築特許を受 VJ1こるもので、大阪府、和歌山腕、

':':1女11)限及南沖群品 K 於て茸施され、好成献を示 し

A + ると云ふ。その妥領 lま、特許白蛾殺減削と栴す

る白色J! 民央の粉末剤U ( 到i ' i 1t般にi殴粉をカ11へ? こるも

のと ｎｾ ふＩ ｾＡｊＺＭ ｜ ＺｈＺ 容器 ｬ 乞充 ｔ こし 、 これを 白 峨の桜

息しX は虫¥'lt長する と忠はる 〉附近民主II 設すると き

は、 その白蛾のU者好朔lである tとより 、 これを飽食

して死滅するものである。従って共の捕浩物の種

類 、 ｬ 副長の成 ｍ､ｃ｛ Ｇ底じ 、 ヱ ｾ ｪＺ ｴ 、 も ー 泊式 、 略式等の

1泊J工等級があ り叉地上法、地下 法 の 猿 防 法 が あ

る。刊}既 lモ白蛾11: 犯され? こる桃: u! ! 物 K 劃する救怖

が 辻 、 新＿こ ｪ ｣ｎｾＺ 築せ ん とする構造 物 ｬ 亡於りるＺ飯防

法主 l乞区別せられる。本法の干一j 効期限 に闘しでは

考案脊は 10年以上 k 云ひ、貰施例に よれば数年は

碓 賓 ｉ ｣ｪ Ｎ ｾ の効を認 ｴｊ ￨ 云 ふ。

(d) コンクリートの誼覆力選化、 錨 J出コンク リ

ー ト内 部の餓筋が ｩ 虫ｩＱｾ高憾なる場合陀針 ｪ 化 して 、

コンク リート 被翠l {f !，政り 、組裂{ 政泌を生十る賓がj

は、混濁共他t亡於て頻々とし て認め られる所で あ

る。

南洋某病院本 ￭￭ ｪＧ｜は 、 三 ｉ ｾ 家建陸屋根 ア スフ ア ル ト



防水の錨 筋 コンクリ ート 構造である が、 現在桂 の

外 壁K 援す るものは、|未l百より O. Ｕｾ ＱＮ＠ 8 mの範 聞

に於て 、者し く砲裂を生じて錆び? こる鶴筋? : ' 露出

し、Ｑｬｊ ＺはＺ害、 ｟ ｢ Ｏ ， ＧＨｾｬ の左右の 附近 ｴ 亡者し き 壁 ｬ 函よりの

制 ｴｊＡ ｾ 隆起が認めら れる。前 者は窓 下附近より の穆

水、 後者ーは窓J -.の!J 、J!t 附埠より の法水が不良千i 孔

性のコンクリ ート を主主透して餓筋I 'c1' l] 達 し、餓 筋

の錨 lとよりてこの亀裂を生じ? こるものと推測せら

る'_0 1古} 鋭筋K 釘するコンク リ{ ト の被援) 7 : も充分

で な い 甚 し き は Icmより 遥 か Iv J、なるものさへ

認められる。

ヤツフ官J にあるヤツフ・僑 ( 5使! 日1、グ J レパ ー151

延長 26m、幅員3. 64m) 及び渡月橋( 3偲I 1J I、 ゲ)'l.-

ノ〈 ー型 、延長 20. 2m，幅員5. l m) は、何れも l昭和

13年の施工 l乙係る餓筋コンクリ { ト 橋でめる が、

地 工後米七年月 を偲 ぎる|鍋係もあれど、何等被害

の徴候らし きも のが認められす・、 その設計及施工

lて於て、 油切入念であっ Tここと が裏書せ らる、と

共に 、 叉甫洋海岸地勤 ｾｉ Ｇｃ於ても 、 館筋コンクリ ー

ト構泊が安心して 荒 野F泌 物 1'C;1: IJ JI] し得られる事

を示すーっの設左 とも汚へられる 。

( e)  :1 ｾクリート施エに閣し 、南 Ｑｦｬ 亡 於ては ー Ｑ Ｍ ，

謹の虫J.I (、 61jbR出iiA4且つi'; oJl風 i乞lリ崎容され て、錨A方

針j化の危険性特に大なるをL)，、て、柿・出物設 iill 乞車I1I

心 の注訟を挑 ふと共 に 、 その施工 ｩ 亡 ｾｍ し 、 材料の

選 探、配 合、7K予: 、施工軟! 主、打込み、養生当主; 入

念なる施工をなし、水平行性大1i . るコンク リート 乞

得るｾｉｬ ( しなりればならない。 うt づ セ メントは梨息

て内地主主 であるが、運 送中及}目2蹴 中 lとbきりる iM3i，(

による風化の告は l有地に於りるよりもi [ t か にl! 正し

い且 つ迎 ｪ 誌の ｩ 史 ｦ ｾￜ しさにめ 、 Ｚ 民也後使 ｊ ｛ｊ迄の ｜Ｑ｜ Ｑ

に徒ら ｉｃ 時日を経過する怖が多いことは、ｾＧＭＺの使

川 l乞際し留，むを要する型li である。 :;7，くに骨付の 内、

組骨村は多〈硬質石みええま併¥1-i を佼)jJしつ〉あるが

その品質、恥 位 l乞っ き劣必なる例が 多いやうであ

り 、 ｾＺｮｉ骨材は出岸砂を伎月 ｪ しつ〉あるが、これも

迭しく和111訟であるにめ 、 配合 l亡は! f. ' J' I'C注ぷ' a: ' 要 す

る。使HJ 水は近 u寺多 〈淡71<?:'使用するに至つに。

tfrj:7K ?: ' 鋭自71コンリ { ト l乞使用すること の小石[ なる

は云ふ迄もな いの コンク リｻト工 事 ｉ Ｎ ｉｾ i亡迦過す る

スコ Ｍ Ｉレ Ｑ ｺＺ ｾｈ しては 、 ｩ 立 ちに裂 ひをなす等 、 也市

なる方法を講す・る必要が ある。向総じて、餓筋の

備に よる被害がぞか くないので、なるべく無筋コン

クリート の構造? : ' 1Y i 1l i する方向 lて向って、今後の

研 究が笠ま れる次第である。

(  f  )  努働力に闘し、南洋 l乞於ける J: 建 事 業lま

材 料の不足 と:)U亡、労 働力不足で陥まさる 、乙と

想 像以 上 である。 日 ｩ Ｎｬ 己主組うし以 Ｇ ｾ ＼ｩ盟京なる天止ｻに

WIII れ、慨惰安逸を? 好み j勤労を? 厭五、のj武があ るTこめ

立派なる髄絡の持主であり ながら、労働力として

の平IJ川悦' I IL[ 1亡乏 しい。近時勤労報闘段を結成 し、

向上もの持働力の手IJHJ を工夫しつ〉ある 。 現在 努働

者の 80. %以上 は沖縄腕人である が、最近は牛島 人

も相首精力Hしつ〉める。牛島人は労働能力は高 い

のである が、何分遠隔の地 の事であるから、渡航

Ｑｾ 消却 金 ｬ 亡多 額を 要 し 、 制高となる ｲ ｬＭｬである。 一

般内地人も例へば南拓挺身隊等となり現I'Cヤツプ

品の段J走道場 i'C訪l臓を訊ねつ〉あ り、近〈 パラオ

本品の南J右農場経営を強化する 百十設 である 。向葱

で渇へねばならぬ事は食続問題である。烏民も牧

入地 }JII で米の味を先ぇ 、又その _I 二l乞労働力不足の

にめ多数の米を食五、人間 を入n 1このでは、米のI -P，

来ない南j 下の前j主が思 ひやら れる。 一朝 有事の際

を汚ふれは安閑として若遁し刻1:い重 大 事である。

食料の自給策の樹立 ! こ れ科緊，色:のIgJ 題はない。

地元でH¥ボるキヤツサパ食料の奨附IJI乞附 し 南 洋躍

に於て ｾ ｜ＧｉＺ 法的の針策を講じられにき ことを熱 望ー す

るものは自分一人で はないといす・る。

( g) 木工徒弟養成所 南 洋:揺が花氏教育の? こめ

にｾｘＺ ｶＱＱ こ唯 一の高等教 汀で ある 。品ＱＮ Ｈｉ ｌ 建 築 技術

を ｾ ｊ 交 付 ｊｦ ･ ねて ｦＺｾｗｉＺ の ｩ 州安 、 思想主 導を ＱＢＱ的として

大 正 15年 コロール公皐院に附世しにものである。

入j列tt1長 公 接 民 有n習 科呈「当: 、iiWI6才以下の男

子、成 績優良にして各支版長の推郎によるもの

給興 会 i';i¥! 対抗f??に牧得、災料及被月位、製 nJ 品

をＧｾｲＮＭ ￬ ｾＱｩ Ａ ナ

年齢 Ｒ ヶ年Ｈ卒業生 ｾ ｉｬ 希へそにより研 究生とし

て 1 ヶ年主製 せ しむ)

I[説員 ｾ築科級 ｲｦｲｪｩ 1、J ie1時1帥3 Ｈ公 ｾ昇段 訓やＩ

助 手 1

山H 30:字g

手 ｾｩｭｴ 円及授 業時 ｪ 政 ｃｈ ＡｊＮ主 ｪ 時敢Ｉ

3.7  !1 



と ｟ ｾ ｉ 修身 ｬ 圏誇ｼ算術ｼ園禽ｼ健桶主 ｩ 同

時 設 1_ 1I_2L  4  1  2/  1  1  5  1
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卒業生就職情況 ( 昭和 15年調〉

1  1邦 人大 I I  I  

抑制 ｼ 研究生 ｼ 実十 Ｑ ＵＳＱＲｚｆ ｬ 其 他 ｉｾｉ 昔十

l  I  I  Iるもの I I  

人 劃 4 I  8  I  99 I  12  I  9  I  10  I  142 

1比判 ( 2. 8)[ (5. 5不明.8)[ - ( 8. 5)[ (6. 3) [(7 .0)[ ( 100)  

7. 結語 ボ ーキサ イト 主燐次石が問 、砂糖と

鳳梨が盛れ? こ所で、南洋群島が帝闘の粧桝的資源

として寄奥する所は、査し僅少なるものがめるに

過 ぎな い。一時南洋抱棄論の接頭し7このも理由な

しとしな い。 然し 、東亜共栄圏を論争る今日の布

閣の立場に於て 、外南洋の擦黙を形成ナる 意味に

於て内南洋の慣値は高〈評{ 氏さるべきも のであ

る。

熱帯地開設には、熱帯地の研究が先決問題であ

り、工撃的、時皐的、理接的、段接的の夫々の分

野に於て、熱帯の研究が、急: 漣進められねばなら

ぬ。韮崎に於てもｾ， て 久しく研究されてゐる所で

はあ るが、事構はその南端でも 22
0

N であり 、内

南洋最北端と同緯度であるに想、到すれば、 l有南洋

の意義は自ら明かであらう。そ の 則的、釘 端、協

度、風向、風量、降水量 。等熱帯産業研究所、熱

1，3 8  

帯宝物研究所の存在の意義は悲に存する。

熱帯匙喋の要締I :[e今日把握し得Tこことは既速し

? こ。利用し得べき材料の性欣と共の使用法に就い

ても略述し?こ。読者は更に民 く更に深〈研究され

んこ ￨ｾｾ む 。

コ足: 等は何れも鴛すあち んとする明日への準備で

ある。大事業を矯すには、出111心周到なる調j ! t Wf 究

が必要でゐる こ主は云ふ迄もない。

南洋の建築:;; j{:'h! i' ('C I持j し柳カ〉筆を執っ た所以もま互

にイがする。

i直:I己 本文 l ド昨年と あるは昭和 16年の ことであ

る( 昭和 16. 12. 4稿)

二二 ｦ 争 ｾＮｦ

更に追記す、昭和 ＱＶ 年 Ｑ Ｒ 月 Ｘ 日金 一 ｬ 仕 ｊ ｖＭＨＧｃ ｩｉ Ａ ｾき ｩ 波

る大JRilli 戦争の宣言は英米勢力下陀あつに。屈辱

百年の被 ｭ 迫民放を解放Ｍし 、 ｾ・Ｚｲｴ ￤ 共栄圏の確立を＿

約束するも のであって 、我等; は子孫の? こめ lて叉JR

盟諸民族の矯めに生き甲斐を感す・ること今日の如

きは未f.=嘗て経 験 しない。南洋l亡闘する本稿を読

み直してその簡略甚Tご意{ て満? ブよいここを遺憾に

思ふが、更に他日を期することとして 、不取iix本

稿を読者ーに附るものである( 昭和 12. 12. 31記)

く集者は京都帝闘大号工事部放筏〉



天 壇

一美 L き 日 の 回 想-

拘束の日本の住宅建築は、ど の様な内容を持ち、

どの様な表現方法に依って構築されるであらうか。

私は、緊迫 した現今の如き事態に於ても 、一方 に於

て、乙うした我関勝衆の閥民住宅κ 闘し、歪められ

ぬf申かな構想の錬賂が必要である と信 じて居 りま

す。そして此の「将来の日本の閥民住宅 J を考へる

場合、我々は、先づ、閣土針盤、地方計管、都市計

鐙と云ふ大きな一聯の計: mを出遊 とせねばなりま

せん。新しき我が首都の建設計震の根本が確出して

始めて将来の首都に建つべき 、間民住宅の姿が分明

とf字ぴ上って来るのであります。

然らば、新しき我が首都の構想とは、如何なるも

のであらねばならぬでせうか。かうした 事を考へる

に笛り、私の心に濁然 と沸き上るのは、北京に過 し

た美しき日々であり ます 。新しき 年を迎へるに' i i i"t J

過ぎ去った 美しき日 の紀念と して、 ヨたの短文を緩る

次第であります。

束京は何と云 i 、貧しい/1、さな町であっ? こ事Tごら

う。私達の- rt 都は何と い じけ に煩雑な都市であっ

?こ事か。十月 の北 京の太陽は燦々と輝 L 烈しい

迄 I' C 清澄な碧昼の下では、天壇が静寂な大地の k

で、家jl:t な気品を高らかに誇って居?こ。

私達は 、大同の都市計識を行」、建次、大陸わ文

化 ft' 身をもって知売する鴛陀 、北京を訪れにので

あつに。共の昔、北説の都 しに大同 の地 lと「我々

の力で、新し い首都を建設す るのピ」と云ふ、燃

え上る 希望に胸を脹せ て、何底迄も我々 の足の下

lk 、大 陸の文化 石? 踏み しめようと 、緊迫し ?こ筑 持

で眺め?こ天壇ではあっ?こが、北京 k 云』、不可解な

迄陀美 しい大地の中から l突き 誇 l) HHこ此の建築は

私達を底知れぬ魅 力で 11判児し、北京の睦力は直接

見{ 京の貧 しさに結びついて 、我々 の行先 I' C輝 〈大

同都市計・番の希望と 菩をさ へ忘却せしめる 躍であ

っ? こ。それは 、直 l乞米京 lて引き 返して、出来得 れ

内 国 祥 文

ば直ぐにでも 、新しい首都の建設に清千し?こい様

な衝動にから れる 程の もであっ? こ。それは、我々

建築家の本能であっ?この? ごらう か。

共の大陸で は、私達の立って居る此のこi土地の透

か 遠 〈では、日 の丸が暗黒な大地の中を、傘い血

を流しながら進軍して居?こ。そして、此の大陸の

聞の中には、良黒な旗が無数に押し立てられて 、

共のひらひらと風 IC ゆらめ 〈空気のブJ が、我々の

日には見えな い緊張を擦はせて居Tこ時であっ?こ。

戦平: が、経:革が、 そして文化 の破壊が、 目の j.l iJを

通り過ぎて行つにすぐそのあとの土の中にそ うし

に憎悪 と嫉妬の片割れがと り残 されて、 それが我

々を過度に迄、興奮させにのであっ? こらうか。私

達は 、新しい文化のカと 愛情とを持ってそ うしに

不可思議な泊力に組討 ち、共の不可解の謎を究明

して、採るべきは採り投打つべきは投打って 、冷

静 ι 思考すべきであつにら うに、何故私達は、あ

の底知れぬ程に美 しい北京の街に感激の線、てを捧

げてしま っTこのであら うか。そ して、 我 々は、か

うも身近に京: 京の貧困さを直感して唖然とし てし

まっ? このであらうか。

• 
所謂f;. l 撃的と名のつ けられる 、都市計誠技術の

上から 、近代都市としての北京を槻崇すれば、北

京は無数 の紙製l で充満 して居る。否、 そ うしに見

方からのみ汚へ? こな らば、北京は、時代 lとと り残

され? こ哀れな存校でしかな い。 交通勤線から見る

し ［ｊ､ｾ鹿には不 必 要に 巾 のあ る 道路が 、所 々でｊｴキ

櫨 l灯火 り〈ぴらされて短〈肢はり、そして 、 それ

には次色な 壁 l乞包まれに l電い裏通り が無 数lモ連結

して居る。都市の中央には膨大な大さ を誇 る紫禁

城が都市交通を完 全 に切断して黄金色の誌を輝し

都市の周聞は重厚な城壁で完全に隔離 されて畿 道

は共の周闘を賞 l亡 Tこどにどしく固 持 して居る。

ｾＹ＠ 11 



然も、そうし? こ非科睦性の数々は 、全 〈異つに方

向から 我々を抱きず くめて放さ ない。前々 とし

?こ! 賞場の様な朝の長安街は 、我々に大道路の柴 し

さを毅へ、lJ 三色の艇に包まれに薄 暗い路地 は、美

しい何の脊 りを溢らせて居? こ。見上げる様な披控

の廻りを除行 して jffi る汽車の窓から我々は子供の

様 l乞北京の前奏を柴しみ 、一部くづれ?こ業補色の

按壁を後にして 、地訟に弱る老柳は何とみやびや

かな美 しきで我々 を驚かしに事Tごらう。そして街

の中央の黄色い玉城の何と偉大であっ?こ事か。我

々は共の前を通る &: 1亡、此の大陸を隊れて 、美し

い整頓 され? こ小島 に何事も無く幸踊 K 暮して来?こ

生活 lと劃し、傷ましい程の嫉妬さへ も感じたので

あっ? こ。

こうしに驚き の感情は、何から起つにのであら

うか。

• 
「トルストイ やドス トエ フスキ ーを生んピ、あ

の見通 しの切れない深淵が、 l常々と口を聞いて居

る大陸J rそれは光 の方向にも暗黒な方向 にも無

限であるかの様 IC ，l&，. はれる 大 陸 J 0  r老子や、!fl:

子 や、干し子等も 、 その深淵 の J -.I ζ 開花しにアジア

の叡智であっ? こ大陸」。一一私達の白鳳、天干の

誇るべき建設者逮 も、 等し〈 此 の深淵 l亡溜遅 し、

共 の暗黒から 光を奪って j印祭としにのではなかっ

? こであらうか。我々 の北 京の鴬きは、 それは、か

うしに我 i々 I な先の文化の源泉に直接ふれあつに心

の、 ときめきと考へてよいのであらうか。

私は北 京郊外 lて天 壇を訪れに一 日を 、見渡す| 決

り ー聞の 秋空に大き〈描い＿こ子供のｾＧＺ の様 ｬ 亡思ひ

起 す の で あ る 。 共 れ は 、 美 し い 秋 の 一 日 で あ っ

? こ。下町の煩瑛な 、 f円集 l亡満ち ?こ街々を通って 、

間々 とし? こ林の 中I' C踏込んTご私達 は、暫の li 丹、樹

木 の聞を、比較的視野のふたい道を通って闘J i 牽 へ

と近つ' い て行つ 1: 。天壇はか うし? こ幾 寓II IT; ! Vとも

知れぬ様な北京の松 柏の林 のr. 1'1てある。突然、私

達は、皇室事字 と国丘華 との中Il¥lに投げ11-'，さ れるの

である。共れは大魔 術 l亡掛つ に子供の驚 l亡も似fこ

ものであっ?こ。

紺碧の宰の中 で、純白 の大理石は燦然 主輝き、

宏大な周閏は静寂共の ものであっ? こ。何か背を: ， 1こ

てれば、それが無限K 響き 渡って 、鳴 り止まぬ様

1 1 4 0  

l乞思はれる青空の中 l亡、華麗な アジアのピラミツ

ドがある。そ れは星を指す建築ではな いが、枠々

とEーに ふれ る祈願の場である。此の国丘を、宏 遠

なA1さを天蓋主し太陽を語rr る鴛 f亡、 これ以 1-. 美 し

くi去 る の は 容 易 な 事 で は な いTごらう。毎年の冬

至の忽H月花 、天子自ら文武百官を具して此の壊に

向 ひ、皇天上帝に 向って三 脆九叩頭の脱を行つTこ

と去はれる天塩は、大陸で我々が見得る最も厳粛

な建築の一つ である。

北 京年中行事; 己( 清敦崇編) の 11 大i の中に「冬

至は郊天の佳色，i' i である」と述べられて居る。郊天

とは、犬の祭杷の意味と の事である。 そして小 野

勝年氏の註 lとよれば

「査 し郊天の僕式は、文献に見えるところでは君主の

行ふものとなってしまって居る が、恐らく太古には一

般人も J これに類似したことを行ったのであら う。そ

れが何時しか曾長の代表して行ふところとな p、更に

金統一者自Pち君主のみ行ふとこ ろとなっ た。一商儒家

的「天子」理論の構成が一路完成するに至ると 、そ れ

と同時に儀式 自慢 も天子のみが行ふべきもの となっ て

しまヲたと解される。天壊の情迭の説明なども 、これ

を讃むと表面は如何にも理論らしく 自己さ れて居るが 、

所詮、( 町家者流の混線以上に は何ものでもない。然し

それにも拘らず、こ れを 音量生的に朔ると現在民間で行

ふ祭境を戸外に安じて潟市申を奔する 、ああ した侍統的

風復 と根底をーにした宗教儀式に基 〈ととが翁はれょ

うかと考へられる。 云々 」

とi氾されで あ る。人民 lこ代って虫干ri が天 K 描rr る。

そして皇帝が新 る事は、 即 ち、一般人が、此の天

壇 IC 登って新るa :rであっ? こと云」、事は ，単純では

あるが、美しい事である 。 そして、かうし? こ意|品|

に於て こそ、此の哨どギ リシヤ的 lて迄近い程のi聞

かで車純な様式が完成 され? こ の で は な いTごらう

力、。

• 
私 l 立、北京の美しさを 、飴 りにも狽郡j し過 ぎに

かも知れ なし、 。勿論、主主 l亡私が物部つ?こ事のみが

北 京の印象の雄、て ではなかっ fこ。私は、北京のあ

の 無限 の美 しきの中氏 、Ａ 荏史のＺｭＺ ｬ監さにｾしつぶ

されて 、忘却の線、てと成つに 人々 の疲持を諭み 主

る事も 出来? こ。叉私は、背い月l He着fこE 大な彼等

が、悠然と漫歩するする姿の中 l亡、 そして水 を蓮

以下47貰下段へ績〈、一→



新 興 木 構 造 の 理 論 と 賓 際

円 梁及柱の取扱に就て

I 梁

木構迭の車11: 郁 fC於て努は最も肝要なる役割を損

じて居る。而も従来の木構法 lて於ては主主して 、

断間併比較的犬なる も の 冶 得 ら れ ろ外 材に依る

皐- -:W: I亡負」、鹿が多かつTこのであろ dうるが最-'?ー今

円 IZ- 於では坑の鞍入は会〈望む可 〈も ない。惑で

新興木構法の手法は如何陀して抑ノ!、Tよる材料ぞ以

て大限問の梁を構成すべきかを云ょ、問題In i1'結局し

て荻 fこわであろ。此の問題 lて針しては 、各方商陀

於 で完ヰル BTヲtu割合ff 事お円、既lセ建築ポ' 誌昭和114

年 Ｗ 丹駅 ｩ て 於 τ 刊中、均 ｉ ｾ 7リa両氏の護表し? ニヲE腹紹

ｾ｜ ｾ Ｈ摂 、 更に昭 和 Ｑ Ｕ 年 Ｓ 月慌には 、 竹山氏 がコ マヂ

ペルテ利用し てワ ーレン型! のトラユ摂令張家ーし、

Ｑ Ｑ， ｪ 同年 ＱＱ 月時 ｉＧ￫Ｚ Ａｴ 越智 氏 州各杭ヂベゾレｾ使用し て

プラット 型! のトラ ス設の望号験結果、更 fて本誌昭和

ＱＶ ｾ ・ ＱＱ 月慌 には大阪 市木構造委日 令 ｬ て依って 充腹

釘打梁 の試 ｉ ｾ Ｎ ｾｊ 市新が詳抑 ｬ て 蛮表されてｊｩ￯Ｇ ｩ 為 、 ［ ｰ［ の

何れも費用イヒせらぷ可 き構造であるが、惜むらく

は銭の使 fl J長が Ll 較的常tr 鴛め 、是が統11iIJ の強化

せら れ るに仲ひ賓 Ｑ￭Ｈｾ上事 ｮ んの 困難の ある こ ｴ は非

常に解決しｩｊＮｾｾい底である 。

今後如何なる* 主主梁の利用が普及せられるかに

就いて はn 下項ぞ分丸 、各積木造梁の誌I切を試み

よう 。

A  重ね合せ梁

二材 を重ね合せて梁左なす方法は既に久しい以

前より 行はれて来 ?こ手法である。

二材を合せて梁 E なす方法K 就いては種々ある

が、大関trC26悶の如 きも のが考へられる 。

( 1  ) 二材をボ ーJ レト締めとなす方法

( 2) 二材をボ - )レ ト締め となし 、3ドーJ レトとボ

ーJレト の中Imt亡堅木の鯨を挿入する 方法

( 3  ) 二材の中間陀各種のヂベ‘ ルを挿入し、ヂ ぺ

w

m

 

宇 賀 神 4τ 

} J . . の位置 K ポ ール トを遇し て約j めf・j げる方法

( 4) 二材を波釘1'[ て打J L める方法

( 5  ) 二材を惚付り にする 方法

ー え等 の 蒐ね合せ梁の替 ｦＡ 服部 ｾ［ ＹＮ ｴ｣ｦＳｍ する ｦｴｊ ｆ ヲピとし

て 、 ｏ Ｎ ｃｲ ｡ ｦ は次の様な笠ｾｾ会報官 ー をして居る 。

( 1) の方法に依る 主主 ね合ゼ 梁に於ては 、二材 の

中 の一 例 の 材の曲げ強度 の Ｒ 侶 ｲ ｾ Ｑｾ［ ・ る主考へる こ

と が 出来る。 ｬ 併しボ ー ルトは水平のｾ断 力 ｴ｣ｾ ｴ し

では' 9fi ど持抗力者p有して居ないもの 〉桜 tc .' A'.は れ

る。

( 2) の方法 IL依る梁tc 於てり 、堅氷の!wLの設計

宜しきを得今、.f i雨材の雲11込み佼芭の不一致。?場

令 は ぐ り の方法[ て依る mね介せ梁の強度K' &ば

1-.: ｾ、 。

( 4) の方法! て依る梨 Ic 於ては、批釘の打込みnn

隔が和 Ｇ ｾＺＺ［ｦｦｩ であるならば 、 ｊ て記 Ｈ Ｑ Ｉ 及 Ｈ Ｒ Ｉ の方

f  

r = ==士三害事-- - 二二回] 型」一- - 4 7- 一一一日』ョ ，Ｎ，， ｾ＠

匡き己主三ミ言玄関
ー一一「三一一一ー =:; ';;- - -""'r r  山 時 以

E三豆言謹孟季語ヨ備
に こ こ- Ｍ ｾｲ ぷ ］ す二 二 弓子二 三 背戸 以サニi

E 金三金三桂三塁ヨ問問

民主L 干と手ニーヂ J M

5  

2  6 阻

4 1  11 
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2  7 圃

法に依る重ね合せ梁よりも尚 げ強度は大 E な る。

( 3) の方法に依る梁に於ては、宝石: せ梁 主同一寸

法の単一材 t 比較して、 f均げ強度は 78% 乃至9 6 %

に過ぎな い。

( 5) の方法に依る重ね合せ梁 tて於ては箪ー材の

強度主同一であるの

以上の結果を綜合して考へるし二材を重ね合

せてー材主なし、野尚力 lて抵抗する様に設計され

?こ梁は二材を完全に緊結 し水平勇断力に充分抵抗

する こt が出来るなもば、同一寸法のIiJ. -，材主同

強度のもの E 考へろこ E が同被るが、事責K 於て

は斯〈の如き構迭方法は至難色考へられるので あ

る。

ｾｾ故重ね合せ梁のＡ底的度は同 一 寸法 の 単 一 材 ｬ 亡

比し油? 吉の減少を考!をしなければならな い。

第 27闘の ( 1) は Gestechi “ Grundulagen des Ho-

ｉ ｺ｢ ｡ ｵ･ｳ Ｂ 中 ｬ 亡掲 げ られ ＿ こ烹ね合せ摂のー草 ｲｾ で 、斯

の如 <. rて下雨材l亡喰建ひぞ作り之をナポールト! こて

和合する主主去も 一案であるが 、雨材ση - 材 !てlて献

評? な操作を要ーする こ と が 絶11の4条件となっで用

る。

三々 に薄板を数枚I l 琴粛し、皐ー材正する方法はペ

ニヤ製造技術の護主u 共十亡、将来既成品 E して市

場陀間十ること に な ら れ これは新興木構造の最

も特徴ある手法として、偶者J [ 腹ノj 、歴骨の構成 l亡

先進問調逸十て於て、粛々利用せられて居る現般に

鍔み 、1琴常重ね合せ架0叶1M: 問f習は理想、論ではな

い E 思はれる。

亦米闘 F or est Pr oduct L aboratory の 試 験 報 告

T he  L am: nated  Arch"  1938 . 陀於ても 、此の種の惚

着充腹小屋骨の試作と荷重試験の結果を瑳表して

居るが、 その費用的な数値に徴しでも 11琴着重ね合

せ梁の商品償値は疑」、可 きもない。

1 1 4 2  

( B ) 抱 き 合 せ 梁

抱き令せ架は比較民高レ材を 2:.&ぇ:i くは数倣抱

き令せて使用する梁の［ｦｩ Ａｾ［ｊＱ支設であっ て、挟み票ＧｲＮ

も云はれて照る。第28問o -t n< これは柱主の軒; 合、

に於て、がめて合理的な新令がなされ、: w ね合せ

衆 ￠相 Ｂ 乞 ｾ Ｎｦｦｩ庶ーの ｩ 売 を少守貝越しての取扱がなされすﾭ

.R ｊＡｬ ｾ ｲ 材 ｬ ＺＺｴバ、 γ キングテ折入して諮 ｴ ｬＭ な Ｑ ＱｔＱ 院に問史

するが:め、 一材 E して取扱はれ得る相f 迭である。

只和t;黙 として) 衣の犬なるもの〉要求せちれるこ E

はJ!' ，U  <f 1与な い。

( C ) ト ラ ス 襲

ｾ ｲ ＼ ｭ ｬ＠ (})犬なる vr 1ft: ひ、努ワ: ｾ て ｬ ［ｬ ｾ商ぞ納 Ｗｊｉｉ L.1こ長

尺材を使用しなりればならない。

和骨折ly話。王里需が7! ぐ椛珪!I吃も採り 入れられ、 ト

ラス梨の禾1

1

用は新興木精話tて於げる三子主主の第一歩

主してflfi々なるものか溌表されて居る 。

第 ＲＹ 開はワ ー レン者 Ｑ Ｉ 木浩トラス梁で、各飯島 ｾｴ 亡

はヂベ) 1-を 配してポー )1- ト接合がな されて居る。

此のワーレン型!木造トラス衆の構匙ーは上弦材の各

2 8 国

軍 ＱＰτ 芯ＺＺＡＧ 棄宣ｾ 室 玄 ｅ 正
出 回a五区

2 9 園

. . L1.占( ] L I W; コ



組 立 男t. 5下 総l 間

3: 0 園

街1貼 は三! 百勢断で、斜紫 材は肱張! l i l {置に共各弦材の

釣向荷[ へ内倭 してデ ベ) 1.- を配 し ポ - ;L .i 按'1干する

と納 りの宜い仕上げとなる。然るに第30岡の如〈

プラット型末浩トラス梁の ｦｾ ， ｲ ｩＲＡ は 、 各弦材に単 一

材 全保: 川 し、暁直材も納入とし Tこ都一村ーを使用す

るJAJ- 介 lま'JU然 l間長和製材は各弦材 の外側へ削 し、

二lui到断となす M. c梁の rj Jが精力Hし第3J !i; ，I!の如 く納

l; 1亡夫下fF: の起る iii jJ珂が生十るであら う。

釘 ｾＳＲＡ 苅 Ａ ｴ 立与 作者 の試み に，Ｚア ｻ ハンガ ー の 同定 ｭ

ｬ ｚＺ ハウ ｊｬ ｱ 本法トラスｾさ を 利 川し ｦ こ 一 例 であるが 、

此 の: I : hj 介肱照斜ftJi材l立政材 の 外 部 へ Jf)(_付 け て 見

第 ＳＳ ＡＱ ［ ， Ｑ Ｑ Ｏ ぇ ｕ ｾＳＴＡ 丙 Ａ は 同じく市 ｸＮ の試み 仁木造トラ

ス Ｚｪｾ の ＭＮ ＮｈＺ で、比 較的資 材 を節減し に手法として

政 lて殻炎しにものである。

何 れの木造トラ ス 梁 ト トラスの翌日論 l亡依 り 他

力 ｾｘＧ ｲ ［Ｎ￮｟Ｚして 最も粧術的な隣町 の ｊ 不 用と、 その型

必 で俄背柑 ｴ 迭の［場合と同日 Ｇｾ［ζ 汚へられる。

( E )  曲り梁充腹梁

轡 I]Uせしめに上弦及下弦材il¥Jをl州HIJj白i より 各々

交 叉せ し か る様、ゑ"t 紫材ーを釘付ち l亡 し? こ II fJ l; t花

や ｴｲ ｾＳＶ 函 ｼ の 如き同様 ｬ ζ 替 ｩｬ ｬＡ せしめ＿こ ｊ ｴｩｊ ふ F弦 村

ｉＡ ｜ｉ ｋ 薄板を数枚ｊｪ琴着せしめて ｵ 新聞 の 木えｾ とＡ ｴｉ り主だ

としに ものは既［乙繍 乙 ｬ て於て官 一施せ る新興 Ｋｊ ，Ｇ， ｾ ｩｬｩ

谷j仰 と見 交げられる。

ｾ［Ｓ Ｗ 刷は斜まさ材を各々交叉せしめ 、 その上下を

フランヂ村 l乙て釘付 ちとなし I Wf 商としたII !J l; 梁

の 一服である。

肋り 梁 は 轡IHi11た! と薄板を所 要数: i . 思着せ しめて亘

ね合せ柴となす方法が寧ろ過首' の様l亡思 はれる 。

このー了' 1: 去には使mす る 滞i反の識w方向が相 官影 響

す るのではなからうか。

次に充! 鹿梁であるが、これ には多〈の和r実質がめ

る。然し大韓三大別して釘付も lと依る充腹梁と、

隠荒に依る充腹梁及共の他 の方法に依る充腹梁と

式選定の如何は今後主主々研究せらる可き臨であり 3  1 園

亦 新 興木構造の妙味も張! とあるもの と思Jまれる。

木造トラス梁の共通緊i i 1 こる短所は、 梁 の 成 りが

比 較的大き くなり 勝ちな矯め 、 軸部 !と多1)司、粧が1

な俳|所 が/1'，似ること 〉、 トラス梁の構 成 l亡金物の

伎町北 がわ; むこと である。

上弦 及下弦 材材Ｎ ｾを，， Ｚ 泊治 ＧＱ［ 日，

I!川i川日の梁も トラス梁 の村桃Ｚ凶泣法ｾＡに ζ イ似依 ｴ交ミり短尺 材 ＳをｾＮｌ［ｊ，以、 て ｩ故 武も

Ｗ介守｝川ｬｊ川 ｉＡ 的 ｬに ζ ｃｾ ，強旦度度Ｍの大なる梁の得らる 、こと が利黙 と

して見るベきで dあbら う。

( 0  ) 格 子 梁

木ｾ ， ｦＱ十子梁は第 ＳＵ Ｑ 品 ｼ の如 〈 、上 弦 Ｗｊｺ 1'. 弦材の斐J

向内接 商 1[. 張 直材 を配し、 ポ ーJレト締 めを行ふ方 3  2 圃

4 3  ，.， 
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3  8 圃

l乙分げて説明す石ことにしよ う。

釘付ちに依る充腹梁は既l乞本誌に於て 、共の詳

細な試験結果や構造法が殻表せられ?こ鹿であるが

その大要を略記すれば弐の様なことになる 。

即ち 釘の勇断力に封する耐力及木 11- 11 e の稜 位

を l 粍乃至 1.5 粍陀定めて 、こ の場合の耐力を設

計lて劃して の釘の許容耐力とする。叉構主!t の型l亡

依って共れにか、るf r 1 J 重 より各部材 の! 広力を算川

し、 その臨力 IL : 制して釘の本散を決定すべ きで あ

ると云ふのである。

認で事務所用 二階梁張n¥J 7.2 米 間編 1. 8米 の

釘付 制限梁を作り 、所定術革を右も放 し、30日後 l亡

於て il!l J定すると四百分のーの按みを主するに過ぎ

なかっ? こ。

結論として釘の使用量27庇、木材の使用量は米

松の 70% の節減 が計られる主云ふのである 。

ｪ 河 Ｈｾ ＳＸ 園は組立充 ｊｊ 主 誕の一 例であ って 、 こ の和の

ものは前述の如〈建築雑誌昭和 14年 7 月蹴lて問中

期池雨氏l亡依 って詳細な賢E金報告がなされて居る

ので芸互にはその設l切をおj愛する こと にする。

Uc39闘は共の他の方法に依る木造到底梁の構造

であって 、筆者の研究過程lて属する手法である。

これは上弦及下弦材間の空l淡にi象め防車並鹿理主?

施し? こ 丸AA又は裂開しTこ竹材¥t ' 充崩し、各弦材の

:5 9 園

11 4 6  

4  0 圃

雨O1IJ 商を斜撃材Irc て国定し充腹梁としにものであ

る。

竹 材の利黙を肱用し? こ一法として共の試験結果

は改めて詳細に報告しよう と思って居る。

2. 柱

建築物に取って柱は軍mな構造材 主 な っ て居

る。木造建築 lと於て柱の京/H長比 は法規にも 明記 さ

れて居るが、同じ断面を有する桂材も共の設計 l亡

ザ; って配慮する意外な利鞘が見出さ れるも のであ

る。

即 も単一材を四等分して謝首な 間隔に配置し、

一 4 I 図
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集成断面となす こe K依って、曲げモ 』メン トに

釘しでは著しく抵抗能率の増加が計り得れること

は周知の泊り である。 而も後者はそれ以外陀断[ 師

のノj 、7よる材料K て間 IC: 合ふ事 lてなり 、科-*' 1のi f I 偵

を遮減せしむる手I j 黙がある。

共j_1J(新興木構造lて於ては 、合J:型的に小なる材料

lてて大なる! 在力に抵抗せ しめん左して盛に合成桂

が利則されて居;る。 即 ち第40聞及41聞の如 〈セパ

レ{ グ{ を使って二本乃至岡本のノj 、桂を組み込む

のである。

この方法に依る時はノj 、屋組又は合成梁をの取り

付け が極めて合浬的に行はれ/J、屋組 E 軸部が完全

K 剛瞳となるであらう。

合成柱の一種に第42闘の如 く四材 を特殊な竪木

を以て結合せ しめる方法が最近特許公報l乞提載さ

れてあ っ?こが、斯 〈小材を集め て皐ー柱 E 同様な

効果を得ん正する賭lて於て興味ある護IりH: 思はれ

る。

令J ix桂の乎法l亡11参着法の利用せられる こ色は、

梁の場合主同様でその例は未 ＱｾＧ 者間には見られな

い。 然 し新興木椛逝の多 〈はノj 、厚jt日正柱とを?混‘

憾と して結合する手法が誹ぜられる矯め単に住と

してのみの考察は寧ろ新興木構造の張反過程 より

見て 、 その初期K 属するのではなからうか。何故

ならば次披 l亡詳述す る骨組の選定に詰っ て主柱に

マンサ ー ド型の トラスを結合し? こ れ 合成住に聾

，1i! )1ヨトラスを配する方法は最近漸 u長されつ〉あ

るもの 〉様に思はれる。( つ- : ; <  )  

( 筆者は日本ラ イト 建築株式合祉技師i)

40頁より績〈一一「天壇一美しき自の回想- J .... . .内回樟文

ぷ勝院の群の葉柄色 の肉謹の鈍重な ゆらめきの

中lて、絶望し 、路 lて迷つ? ご厳人が、精根を使ひょj J ;

して今にも打ち倒れる 様な疲れの感売を I床つに。

そして、あの絶望しに様なぬき さ主 速 さの大地の中

に於て 、ぼんやり正して しまふ様な透けさと隔Tこ

りと を持つに室の 中で、私達は、北京の城壁が、

赤色の夕日 の中lモ長い影をお 主す のを見て居?こ。

しかも 、 そうしに無限 の放 愁 の ｾ ｉ ｬ か ら 、 押へでも

押へでも湧き上る郷土愛を感せ' 十 I' L I立居られなか

っ?こ 。

新し き都市を建築するに首フては 、ゑj論、あら

ゆる文化主科撃を総動員せねばならぬ事は明であ

り、 その事な〈しては、何の潤であり 、何の美し

きである。然し我々が、大東亜建設の指導者?こる

べき我が民族育成の永遠の郷土 を建設する 場合、

先づ、銘すべき は、共の完成 され? こ計苗の持つ、

潤であり 、美しきである。そして、緊迫しに現今

の如き事態の下に於てし一部ではか うしに現今

の、世界に誇る べき 我 々の郷土の建設の研究錬磨

を行五、事は、共れは緊忌: 策の樹立完成を行ふと 同

様に我々建築家の重大な使命であらねばなら ぬ。

而して、又、か うし? こ考へは、将来の我が間住宅

群の計fff陀首つでも 、先づ銘沼せねばならぬ一つ

の亙要な部分であらねばならぬピ らう。

( 16. 12. 1) 

( 筆者は東京帝大大息院墜生〉
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竹筋『コンクリート』の欝術的研究

1  ! まし治玉 き

鍛材は戦時盟1"リに於て必要快 〈べからさ' る資材

である。戦争には陸海軍主も兵器も装備も 銭材に

よる。支那事饗完遂の長期戦 主新なる米英 tて封ナ

る攻撃作戦には主主々共の需用の激増を見る事は明

かである。きれば政府は種々の機構を法制化し如l

るに平和産業部商 より叉民間の既設建造物より一

般家庭よりは鍛製品を回牧すること 奨励 しつ〉あ

れ こ の 時lモ嘗り防空設備は闘土防衛上のまJ策と

して戦争の範囲 lて属ナるものなるが故に配給に考

慮を加へつ〉あり 、更に平手11施設K 於ても交通は

平戦闘時に共通する最も重要なる設備施設を要す

るかく考察する とき 錨材の需用は多々益々激増す

るばかりである。このi1lt勢に於て餓材に代ゆる代

m品即ち竹筋「コン クリート」 を研究護明し得?こ

ることは国策上最も重要なるこ左で あっ? こ拾徐年

間接ます・倦ます・して成功を見る K 到つにその功績

偉大なるものがある 。

共の研究護明者は紳戸高等工業製校数授巽純一

氏堺市技師i島田一氏である、こ' : > ｾて之を紹介し 、

更 K 興互E竹筋研究所員としてその研究しつ 〉ある

こと を大方諸彦に報告し得る こと を欣拳とするも

のである。

2 竹筋 『コンクリート』の沿革

竹筋「コンク リー ト」に闘する研究は鈍鋼資材

が充分にある主いよ、理由のもとに充分に研究され

てゐなかっTこのであるが、二三の研究に於ては防

水会接を施さな い竹材を「コンクリ ー ト」 の中lと

打込む k 膨脹牧縮して「コンクリ{ ト J 1'[ 範裂を

生す・る、叉鉛自主「ボイ J レ」油か「マヨリツト」

を塗布せるものを使用すると膨脹牧縮は多少 され

るが充分ではな< I アルカ リJ 1'L11 : l する腐蝕は完

全K 防ぎ得ぬ主い ふ乙与 がその内容であっ?こ。 t

ころが昭和十四年四月開催されに建築皐合準術護

"  4 8  

山

一

匂 回 恒

表大合で巽、品田岡氏が竹筋「コンク リー ト」梁

の替E l IJ 試験並 lと竹筋の物理的化翠的研究主して初

めて登表されて以来雨氏の研究が毎年の建築串令

並に日本工島製大合 l乞皐術論文 として次々に研究内

容を設表されてゐる。この論文殻表陀依って竹筋

「コンク リー ト」構浩物を真剣K 考慮する; 慌にな

っ? こ様である。

戦争欣態の今日両氏の研究をモッ トＭ ｾして愈

々これ を貰斤j化し以て鵠銅の不足を柿ょ、 ことが急:

務である 。

3  竹材のー舷的性質

島田氏建築接合遊行雑誌、又は論文集 ( 昭和十四年四

月〕

竹は草子薬類中の禾木料植物に周し、枠はミぎる

し〈 木質化し? こ多年性の禾二本である。

世界全聞に於ては 227種 も あ れ 我 闘 で は 12}:易

151種 類 あ れ 主 主 し て 我閥特産の植物である。

成熟せる竹梓は物理的組織が充分護達し外界よ

りの物理力に劃して抵抗するものである 。

中安の 内総よ b外縁I ' L 至るに従って組織は強靭l

ｫ なれ分 割性、蹄力性 、 負捨力 、引 張強度、 ｭｾ

縮強度、弟断力に富んでゐる事は杭物中顕著なる

ものである。

然しこれ等は竹の種類I ' L ff{ って甚fごしい相謹が

あるもので、こ の相違は主として竹の組織内の維

管束の皐位商街l乞封ずる教の多少及び維管束の周

囲の駆車jt 部の主の大IJ、並びlと級維部の靭u主繊維の

長 さ、そ の硬化、 細胞膜壁の肥厚、水化程度の如

何に依るものである。

4 竹拝の細胞組織

島田氏建築態合ｾ行雑誌叉は 論 文集Ｈ昭和 ｬ 十四年四

月内容一部抜氷〕

竹枠の横断部片を顕微鏡下に置く主判明する如

〈、 最外絡部の表皮、その直下を皮下組織次の層



を皮層、粋の大部分を占めてゐる居を中心居、中

2さを空洞 U&別す る事が出来る。

この大部分 を占め てゐる中心層を基本組織 とい

よ、、こ の組織を形成する柔細胞 は膜壁非常に部 〈

この組織中! 亡竹 材の強度ーを渡部せ しめる紘管束が

ある。

こ の対 Ｑ［ 管束は毘Ａ形の ｾｌｍ の輸の周囲 ｬ 乞厚壁の多

角形叉は粁! 日形の繊紘子t刊に包まれてゐる。この機

械的組織は外績に接近する程その配置は密となる

そしてその故は竹の種類 l乞依って相注してゐ る。

而して維管束の而積の純手11が 基本来日織の商 l亡比 し

て大なれば大なる程稗の強度は大となる 。

叉ホjt 管束の強靭[は繊維に左右さ れてゐるもので

ある。織 ｾ ｪ 七 は互 Ｑ ＱＺ 中 ｮ ｮ 政ｩｊ音に依って特活 ー され干強制 ｩ［

1'[ i ¥を示してゐる、岱iの 脱漏の*Il 織は不規則の形Jj止

をR.ーす る柔知l胞から 成 れ その 1_1_
1
心に は細胞 1-m隙

の多 い通訳組織 があ る。

このI l 日隙は瓦期間 が充満してゐる。叉官li VL於げ

る靴管東は下方の梓が 上方の 梓へ一部分進み 、或

る一部は横隔壁へ叉一部は枝の方 へ k 分 割さ れて

ゐるからむji の強度 は 枠 より強度が 弱い事は想像/:1'.

iオ4る。

斯の如〈各種の*n: 胞から成り ? こってゐる が 空隙

或 は 瓦 ｪ 術館 ｾ 含ん ｲＺＺ 多数の 京 ＱＱＱ ぃ ［邑つ ＿こ穴 を有 して

ゐる。これは最 も注意せねばならぬ事で、叉 主 要

なる貫通宰穴 は繊*w組織 に 依って守られてゐる故

に この空隙を侵せば組維組織は破壊せる事にな る

朝高w組織の破壊は竹停の強度減少の重大原因とな

る事に特に注意を要する もので ある 。

マダ竹の椛臨f滞:;4-の顕微鏡下 及び; 機械的組織の

配 置 は 第1園 第2闘の如し。

5  竹拝のイと筆的研究

島田氏建築接合褒行雑誌又は論文( 昭和十四年四月 〉

竹 は根から吸牧せら れ?こ益分 を葉の花色J氾紘ーに

送 り、 茨素同 化作用vc11cって同化生産物を形成 し

各部 lて分 配せられ生長するものである 、竹 の 分 析

について は古布博士の「モウサウチク」の分析百

分 率を示す urn 表 の如 〈 で あ る が、 それ以外 IL

「ア次パ ラキ ン r rチロ シン J rグ アニン J r ヒ

ポキサンテン J r キサンテン 」等の合 室 素 非 蛋白

性 成分及ぴ「セ ルロ { ズ」萄葡糖、 果糖 、 照 路、

「コリン J rベテイン」等もある。然しこれ等の

成 分は竹ーの種類年齢等に依って多少の相違はある

幼 梓lてありでは多少の窒素化合物即ち蛋白様の

物 質「 アシ ノ 「酸 rプ リン 」基を存在 し、茨7J <. 化

表 面

8  

A -… ・・皮 膚 c … … 濁立紋維東

B- . …巾 心 柱 d … ・・合苅収総攻

α …・ 皮 表 e …・ ・基 本 組 織

b  . ... . 皮 下 組 織

竹の級断波大岡 f弘、ダケ) 見ケ吋

a....-0.. ・螺旋 絞 挙 手寺 d . …・板 絵 *  

b …・・ ・ 基 本 組 織 e …. . 柔組織板状部

c …・・維 管 来

竹( マダ ケ) の機械的組織の配置

( 告書大 スケッチ)
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物の代謝作用に重大なる役目をなす友分は燐酸硫

酸珪酸石双 rマグネシユ{ ム J rカリ J rナ トリ

ウム J rマンガン」鋭 「アル ミニウム」等である

.1表「モ ウサウチク j の枠の分析成分百分率

成
分 | 百 分 事 11 成

分 |百 分 率

2  11葡 萄 糖 |
8.15  

目旨 9  11長号室無窒 |

繊 維 素 | 11. 60 11反
9. 22 

t鍛 ｾ其他の成分ｼ 9.60 

、ーー・

l  セメントの化畢成分

島問氏建築皐合室主行雑誌又は翁文( 昭和十四年四月 〕

「コンクリート」は標準規悔の砂、砂利を使用

するーものとすれば主主して化撃作用を起すものは

「 セメント」及ひ ｾＷ ｫｬ ＱＺ依る も のである。

7，f(は 「コンクリ ート J k しての化皐結合の際必

要のもの である が、 本主主では主主して 「セメン

ト」の主要成分は石次、珪酸、及び霊長土であって

此タ卜K 鍛鋭化物、苦土、硫 酸、硫 苦 「アルカ リ」

等を少量含んでゐる。

今共の成分及ひ' 含有量を表示すれば第二表の如

し。

.2表 「セメン ト」の成分及合有望を示す表 ( 百分率〉

名 稽 |

石 友 |

珪 酸 |

券 土 |

銭 酸 化 物 |

硫 酸 |

硫 資 |

化 隼 式 | 百 分 率 ‘一一

Ca ωa心o 1 6脳~“

仙 1 2幻l協%- 24%

A1
2

0 3  .J _ _  6 %- 8乞 -

Fe20 s  1  4% 以下

l  M 以下

MgO 1 0. 5- %3%  

S O!  1  1. 5. %以下

s  ｾ＠ 0. 5%以下

7  セメントの化畢結合

島田氏建築皐舎軍基行雑誌叉は 論文( 昭和十四年四月〉

「セメント」は「セメント 」の化墜成分乃至は7k

硬性主要化合物の加水分解に依って「セ メント」

硬化の目的を建する事になる 。

桂酸は石次を結合し て珪酸石双を作るものであ

11 5 0  

るが、こ の桂酸石夫監即も桂酸三石;火、桂酸二石

次の加 水分解 に依って多量の遊出 ｪｾ 石 ［ 矢を生じ 、 こ

れは珪酸石1:;<. 臨を7k硬性主聖イじ合物とせん k する

「セメント」 の根本原理である。

即ち桂般石次臨が加水分解して 、J庄出t石ぷ7k化

物及び7kt官化 石I)<. の「コ ロイド」献のものから次

第 lて徴結晶i!kのもの t なって1 i U ! 化するものであ

る。そしてこ の水酸化石択も硬化 l亡重大な役割を

もってゐる。然し7K献化石灰が遊離献の依存在す

る専は千j 機物で あ る竹材l亡重大影響を及lますもの

である。

こ の 遊 離 水 酸 化石 みえは 約 ＲＰ ＥＩ ｾ 至 ＳＰ Ｅ 遊縦石 みえ

として 15%乃至20%に迷するものである。 仁コン

クリート」 が硬化し? こりと謂へども組裂又は「コ

ンクリ ー ト」層を佼入する 7KvC依って容易 11: i容出

される から竹材は甚?ご危険である 。

8. 竹材の 「アルカリ 」に封ずる賓験

島問氏建築* - 合強行雑誌、又は論文 ( 昭和十四年四月 〕

先づ 「コ ンクリ ー ト」中 の水酸化石次は| ベ ー

ハー」浪11定器で測定すると 11 . 7あり石荻の飽和の

AA態である。

今「マダケ J 云年生基部より上へ五橋目の色( f j li n

I1I Jの竹科長 さIOcm分割 l↑J5mm叫試瞳30本宛を石次

飽和液( 石以は撮氏20度K 於て 0. 163 %rごり 7k I'C

溶解する〉をほ直径 10栂 1. 000CC 入の尚子輩付の

容器tζ 5 仙| 入れてそ の穆透日敢に依って生すもる 縫

化を質験すると 701:1川で同供試髄の試験) -，金顕微

鏡下 ｉｃ 置くと柔組織 ｾＱｬｉ Ｉ胞は ｩ 波 塚し 彩 ｪ め＿こり。

これは竹材の成分 中の大部分を含めてゐるさ長自

質が水酸化 石ぶのにめに i容併せられ、脂肪が鹸化

せられに結県である。

島田氏土木技術枇護行雑誌( 昭和 16年5月) r ア

ルカ リ」 が飽和紙態で連続してゐる 場合即ち最恕

の4条件のも e {亡於りる竹材の引張強度は 950 日1m

で竹材自身の引張強度の約32%1' C減じ てゐる。

然しか〉る 4条件の下に「コンクリ ー ト」がある

k  いよ、事は殆んどない。

「コンクリ ー ト」梁中 lて267 日I1I J打込み世さ? こ

る竹材の寧位I出積の引張強度はマグ竹で 3. 300 kg 

( an
2

のものが 2. 500kg ( an
2

となり、同マ グ竹の

皐位面積の引張強度 は99日IiIlで 1. 4651' g ( an
2

の も

のが1. 191kg  ( an
2

lC減少してゐる。こ の強Jtt 減少



は材齢を経 る程度 K 増加1して行 くものであるこ主

は勿論であ念。

この強度盤化を曲綿花表はすと、大趨の想像{ ま

得られる 、 「コンク リー ト」との附着強度は有段

物質である竹材 k しての膨脹牧縮は自然の原理で

あり 、質験に依つでも理論的にも* 底辺の竹材と

しては} i l l り難い。故lて未底辺の竹材を竹筋として

使用は絶l ' tlH来ぬことになる勿論完全に水質化し

ない*f I I 胞即 ち分裂細胞と が養分分泌利11胞とか、幼

竹 梓の原形質を有する竹材等は問題にならぬ。叉

老齢の竹枠は細胞組織lて依って構成 5 れてゐる以

上竹惇同様である。

9. 封アルカリ虞理竹材に就て

鳥田氏杜木技術最士号車行雑誌〈昭和十六年五月〉周建

築皐合論文( 昭和十四年四月〕同建築感合雑誌、〈昭和

十五年一月〕

竹材をmTf I アルカ リ」底辺lすベ < ｾｦｴ ＭＭｘは長年 月

1i¥1こ7こが研究 lモ従事 し?こ。

有機物である竹材ぞ無 機物 )) r コンク リー ト」

中 ｋ 打込む の であるから 、 有機 ｟ ｊＱ｟ｾ の僚の えた 態で油

ｾ Ｎ ｾ の 他を ｾｾ主 布するは不合 理 である。有機物即ち竹

材は吸牧し養分を探り生長し存命のあるものなる

は人川或は動物と大差がないものである。

唯動物車! 日胞と植物細胞 k の相違ば核とか; I : f ll 胞質

等は大なる相違があるのは、柿物MI 胞陀は紙胞! 院

に依つである隔りがある事、椀物細胞 l乞は jffi 気孔

養分の通導等が動物細胞 l乞比しては間寧なる構造

を有するものである。

民細胞を除いてはすべて生前細胞である事に重

黙を置くと、竹材 の表面から ｾｽｪＷｫ 的 ｬ 乞詮料を塗平 ｲ ｩ

叉は他の物質に依って被留するといよ、事は永続的

の方法ではない事は動物の皮脂嵐世に於て 9.'11れる

如〈で駄目である。

筆者は数 十種 ｦ ｃＺ渉る防水底置を 施 し ｦ こが 全然 ＱＡＡｾ

01であっ? こ。

勿論蹴物7tH或は航物油である l吃性、不乾性、油

類にも及んに。

竹材の細胞組織及び共の配手IJ生理機能等を充分

lモ研究するに従って防水的虚理の知能さを先え

に。防備的 11:: Ji: U! '  .a、ZjL も駄円である。人類がHJ言

法の殻見せると同様な逆効よ ｉｾ 佐川ひ＿こ の ， である。

先つ Ｑ ＪＱＱ Ｑ 胞組織 中 のｽ［［ｦ ｍｾ 費、分裂 ＥＱＱＱ 胞、以鑓似て

液憧養分等も竹材中 より完全に取去り 、 その代 り

に他の物質を充満せしめ? このである。

油 ＷＲ な年齢遡 Ｇ｛ｾＧ な伐採時期 ｬ て伐 ｊ 宋せ号竹材の細

胞組織が完全なる機能を有する内陀出ru胞品織全睡

K 廻る様に鍛筒内で注射を施し車ru胞にショックを

興へると同時に不要物質を溶解鋭化せしめ 、竹材

中 よ り 取 除 弘 直 も K 数種の訊j合せる液瞳物 ぞ物

理ブHてより完全 fi 注入する。工程をを? 三ダ次3欠〈々 左柴品をを?  

か八、て数回 l陀て渉り注入し京刻約制I f l 胞組命

1取良除き古部官をを? 充糊せしめ T仁こものである。

若し こ の庭ｊ｝ｬＮ竹材を石反の飽ま ｉ ｾ ｩ Ｇ夜中 ｬ 乞投入し投

入日数K 依りその引張強度を調子Fすると 950 日1m

で竹材自身の引張強度の約 156 %I ' L 反って J - A手し

てゐる。

この上昇理論I ' L) . 比ては目下研究中で最近護表が

出来る橡定である。

叉 この竹材の薄) ，を顕微鏡下に置くと細胞組織

は何等異献を認めす。

:)(1乞本庭J i l l 竹材を 「コンクリ ー ト」 梁 中に打込

み置き fこものは 3. 300kg/cm
2

のものが3. 600kg/ cm
2

K 増大し、もmの強度は 1. 465kg/ cm
2

のものが 1.676

kg/cm
2

fz : : i : 金大してゐる。

この数値 l亡依って未廃理竹材と同様fL ｆ ｊｴ ｬￆｾｈｾ 作

り、 その率K 依って計-J;，[すると 、 その存命も大器

推察し得るが未1': l'Li象定の強) 支降下を来さないの

で、現在の庭では存命が蝕り永過ぎて計算K 困難

であるから今一年も粧れば計算 lモ充分なる結果を

f与るものと思はる。

53くにさ出-hの物理fl 旬、化率的底J ] l . 1' L{:{i;り 7こる竹材

ｾ 、 「コンクリ、ー トJ ｾＡｬ＠ ｦ ｃＺ打込 ￍｊｾ 、多少 の膨肢

は起るがよ庭β11.，1' 干ではなく 、こ の)J0)J自主「コ ンク

リー ト」が、硬化し初める起に完了する故1L'. J コ

ンク リー トJ vc亀裂を生十る事がない。

然し「コンクリ ー トJ fて打込む以前に充分水掛

をなし置かねばならぬ。 これは膨脹の直接問題で

はなく 、 「コンクリ ート J ￨ の 化 皐作 Ｎ ｭｾ Ａｪｬ｟ ， ｩｬｩＺ Ｑ 乞

ならしめにのである。 I コンクリ ー ト」硬化後水

分皆無の! V i : 態となると「底理竹材は甚ピ少量牧粍i

する。 この牧縮はIJ0脹の時の約牛分以下であるが

この主隙は化率的作別に依って硬質物質 11:: 依り充

ｩｾｉＺｾｩ せられる。

勿論嵐理竹材の )J0脹牧縮は 「コン ク リート J を
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亀裂せしめる程大ではない未鹿理竹材の甚大き K

比較して絶封安全である。

以上の強度上昇並ぴに附着強度維持は鹿理竹材

を「コンク リート」中 に打込むと諺透薬品と 水酸

化 石みーとが化製作用を起し主竹材の細胞組織の宰

隙部を硬質物賀にして充満し貌[ 皮繊維問の附着力

を増大し、竹材全髄の強度を竹材共の{ をの時より

増大し? こものと推察される。又細胞中並ひ:P: i コ

ンクリ ー ト」との中聞に護生し? こ硬質物質は「コ

ンクリ ー ト」の水分ｾ減少するに従って増加し

「コンクリ ー ト」と竹材組織中 lて寅ひ入ってゐる

ものと思はれる。

く筆者信感軍少;格鉱亙竹筋併究所長J
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防 空 i去 の 改 正

昨年II 月25 日付 で防空法が改正され? こ。我聞の

防空法は昭和 12年に始めて生れ、今度が最初の改

正である 0 ・此の結果防空の範閏が摘大せられ、著

しく強化せられ? こ。個々 の事項の具間的な運替方

針は迫々明かにされる k 思 i 、が、法文の、トーから 改

正の主な黙を拾へば次の様である。

l '  防空の範闘が蝿大せられて、新? こに防火、防

弾、協袋、臨急: 復習の 4 つが加へられに 。従来

は監視、通信、警報、燈火管i ! i !J、 消防、防主在、

避難、救護となって居fこものであ る。

2. 防火改修が法的に強制出来るおfになっ? こ。従

来は勧奨によって居? こが、必要な区域に封 して

之を命じ得る 事 となっ? こので今後初火改修の著

し〈促進される事が期待される。叉必要な場合

は 市 町村長が工事ｾ代執行出来る事になっ ＿こ。

ffil 工事l乞必要な事項は近 〈防火改修規則が内務

行令として公平ri される放定である。

3， ｾさ製目標 ｬ 乞なり易 い建物や 、 主製に よ って 危

害を著 しく 増大す る様な特殊の建築物の分散移

特を計るｾ 色々 の一 措置 が誹 ぜ ら れる 事に なっ

fこ。 先つ' 主製によっ て危害を王子 じく増大 する 庖

のあ る建物の建築を禁止又はIli IJ 限し 又はその除

却改築等 を命じ得る 。三々 に工場等の分散を困る

常一定の医域を指定 して、そ の医域内に工場等

特殊建築物の禁止叉は'1f;1J限をす る事が出来る。

又防空 ｽ 必 、 要な空地を得る 目的で、 Ｍ Ｇ Ｕｾ のよ也底

を指定して、 その区域内l亡一般建築物 を禁止又

はil;lj 限し 、或は既イ長の ものを除却、主多特せしめ

る事が出来る様になっ ?こ。

4， 防空iて闘する特別の薮育、訓練を受けに者を

防空賞施 ｬ 乞従事させ 、 叉誼 ｾ［￨ 認め＿こ者を防空

監視に従事 させる 事が出来る事lてなつ ?こ。

5， 防・ Ｒ さ警報に類 似 の音響及防ＵＭｾｾ主 ｬ 頂 の妨害に な

る様な音響を禁止出来る事になっ?こ。

6， 都市住民は都市を護る必要があるので、之 を

捨てて退去する事を禁ぜられ? こ。即ち老幼病者

等研動能力の無いもの以外は都市に留る事を命

ぜられ る諜である。

7， 防空 1-. は火災の初期銀座が最・も大切なので、

家庭その他の持場に於げる l臨急: 防火を闘民全般

の普偏的義務と して定めら れに。

8， 防空吊動に従事して侮援を受付 、叉は死亡し

Tこ者l ' L i t しで は闘家は防空計霊- 設定者が扶助す

る事になっ? こ。

9， 防空上の義務〈服しない者や、防空活動を妨

害 し?こう昔は罰せられるのであるが、 その罰則が

非常に厳重になっ?こ。

以上が防安法改正の主要な黙であるが、向之に

伴って防空法施行令も改正を見、叉新K 坊主法

施行規則、防昼従事者扶助令及防空監l硯陵令等

が公布施行さ れて、我闘の防空開係の法的趨勢

は著 しく整備されにのである。 ( 17. 1. )

( 竹内佐平滑)

工場及倉庫の防空儒装に就て

市中や郊外でも白いスレ ート 貼りの大きな建物

が建っ と直ぐ「ゐ〉あすこ に も工場が建つらしい

なJ ｾ思 はせんそれに母突の一本 でも立てられ

ようも のなら紛ふ方 もなく 工 場 となる。之は我々

が位んでゐ る家からでも電車の窓から でもよく目

撃する事で少し小高い建物の屋上や丘の上など に

上って見る主 何時の間にか白い工場や倉庫が此 所

彼所K 建ってゐるのを見てピッ クリすること があ

る。 これ程工場主白いスレ ートと は附き物になっ

てゐる様である。尤も最近はスレ ート の品不足の

せいか少し沌色の耐火板 とか明るいモルタルの壁

が之 lて代って li高を利か して来fこが之 もスレート が

ドツ サ りある時世なら安いスレ ート が黙っては消
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まさない所であってみれば、此等の壁もスレ ート

の代用品とも見られるべきであらう。これ程工

場や倉庫の建物主云へば直ちにスレ ート 貼りを聯

想させる程になってゐる。この純白きのお蔭で I¥if

の中にあっても畠の中にあっても一目して判る存

在となってゐるが、若し敵機がやって来て工場倉

庫をやっつけてやら うt 思へば、なんの事はない

暗がりの提灯み? こいなもので質l叶、Ij りい〉餌食と

なる。極〈小規模のものならそ うでもないが少し

大きい敷地で然もギツシ リこの明るい色の建物で

つまってゐると 10里も 15車も先から貨によい目標

となる。尤も敵の飛行機も地上砲火や滋撃機との

戦争の防 ｬ 係上そんなに低 ｚ きをすｾぶ事は同列企ないで

あら うから 、恐ら く5000米以 1-.0) 上症を飛んで冴E

るものと強想、されるが、 それにしても 2. 3 1Ft先か

ら直ぐめつかるものは 、敵 機l三爆撃のJ fH準を'つけ

させる官余裕を充- 分興へる。況してや 10虫色 15里か

らも一同してよく判る建物は、時K は貰』亡正確な

爆般を霊長る こ主がある。尤も 斯 ょ、云つ? こ大規模の

工場合川iの慌装はなかなか困難で徐程うま〈技巧

を凝らさない主効果が薄い。澗逸あ? こりで は、偶

装 主云ょ、芽¥j: rc非常K 力指を 入れてゐると見えある

偶接し＿こ飛行場など 、 一 度飛び立ってＯｊｾる主蹄り

は後程土地に馴れ?こ人でないと元の飛行場K 蹄れ

ない主云ょ、事である。そうなると儒 Ｉ ｾの効果は大

しにもので、況してや地理不案内の敵の飛行機 lて

見付けられる 心配は先っγ ょいと 言ってよ い。大阪

に於でもある工場で非常によべ目立つ工場があっ

?こが、協控を? 施し? こ所非常K 成功して過日飛行機

Ii莱r って見? こ時は 1000米の低空に下つでも 、遂に

その脊在ｾ登見するに至らなかっ＿こ。これなども

協装のよい例である。

勿論鴎装を施す となる主敷地全般の建物に就て

やらねば効果がないので相官の手nnも材不千も費J I j

もか 、るわり であるがv 小 さい工場一棟建てるに

も敷商闘主云ふ金のか〉る今日、 一護の爆弾焼夷

弾で草食る被害の こを を思ひ較べれば決して金がか

〉るから k 言って放置すべ き筋合ひのものではな

い。この明るい建物を暗い色で塗装する主云」、簡

単な協袋では塗坪 1 Ｚｴ ｆｾ ［ り ｬ 悶内外の費用で 出 来

上ーるので l 寓坪の工場でも壁屋根とも仕上げると

すれば、約 2 寓圏内外の金をかければ相首の効果

1 1 5 4  

が期待/ " 1.1，来る。僅か 2 高岡位の金で 1i笥坪の大工

場 l乞{ 動〈大切な産業戦士の全部と一刻も休 むべか

らぎる生産機能を敵の目標から姿を消すこ主が出

来れば極めて安いものである。況して、 これを建

築工事をする H寺に同時に慌装色にやって置けば坪

首り 1 回内外の費用主云ふものは全躍の建築授の

坪草加から見れば、 iまに{ 数 ?々 こるもので問題にな

らぬ程である。それ故工場が出来上って仕舞って

慌装を施すのは勿論な iてもしないものより良いが

ー壊に金敷地の建物を全部やると云ふ司王K なる左

手nnも二重になるし材料の手配も森易ではない。

11.1には折角締麗 l亡仕J てげに壁を叉仕 1-.げ吏へねば

ならす｜此の物資入手共 ｬ モ不足の世の ｲｬｾ rc 不経怖

悩まるものである。依って新しく建てる時に同時

K 捻袋を施す方が目立? こない手段でやれる丈げに

故も良い。

その;む味で大阪府の建築課K 於ても、この正月

以来から工場及び倉庫の建築K 首つては新築叉は

哨築と同時にやって貰ょ、べ〈取扱五、こ erc決定し

門下受 Ｎ ｾｭ ｬｬ Ｎ Ｑ の願書 ｬ て就 ても夫々 断書 中 の 摘 要書 な

り 、 設計書の所へ防ＵＺｾ偶袈の件を記入して ｮ って

ゐる。防宰建築規則の節 目僚にも「地方長官に協

遊ノ鴛建築物ノ形態、色彩叉ハ鴎装準備装置 ニ品目

シ必要ナル命令ヲ 鴛スコトヲ得J e 書 いである通

り慌畿の心要を認めてゐるので防空建築規則の趨

川されてゐる 区域は必十建築工事色同時に慌装を

やって頂〈様お蹴ひ致し皮いが 、 共の他の ｽｦ ｾｦ 下全

般に五つでも工場及倉庫を防護すると云ふこ e rc

医域の 内外の差別はな いわり. であるから、区域外

lこあ っても進んで偽装をお願ひ致 し皮 い主恩ふ。

日本の占n¥i li が木造建物の払: 集である附係J 二敵機の

室裂は都市の{ [ ，日々 の工場合j市を狙』、より者Ilili その

ものを爆撃して、工場も諸共と云:1、岳製のやり方

を e 1) ， EEI 岡地の重要物件は一つ一つ K 就てやっ

つりる主云よ、方法ｾとるものと考へられるので 、

寧ろこの規則の適J l j f ，l 王域外の田岡地に存在する工

場倉庫こそ協装の必要性が多い。依って建築謀の

取扱ひ主しでは区域内主ー肱断つてはあるが、E玉

;域外のもの の方 こそ積極的にやって頂き度い k 思

よ、。

ｉ 詩接方法と云つでも暗い色を，，ｾをること詐りか防

空協接では勿論な〈之は前K 述べTこ様 fZ : 白い色の



建物が多〈之を目立? こなくする鴛のものであるか

ら網を被せ るなり村i樹1' C{ i ( 1) ，その蔭を利刑して

建物の存在を隠すのもよい。その外色々考へられ

るであらう が、なに しろ敵は可成り遠方より目標

主して見る ものであるから 要 は このクツキ リし?こ

工場倉庫の姿を遠方から見え難い椋K 消す様K 考

へればよいわ りであ る。 その震には全髄を周悶の

地: 11予なり明るさに類似さ せる事である。 一植に物

が遠方より見えるのは赤 とか背とか自主の色の医:

別よ りも、そのも のの 、も つ色のl切るさ( 之を明

度と云ふ) K 依るもので例へば非常に暗い赤や汚

絹色な ど{t1IJで見ると色のf ，f ; ; 別は宮IH乙ハツキ リして

ゐても少し離れる k 、どれが-yjミか背かhlf. .別がボン

ヤリして来る 。 もう少し速くに敵れるとどれもこ

れも同じ桜κ 見える。然しこれが! 切るい系統の赤

や育、褐色とな ると可成遠方からでも充分に直別

問来る。 即ちこ の色のl切るさ即ち rVil立の最も大切

な ことで ある。都市内の建物では主 とし て精い 日

本瓦の民家が多く然も密集してゐるので| 法の郁分

が多〈都千? の色は夜色と昔から云ってゐるが、賀

際はもっと暗< ，て都令の平均色と 云ふ ものは薄闇

夜の l明るきで ある。我々は地J -o陀居て上 から の光

線許り受付てゐるから、極めてｊｬｊｪるい世 の Ｑ Ｚｪｾを感

じてゐるが、夫_1-0よ り見? こ人間!の也ー界は置い時い

世界である。都千? の周建都や閉園地になる と多少

家もまばらになり京地も多いので都千? 地程で はな

いが、矢張り平均色は 50 歩 100;歩の聞きで! j : . ' i'i 亡

街木の多い樹林地では寧ろ都千? 地に優る暗きであ

る。この様 ｋ 何れも上ＵＺｾより見る主明度は極めて

低いもので工場倉庫もそのH脅し、 l明度 Iて一致する広ー

にして置けばー臨目立? こなくなるわりである。そ

れか ら更に 周囲の ものに類似さ せ様と 思へば大き

な建物を民家の多い所で は民家に見える桜花黒 と

双色で分割 し? こり団関地 では周閣の畠や地商代類

似させる 様に暗線色暗柄色黒奴色等で分害IJ する。

然し之もなに しろ遠方から見えなくするのが 目的

であるから飴 1) * ，日か過ぎる分割は不可でよ〈偶装

と云へば野戦で使用する 賞、線、禍のダラダラ棋

棋を想像するが、 こんな慌装方法は日本の都令地

附近では全然役K 立 fこない許りか、寧ろ都令の露

中などにこんなやり方をやると却てよ い 目標と な

る。それで周囲の建物、地形、地物に合ふ様大Y つ

ばi亡分割する方が施行容易亡し効果も去fJ てよい。

ぞれ故小さい建 物 な れ ば一色で結構である。

尤も飴り 小さい物例へば60坪未満位の ものでは特

に重要であ るE か搾 山集合 してゐる E か、或は規

則的κ ヨ在んでゐ るとかしない限り 普通ポツポツあ

る程度の ものなら特K やらな くてよい。建築課で

も60坪未満の新築増築は特殊なもの を除〈外協装

するこ主主? 除外して置い? こ。叉煙突や水槽なども

地上から見ると目立つ様であるが上宰から見ると

地上に は縦横に明る い道が通じ てゐる ので、煙突

類は全んど目立fこない 。それ故高 さ50米以上の高

いも のにのみH音色を施して置りばよ い と思五、。

斯〈して次 々にHl 来..1- 0 つに工場倉庫はー肱目立

? こないわりで敷地坪数約 1500坪未満の もの であれ

ば敷地内全盟十亡建物が並んでも周回の地域 e 11Ji度

が大韓合ってゐれば目立? こない。然しそれ以上u)

:I: 'f数の敦士也になると分割の仕方も閤難になるので

建築訴に於ても特に全髄lて3討する技巧方法lて就て

指示を興へることにし?こ。

何れにしても これからは建築工事の際に前述の

枝な注，む，フ上、工事κ 着手さ れる ことが望ま しい

f句協装に就てはこの欄を利用して色々の機令I'L 申

し述べてみにい主恩ふが火阪府建築課K 於ては特

l亡工ー場及倉庫の防空偶装 lて就て取扱を 開始しにの

で取り敢へす・御参考までに説明申し上げ7二次第で

ある。 げ o 1. 18  ( 生 田 五 郎 )
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常 務 曾 ( 第25図〉

時 12月10 日午後5時一5時40分

所 倶 集 部 室

出 席 者 理事 井上国j合 長

今 体 則 合 長

議 事

常 務 中西主記、重左中主記

北 垣 主 記 、絵 久 保 主

計 、柄 本 主 計 、 小 林

ｲｾ 停 、 悶悶編砕

昭 和 16年 12月8 日米 英 に 針 し宣 織

布告 されたるに付曾務運行 に就き

緊念 を要する事項左の遜 決 定す。

l .3詩念常務合設置の件

ト諸 舎 合 時 間 の 件

1. 事 務 出勤時間繰上 の 件

1. 事 務 員 宿 直に関す る件

常 務 舎 ( 第26回〉

( 新A常務合事務号[綴 及 役 員

懇談合〕

時 12月 !2 日午後う時 15分 ー7時

所 ク ラ プ 室

出席者 室常 務 舎

理 事 片 岡 合 長、井 上 則 合

長 、今 村 則 合 長

監 事 松 井

"  5 6  

ｩ ＭＺＺ ＧＮ ｾＧ ＺＮ［ＧＮ ＺＮ Ｇ ＮＮｉＧＺＧ 計 十 字＿ロ ｊ ・ ｉＺｾｴｾＮＺ 苛Ｇ［ＮＮＨＧ，ＡＺ ＮＺＮ ｾ了竺タｾＮｾ Ｎ ｾｾ Ｚｾ

議益 0  ・ー 讃茸

老若 ・ アHJ 弘

名 替 の 鞍 死 者

普 通 質 的 自

間曹長 米 国 外 次 君

出 生 地

昭 和 11年 3月

同 年 4 月

間 !2年 12月

同 15年 7月・

向 i6年8月う日

大阪市此花区台 ｲ ｾ Ｇ Ｎｈｬ ｲ Ｒ ｖ ｾＮＩ

大 沢町一立問野田級 Ｚ ｣ 曜夜 互 ｾ ， 寺 ｾ［Ｑ ー卒業

株式合月上清水舗に入社

f 1木建築協舎に 入合

1:1: :イIE.

中 支Ｏ了 ［ｭ に於 て ｩ 被 ＩＧ ｾ

常 務 池 田主記、中間主記

薮 中主 記、柄 本 主 計

桧 久 保 主 計、小林 編

将 、 ｾ 弁貌稀

新 常 務会

理 事 竹 腰高リ合 長

常 務 佐正主主花、小 林f 三〉

主 記、和 国主 il 己、伊

藤f局捧 ' 錦国 f宿将

午 後 5 時 15分片岡合長座主主となり

想rY i 常務合事務引緩を 行ふ下 の如 し

合長挨拶後中民主fr i : 常務より 91縫

舎を 朗讃説明をなす。舎長意見お り

一 二訂正の上右引絡を 了し て左の件

決定す

17竿度 常務会定例日

( 第 l第3月曜日)

合長よ り将来各 位の奪闘を 金期 待

する旨 の挨拶 を主sペて引総 合 を 終了

一 同倶封建郊室に於ての懇談合に移る

L 午 後 5 a寺50分 新語評議員の時局

懇 談 合 を 開催 、片岡合長座長 と

なり 戦 時下本舎の進むべき主主に

闘 して一場 の挨 拶 を迷 べられた

り、縫い て竹授、井 上 今林三 新

藷 則 合 長

空，ヰ謹評議員怒談合出席者

昭和 ＱＶｾ 手度評 議長命

片 岡安 、井上新 二、今 村 彦太郎 、

松 井清之助 、池田宮彦 、字 賀一良1¥

岡本 新 二郎、 }II 勝 健 次 、小林 済、

阿部若手女 、 阿部 i':!!; J 中村昌三 、 中

村 議 機、野 中駒市 、平野忠雄、堀

内四知丸 、 f曾井敏克、三浦 茂、薮

中一良 、 ( 以上 19名〕

ars:::n! 7年 度評 議 員舎

竹!援{ 往造 、伊 藤 和 夫、宇 都 宮 藤 次

郎 、小川 If. 、尾"，:jti! f 四郎、 岡野定

次 、景 山l F 明、?岡本橋雅、小 林三

法 、佐 藤E 次郎 、佐 阿 美代吉、中

西六郎 、Z自国 E白: 一 、藤田元 吉 、松

久 保 欲 三 、諮 問 泰次郎 、森 定 幹 夫

山田妊三、 吉間笑良Ii 、平日間貞治郎

( 以上20名 〕

常 務 合 ( 第27回〉

時 12月22日午後61待- 7時30分

所 IW列場

出 席 者 選 事 井 上則合長

監 事 鈴木監 事

常 務 薮 中 主 記、 中民主記

主 世 主 記、11、林( 三〕

主主計、裕 久 保 主 計、



柄本主計、増井編棒

議 事

1. 大阪府振興課よ り合誌寄熔依額

の件

l. 全 日本科書匹技術図般都合合よ り

閣総打開課題通知

l. 静岡市長よ り懸賞募集件再度掲

載巾 越 之f牛

1. 材料委員合よ り報告並に具申の

件

l. 普賛米国 外次氏斡死の{ 牛

i 合員別表の湿 り

ＱＮ 晴ｾ作成の件

1. 1月常務舎の件

1. 株主応氏終身公! J & 200 闘機込の

件

報 告

普賛米国外次氏I後死の件

ｬ 記念事業幹事合報ｾｉｪＭ

! . 陳列場報告

l. 合勢幹事合報告

l. 武装幹事合、Wi 古ー

l. 各ご皆賛助員* 認の件

1. 石川県革建築文化協合設立の件

1. 須賀火災見舞礎般の件

ｉＮ ｾ 汚技術協合よ り 図書寄胞の件

1.11 月分合計報告

1. 出右E除隊の件

l. 宮崎舎計係臨時雇僻任に就き新

聞JPi 告の件

常 務 含 〈第 l 回〉

時 l 月12 日午後う一 時 61時10分

所 陳列場

出 席 者 理 事 片 岡合 長、井上則合

長、竹 腰高リ舎長

常 務 薮中主 記、 中西主記

桐本主記、佐藤主記

杉久保主計、 和田主

計 、伊藤編韓、宮高間

縄斡 、ノj、林編車号、大

下編椅

中西主百日司舎の下 l亡閥民儀f訟をな

し、 片岡合長座長 とな り次の通 り議

事 報 告 を了す。

議 事

1.  1  fl fYl J舎の件

l. 評議員辞任之件

l 委員幹事委喝之件

l. 法 規後行之件

l. 舎 費等 火損 補項之件

l . 定款研 究の件

1. 16年 度 より中継事項検 討件

l. 合 員詮 衡

報 告

1.入 管出征等別表の湿 りJ"k認、

材料委員会

時 12月17 日午後6時20分- 81待

30$子〉

所 倶集部室

出 席 者 委 員 長 松 久 保 敬 三

幹 事 楠 瀬 徹

議 事

委 員 後川卯三郎、前期: 茂

前野慶太郎 、諮 問 泰

治郎

l 建築接合 より 迭 附 し来れ る箆: 休

省用材規格 改疋案に就き検討。

法 制 委員会

時 12月3日午後 6 時一7時30分

所 陳列場

出席者 委 員 長 玉 置 豊 次 郎

幹 事 横 見 幹

議 事

委 員 浅 野弘、 平野忠雄、

畔上 賢治

l. 研究項 目に就き各委員分櫓して

掲 載t長女研究の事に決定す。

第5吉II 舎 ( 第4回〕

時 12月15 日午後5i 守- -7時30分

所 クラ プｾ

出 席 者 幹 事 長 井 上

幹 事 谷

委員 中西、三浦、堀内

1. 理想図挽検討の件

第 6部 会 ( 第3回〉

時 12 月11 日午後6時 - 8時

所 ク ラ プ 室

出席 者 主 査 坂

幹 事 篠 原

委 員 浅 野

l. 修正祭文金委員 に送付今一 問主主

見を集め其れに よ り答申祭を決

定。

曾 員 動 静

α二三日

倉 員

今 津 義 勝 住 吉直帝塚山西三の 四

o  ( 西野田 工業磨校〕

岸原 緑郎 紳戸市須磨区鷹取町四

ノ七六 ( 中島 組〉

林 金 房 東 淀川直相川南通ニ了

目玉 ノ二( 自 信号〉

地 方 合 員

榊原 武彦 高 知市本奥力町四七、

黒岩多計方〈高知県系立

高知工業経校〉

竹 関節男東京 府ｾｾ 多勝郡武蔵野

町 吉市可寺 = 七四三、竹

内方 ( 逓信省中央航空

研究所管繕謀〉

寺 師 元朗 京都府東舞鶴市大森 町

字森仁 田〈木 村組〉

閥 浮 明石市太寺 町 四 ノ三O

九o ( !1l! 島組大阪支底

田中 武 新 潟市 白山浦一 丁目ニ

三 九 ( 新潟主並道 局工務

官官建築課〉

ｾ松助六天津 市天 津豊臣路間工務

底建築科( 華北交通株

式合祉天津鍛路 局工務

蕗〉

特 別 賞 助 長

掻民事谷松次郎 浪速区元町一 ノ七五

ー ( 大阪府 左官業組合

本 部〉

藤本 和 平 西 成 直 有 楽 町 三七 ( 東

盟防空迷彩研究所〉

山l採 康 秀 北区玉江町ニノ 六 ( 白

明;工務所 〕

玉川 正 神戸市 灘区水道筋六 /

九九 〈隠光物産商合〉

普 通 貨 助 員

岡島 勝 次 名古屋市 千種直鍋屋上

野町八五ー 〈竹中工務

応名古屋支陪〉

岡 部 勇二 府下北河内郡枚 方町大

5 7  "  



字禁野一七二六( 閥エ

議 在感 中〕

近 藤 勝美 西 宮市襖谷町一四oc

閥 高工 在隼中〉

中山 章 奈良 県系機妓郡岡原本 町

南町四一七( 清水組大

阪支底〉

三 村 武 満 州 第 一 七 五部 隊

良野 直一 京 城 府 清 雲町 総符府官

会 一 三銃( 朝鮮総督府

官房曾計課〉

曾 員

船 越 嘉 吉 布施市小若江三七八

横 山 佳 ( 勤 務先〉草輪工業株式

合所士大阪ヱ場

地 方 合 員

樋口 四 郎 満 洲 闘 鞍 山 市 初 音 直 初

音街六段九 競

村 上 保 満 洲 閥J盈化省通 化 街ニ

道江 、東漫道関差益株式

舎前土工務部建築課

大津 一 郎大分県系北海部郡大在村

政所 三四 一 藤 岡 方

遠藤 司 繭島 l採石城郡錦町 英連軍

紡綴錦工場東畑事務所

石橋三四二 東京市型島直宇佐名田了五

ノ二一七O

山 口 末 吉 吹 岡 市 岡 中 町三O 一 六

生国銭也' 宮内義男、護谷直治郎 |  中西 一郎 問弁 l採阪井郡雄島村 東

吉村種敏、上田昌宏、加 藤 祭一 、 |  尋坊 、加藤力維方

木村梅 次 郎 、近 藤 岩夫、村 瀬 捻 、 |  青 山 正義 東 京市世周ケ谷直若林

地 方 舎 員 |  町六六三

寺石重正、彩、一郎 、幸原定宍 、未 |  杉山清次郎 北支北京内二直崇普里

津園次、渡汲忠男 |  九 税

特 別 賛 助 員 |  瀬 川 際 平 満 洲 関泰 山線錦州市 豆
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